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青少年深夜立入り禁止盛り込み許可制、

お
り
現
行
条
例
で
は
対
応
で

き
な
い
た
め
、
昨
年
六
月
か

ら
警
察
、
愛
護
セ
ン
タ
ー
関

係
者
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら

ゲ

i
ム
場
に
対
す
る
規
制
も

賭
博
性
の
強
い

含
め
た
形
で
、
同
条
例
の
改

正
作
業
を
進
め
て
い
た
。
こ

れ
が
二
月
八
日
に
県
法
令
審

査
委
員
会
幹
事
会
で
改
正
最

終
案
が
ま
と
め
ら
れ
、
こ
の

改
正
案
が
卜
・ム
け
の
川
町
法
令
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悩
井
県
で
は
昨
午
よ
り
同

県
の
背
少
年
愛
護
条
例
の
改

正
作
業
を
進
め
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
他
府
県
に
な
い
ほ

ど
厳
し
い
方
向
で
の
ゲ

l
ム

場
に
対
す
る
規
制
を
新
た
に

盛
り
込
ん
だ
同
条
例
の
改
正

案
が
ま
と
め
ら
れ
、
-
一月
一↓

ト
八
日
か
ら
の
三
月
定
例
県

議
会
に
上
位
さ
れ
て
い
る
。

岡
県
で
は
昨
年
一
年
間
の

刑
法
犯
少
年
が
戦
後
紋
高
を

記
録
し
て
お
り
、
そ
の
背
景

と
し
て
青
少
年
を
と
り
ま
く

社
会
環
境
の
変
化
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
と
く
に
ぬ
書
凶

苔
の
販
売
を
目
的
と
し
た
自

販
機
の
放
置
な
ど
が
州
え
て

刷、

鴨

H
祭
斤
は

一
月
二一
ト

川

、

後
卜
時
以
降
)
の
卜
八
歳
未

胤
俗
常
業
等
取
締
法

(胤
九
百
尚
の
お
の
立
人
リ
然
止
な
ど

法
)
大
幅
改
正
の
方
針
を
同
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

め
、
厚
生
省
な
ど
関
係
符
庁
と
。
こ
れ
ら
ゲ

l
ム
場
関
係

と
の
協
議
を
開
始
し
た
こ
と
の
規
制
内
容
は
、
他
の
規
制

を
明
ら
か
に
し
た
。
同
庁
に
内
容
と
刷
様
に
同
庁
で
は
あ

よ
る
と
今
回
改
正
で
、
従
来
く
ま
で
「
目
下
検
討
中
」
で

の
風
営
遊
技
場
以
外
の
「
ゲ
あ
り
、
具
体
的
な
形
で
は
一
ホ

ー
ム
セ

ン
タ
ー
」
も
規
制
対
さ
れ
て
い
な
い
。

象
に
す
る
と
し
て
お
り
、
こ

現
行
風
営
法
の
第
七
号
営

の
た
め
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
業
で
あ
る
川
史
的
進
技
場
は
す

ン
ト

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
で
に
ベ
卜
h

ハ
年

(パ

チ
ン
コ

(N
A
O
、
内

m博
会
長
)
は
ベ
十
年
)
の
歴
史
を
持
つ

な
ど
は
同
庁
の
こ
の
動
き
に
て
お
り
、
法
制
度
的
に
も
安

猿
然
と
反
発
、
断
回
反
対
の
定
し
て
い
る
が
、
風
営
遊
技

立
場
を
と
る
に
至
っ
て
い
る
。
場
以
外
の
一
般
ゲ
|
ム
州
場
営

警
察
庁
が
ま
と
め
た
ら
し
業
に
つ
い
て
は
従
来
い
く
つ

い
「
風
俗
関
係
等
営
業
法
案
か
の
県
の
青
少
年
条
例
を
除

要
綱
」
に
よ
る
と
、
今
回
改
い
て
ま
っ
た
く
規
制
さ
れ
て

正
の
円
的
は
①
遊
良
な
風
俗
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
法
律

の
保
持
、
②
風
俗
環
境
の
浄
に
よ
る
級
制
と
い
う
点
か
ら

化、

③
行
少
年
の
健
全
背
成
も
、
ゲ
ー
ム
場
規
制
を
合
む

の
こ
点
。
具
体
的
に
は
深
佼
今
回
の
胤
営
法
大
幅
改
正
は

飲
食
杭
と
モ
ー
テ
ル
営
業
へ

A
M業
界
の
根
底
を
携
が
す

の
規
制
強
化
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
と
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。

セ
ッ
ク
ス
産
業
に
対
す
る
取
し
か
し

「
同
下
検
討
中
」
な

締
り
や
規
制
の
新
設
や
強
化
、
が
ら
、
同
庁
が
打
ち
出
し
て

そ
し
て
ゲ

l
ム
場
の
規
制
の
い
る
ゲ
ー
ム
場
規
制
の
内
容

新
設
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
に
つ
い
て
は
、
来
し
て
実
行

う
ち
ゲ
ー
ム
場
の
規
制
に
つ
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
疑
問

い
て
は
①
尉
出
制
も
し
く
は
点
は
多
い
。
同
庁

・
防
犯
課

内
吋
常
業
扱
い
、
②
深
佼
(
午
の
小
野
課
長
補
伎
の
発
言
も

審
km
会
の
ゑ
訟
を
得
て
、

一

月
定
例
県
議
会
に
上
程
さ
れ

た
も
の
で
、
可
決
さ
れ
れ
ば

七
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
方

針
。

附
博
怜
の
強
い
ゲ

l
ム
機
を

特
定
遊
技
機
に
指
定
し、

特

定
遊
投
機
を
設
置
す
る
場
合

は
届
け
出
を
義
務
付
け
る
。

②
十
五
歳
以
下
の
年
少
者
に

「
特
定
遊
技
機
」
を
設
置
す
る

ゲ
ー
ム
場
に
届
け
出
義
務

全
国
初
の
試
み
。
小
・
中
学
生
深
夜
入
場
禁
止
措
置
も

同
改
正
案
の
内
谷
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
が
@
有
害
図

書
販
売
と
自
販
機
、
命
罪
行

助
長
行
為
、

の

ゲ

|
ム
場
な

ど
の
規
制
、
@
倫
理
規
定
の

創
設
が
岡
本
位
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
ゲ
ー
ム
幼
な

ど
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
①

現行 「風俗営撲等取締法」の規制対象営換

、、

(1)風俗営*

①営業の断書Ii

1り-営業……キャノ〈レーなど

2号営業……待合、料理庖など

3~営業……ナイトクラブなど

43f常業……ダンスホールなど

5ザ介業…-低!照度飲食府

6サ'Fi-業….. .灰|山市飲食r，T，
7 J，オ'日'業・・ -麻彼m:、パチンコl占など

②先Il11，11の内科
(η営業の昨附1，11
(イ)営業:riの'ft給、営業の場所、営業時間

など条例で定める規制

(ウ)未成年.riに閲する禁止行為

い)行政処分(許可取消、営業停止)

(オ)轡然行の立入。)

(2)規制営M(風俗営業以外の営業)
①深夜飲食!万件業

(ア)営業の場所、営業時間など条例で定め

る:J;QK IJ 
(イ)未成年.y..にわfする祭止行為
(ウ)行政処分(常業停止)

(エ)普務'f~・の立入り

②側室付裕場1S(いわゆるトルコ風呂)

(η法令で定めるI也媛における営業の然止

(イ)行政処分(営業停止)

③興行場公業(ヌードスタジオなど)

σ)行政処分(，常業停止)

④モーテル'Ffj除
げ)条例で定める地域における常業の然止

刊行政処分(営業廃止)

ゲ
ー
ム
場
の
深
夜
営
業
の
輔
副

止
(
営
業
時
聞
の
制
限
)
は

「
考
慮
し
て
い
な
い
」
か
ら

「
検
討
中
で
あ
る
」
ま
で
こ

の
川
変
化
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
検
討
作
業
中
に

さ
ま
ざ
ま
に
規
制
内
谷
は
変

化
し
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
規
制
内
容
は
は

と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
が
、

ゲ
l
ム
場
規
制
を
含
む
風
営

法
改
正
を
同
庁
は
計
画
中
で

あ
り
、
で
き
れ
ば
今
川
会
に

提
山
し
た
い
な
向
の
よ
う
で

あ
る
。
も
し
法
案
が
可
決
さ

れ
る
な
ら
ば
、
内
申
什
的
に
・
・
一

十
六
年
ぶ
り
の
大
制
改
正
と

な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

jlaj 
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昭
和
二
寸
一ぺ
年
成
立
、
そ

の
後
ト

--
M
の
改
王
を
経
て

今
日
に
歪
っ
て
い
る
。
同
法

は
先
付
帯
そ
の
他
の
性
的
非
行

や
賂
博
そ
の
他
の
射
幸
行
為

を
誘
発
す
る
な
ど
、
普
良
な

風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
営
業
に
必
要
な
規
制
を
加

え
て
、
諮
問
由
民
な
風
俗
を
保
持

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
同
法
で
規
制
対
象
と
な

米
の
取
締
り
姿
勢
か
ら
、
業
る
営
業
は
、
大
別
し
て
「
風

界
側
の
自
浄
作
用
を
持
た
せ
俗
骨
業
」
と
「
規
制
労
業
」

、
れ
飾
品
引
は
併
可
制

健

全

営

業

を

育

成

す

る

な

と

、

i

;

j

事
?
と
り
，

M
m
pr
JdHHH
司
J
H
J
t

法
の
立
場

・
刈
象
を
変
.山火す

1

1

4

4

4

i

ilo
i
1

規
制
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

と
し
て
、
学
校
周
辺
部
地
域
る
も
の
と
、
そ
の
改
正
趣
旨
附
法
の
治
背
中
と
し
て
は
昭

で
の
ゲ

l
ム
場
の
設
置
制
限
を
説
明
し
て
い
る
。

和

二

十

年

ま
で
に

一

|
四、

な
ど
も
盛
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
N

七
号
営
業
が
図
ま
り
、

三
十

同
改
正
案
で
は
違
反
し
た

A
O
で
は
、
二
月
十
四
日
に
四
年
改
正
で
そ
れ
ま
で
「
風

業
者
に
対
す
る
罰
則
な
ど
も
小
野
課
長
補
佐
ら
と
の
懇
談
俗
営
業
取
締
法
」
だ
っ
た
同

強
化
さ
れ
て
お
り
、
と
く

に

会

を

持
ち
、
向
日
聞
か
れ
た
法
が
現
行
名
称
に
変
更
さ
れ

特
定
遊
技
機
設
置
怖
の
届
け
総
会
で
こ
の
問
題
こ
矧
し
主
る
と
と
も
に
、
五
、
六
号
営

l
l

人
業
が
加
え
ら
れ
第

一
条
が
大

山
山
制
の
逃
反
に
対
し
て
は
二
副
会
長
ら
に
一
任
と
の
成
詑

幅
改
疋
と
な
っ
た
。
岬
抑
止
伐
飲

万
円
以
下
の
的
合
を
科
す

な

を

と

り
つ
け
た
う
え
で
、
卜
食
前
に
つ
い
て
は

」
卜
問
年

ど
、
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
八
日
「
胤
営
法
改
正
対
策
委
改
正
で
加
え
ら
れ
た
上
、
=
.

い
る
。

只

会

」

を

発
足
さ
せ
、
直
ち
十
九
年
の
改
正
で
規
制
が
強

現
在
長
野
県
を
除
く
四
十
に
n
風
営
法
改
正
絶
対
反
対
e

化
さ
れ
た
。

四
卜

一
年
改
正

は
特
定
遊
技
機
の
使
用
を
禁
七
邪
道
府
県
で
「
背
少
年
条
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
N

は
議
員
立
法
で
行
な
わ
れ
、

止
し
、
街
頭
に
は
「
年
少
者
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

A
O
は
同
庁
に
二
十
三
日
、

い
わ
ゆ
る
ト
ル
コ
風
呂
、
ヌ

i
ド
ス
タ
ジ
オ
な
ど
へ
の
規

使
用
禁
止
」
の
掲
示
を
義
務
今
回
の
改
正
案
の
よ
う
に
、

反

対

の

第

一
回
陳
情
も
行
な

制
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て

付
け
る
、

③
ゲ

l
ム
場
営
業
特
定
遊
技
機
設
置
庖
の
届
け
っ
た
。
し
か
し
伺
庁
の
動
き
四
十
七
年
に
は
モ
ー
テ
ル
営

者
に
は
補
導
活
動
に
対
す
る
山
の
義
務
付
け
や
学
校
周
辺
が
不
明
な
上
、

N
A
O
内

部

業

へ
の
規
制
が
加
、
え
ら
れ
、

協
力
を
義
務
付
け
る
、
な
ど

地
域
で
の
ゲ
ー
ム
場
の

設

置

に

も
賛
汗
両
論
あ
る
と
さ
れ
ほ
ぽ
現
行
法
が
完
成
し
た
。

を
鋭

-M
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
制
似
な
ど
は
他
に
獄
が
な
く

て

お

り
、
今
後
の
進
桜
に
注
こ
の
問
、
許
可
手
数
料
の
仰

ま
た
非
行
助
長
行
為
の
規
制
今
後
の
推
移
が
注
目
さ
れ
る
。
目
す
る
ほ
か
な
さ
そ
う
だ
。

上

げ
な
ど
制
か
い
法
改
正
が

N
A
O
は
猛
然
と
。
絶
対
反
対
。

警
察
庁
は
。
目
下
検
討
中
市
続
く

な
お
同
庁
で
は
A
r
耐
の
法

改
正
で
、

同
法
作
名
'
U

「取

締
」
の
.. ウ
サ
を
削
る
な
ど
従

あ
る
が
、
主
な
改
正
は
以
上

の
と
お
り
と
な
る
。

現
行
法
の
し
く
み
や
現
行

法
お
よ
び
同
法
に
根
づ
く
都

道
府
県
の
風
俗
営
業
等
取
締

法
地
行
条
例
が
定
め
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
営
業
の
さ
ま
ざ

ま
な
規
制
内
容
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省

略
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
誤
解
さ
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
点
に
つ
い

て
触
れ
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
た
と
え
ば
ス
ト
リ
ッ
プ

劇
場
や
ヌ

l
ド
ス
タ
ジ
オ
で

興
行
場
に
当
た
る
場
人
叫
そ

の
中
で
公
然
わ
い
せ
つ
行
為

が
あ
れ
ば
、
刑
法
で
取
締
ら

れ
る
ほ
か
風
常
法
に
よ
り
六

ヵ
月
以
内
の
営
業
停
止
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ

ゆ
る
セ
ッ
ク
ス
産
業
の

い
き

す
ぎ
に
対
し
て
一
定
の
対
応

が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
も
ち

ろ
ん
現
場
で
警
察
宵
が
実
際

に
摘
発
す
る
か
ど
う
か
は
得

策
宵
の
裁
世
に
委
ね
ら
れ
て

い
司
令
。
ま
た
同
法
で
い
う
「
轡
・
制
球

宥
の
立
入
り
」
は
行
政
厳
轡

上
認
め
ら
れ
る
立
入
り
絡
で

あ
っ
て
、
犯
罪
な
ど
の
予
防

の
た
め
の
も
の
。
従
っ
て
刑

挙
訴
訟
法
に
甘
挟
づ
く
犯
罪
検

挙
の
た
め
の
も
の
と
手
続
き

な
ど
法
的
佐
賀
が
呉
な
る
。

一
般
に
風
営
法
逃
反
の
検
挙

は
刑
訴
法
に
よ
る
乎
続
き
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。



( 2 ) 

テ

i
カ
ン
か
ら
の
提
案
を
受
け

協
会
指
導
理
念

J
A
M
M
A
第
同
国
理
事
会
、

自1ベ+量S埼If!従事骨認可

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

?
ン
ン
工
業
協
会

(本
部
東

京
、
巾
・
村
雅
哉
会
刊
誌
、

J
A

M
M
A
)
で
は
一
.
月
十
五
日

占
氷
点
、
新
出

N
S
ビ
ル
内
の

会
議
集
で
第
十
八
向
型
.
が
会

を
聞
き
、
テ
ー
カ
ン
か
ら
提

案
の
あ
っ
た
「
会
長
会
社
の

商
業
上
の
倫
理
」
な
ど
と
、

総
会
提
出
議
案
な
ど
に
つ
い

て
幕
議
し
た
。
同
理
事
会
は

傍
聴
取
材
を
拒
否
す
る
と
い

で
フ
か
つ
て
な
い
閉
鎖
的
な
も

一
の
で
、
客
観
的
に
見
て
も
協

一
会
執
行
部
の
苦
悩
ぶ
り
を
示

.
一
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の

、，一

内
容
に
つ
い
て
は
公
式
的
な

/
一

「
議
事
録
L

以
外
に
一
切
明

:

一
り
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

守
一

「
議
事
録
」
に
よ
る
と
懸

込一

案
と
さ
れ
た
ら
し
い

こ
議
案

d
一
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と

一一

な
っ
て
い
る
(
順
伴
を
含
め

ゲ一

一
部
変
更
、
修
正
し
た
)。

①

テ

l

カ
ン
よ
り
文
科

が
理
が
お
よ
び
事
務
局
宛
に

配
布
さ
れ
、
脱
会
・
肢
の
「
会

μ
に
対
す
る
指
mm
削
父
ど
あ

る
い
は
「
会
以
会
社
の
間
業

ト
い
の
倫
則
」
を
附
.
地
に
し
て

そ
の
責
任
を
問
う
、

と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
本
件
の
解
決

を
問
る
べ
く
一
一
月
七
日
に
両

副
会
長
と
専
務
の
立
会
い
の

も
と
で
、
ナ
ム
コ
三
名
と
テ

ー
カ
ン
三
名
に
よ
る
括
合
い

が
行
な
わ
れ
、
そ
の
も
ょ
う

が
両
副
会
長
か
ら
報
告
さ
れ

た
。
こ
の
報
告
に
北
づ
き
、

「
本
件
の
会
長
に
関
す
る
責

任
は
理
事
の
責
仔
で
も
あ
る

の
で
全
制
仕
事
が

一
丸
と
な
っ

て
責
任
を
と
る
」
こ
と
が
、

満
州
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

な
お
中
間
副
会
長
立
会
い
の

も
と
で
ナ
ム
コ
、
テ
ー
カ
ン

総

議

;に
討

県
凶
富
市
、
手
塚
明
雄
社
長
)

の
入
会
が
承
認
さ
れ
、
側
ダ

イ
ワ
貿
易
の
退
会
が
報
告
さ

れ
た
。
な
お
報
管
事
項
と
し

て
④
物
品
税
の

A

M
機
へ
の

新
規
課
税
が
見
送
ら
れ
た
こ

と
、
@
通
産
省
あ
て
「
プ

ロ

グ
ラ
ム
椛
利
保
議
の
立
法
化

に
つ
い
て
の
要
望
」
を
卜
二

月
ペ
ト
じ

H
付
で
槌
山山
し
た

こ
と
、
内
務
作
柿
議
成
会
部

六
小
委
日
会
に
よ
る
小
間
鰍

阿
社
長
の
話
合
い
を
近
く
行

な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

②
筑
間
凶
通
常
総
会
議

楽
に
附
す
る
件
で
、
専
務
よ

り
議
案
資
料
の
作
品
楽
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
両

取
引
と
与
務
が
協
議
検
討
の

結
果
五
十
八
年
度
決
算
案
に

つ
い
て
は
比
此
す
猶
予
が
ほ

し
い
旨
報
特
が
あ
っ
た
。
中

村
議
長

(
会
長
)
が
「
見
直

し
作
業
の
結
果
に
よ
っ
て
は

再
度
の
理
事
会
開
催
の
可
能

性
も
あ
る
が
、
万
が

一
で

も

鮒

テ

|

カ

ン

(

本
杜
東
京
、

文
書
想
事
会
に
と
ど
め
る
よ
柵
原
孝
社
長
)
で
は
、
同
社

う
に
両
監
事
と
専
務
に
最
善
開
発
の

T

V
ゲ
ー
ム

・
キ
ヤ

の
努
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
ど
ネ
ッ
ト
「
ラ
パ
タ
イ
プ
」

は
」
と
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
の
意
匠
登
録
が
二
月
十
三
日

場

一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。
付
で
行
な
わ
れ
、
同
意
匠
権

以
上
二
案
以
外
で
は
次
の
が
発
生
し
た
こ
と
を
明
ら
か

と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
附
ジ

ず
会
員
の
入
退
会
に
つ
い
て
ャ
レ
コ
と
の
不
正
競
争
防
止

は
、
手
塚
商
会

(本
社
兵
雌
法
に
議
づ
く
似
処
分
巾
梢
ポ

テ

l
カ
ン

告
の
概
要
、
@
倒
日
本
電
気

協
会
あ
て
に
「
電
気
用
品
取

締
法
の
現
行
技
術
基
準
の
改

正
に
つ
い
て
」
を
寸
二
月
二

十
三
日
付
で
提
出
し
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た

テ
イ
ス
ト
リ
ビ
ュ
l
タ
i
部

会
て
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
意

見
調
査
を
ま
と
め
た
が
こ
れ

を
製
本
化
す
る
こ
と
が
ゑ
認

さ
れ
て
い
る
。

「
ラ
バ
タ
イ
プ
」
の

'匠
2
月
に
登
録

J
A
M
M
A
で
は

2
月
7
日
に
三
者
会
談

生
姥
本
部
円
以
を
兼
任
し
て
き

た
。
ま
た
市
美
氏
は
a

六
十
一
.

年
入
社
、
問
卜
七
年
に
財
務

担
当
取
締
役
に
。
点
以
附
仰
山

身
、
五
十
七
段
。
新
前
一
役
陣

は
次
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

政
治
卒
、
四
十
九
年
タ
イ
ト

代

表

取

締

役

会

長

uア
ブ

l

・
ブ
ラ
ジ
ル
社
長
に
。
東

ラ

ハ

ム

・
コ
|
ガ

ン
氏
(
タ

京
都
出
身
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
、
イ
ト
l
・
ブ
ラ
ジ

ル
社
社
長

三
十
五
歳
。
中
西
氏
は
昭
和
兼
任
)
、
両
社
長
H
中
西
昭

二
十
七
年
立
命
館
大
経
済
卒
、
雄
氏
、
同
専
務
H
高
美
時
治

三
十
年
タ
イ
ト
i
入
社
、
四
氏
。
取
締
役
H
塚
団
武
氏
(
総

十
年
常
務
に
。
京
都
府
出
身
、
務
部
長
)
、
向

H
富
田
茂
氏

五
十
四
歳
。
同
氏
は
こ
れ
ま
(
経
理
部
長
)
。
監
公
役
H

で
タ
イ
ト
l
の
常
業
本
部
長
、
岸
本
義
氏
。

，-t 

タイト ー

鮒
タ
イ
ト
i
(
本
社
東
京
)

で
は
三
月
二
十
日
、
新
首
脳

陣
の
内
谷
を
明
ら
か
に
し
た
。

河

こ
れ
は
ミ
ハ
イ
ル

・
コ
!
ガ

3
ン
社
長
の
死
去
(
二
月
六
日
)

辺
町

に
伴
な
う
も
の
で
、
臨
時
株

i
一
主
総
会
と
取
締
役
会
を
経
て

日
一

決
定
さ
れ
た
も
の
。

5
一

新
首
脳
部
は
三
人
各
自
代

aE
・・・
月

一
表
制
を
採
用
。
ミ
ハ
イ
ル

・

3
一
コ
i
ガ
ン
氏
の
子
息
で
あ
る

同
一

ア
プ
ラ
ハ
ム

(愛
称
ア
パ
)
・

8
一
コ
ー
ガ
ン
氏
が
、
タ
イ
ト
|
-

ゆ
一

ブ
ラ
ジ
ル
社

(本
社
サ
ン
パ

一
ウ
ロ

)
社
長
を
ぷ
任
し
て
会

一
長
に
、
中
丙
昭
雄
常
務
が
社

一
長
に
、
尚
美
時
治
(
財
務
但

ァ，、
-コ
l
ガ

ン
氏
は
会
長
、
高
美
氏
は
専
務
に

9、

当
)
取
締
役
が
専
務
に
そ
れ

ぞ
れ
昇
任
し
た
。
ア
パ

・
コ

ー
ガ
ン
氏
は
ブ
ラ
ジ
ル
を
本

拠
と
し
て
い
る
た
め
、
事
実

上
タ
イ
ト
l
本
社
の
ト
ッ
プ

に
中
西
氏
が
就
任
し
た
こ
と

に
な
る
。

ア
パ

・
コ
1
ガ
ン
氏
は
昭

和
問
ト
五
年
ボ
ス
ト
ン
大
学

ー

• 

A‘ 

中西昭鎗氏

.‘ 

局
内
に
設
置
し
、
そ
の
具
体

的
な
実
施
卜M
法
を
検
討
し
て

い
く
が
、
予
定
と
し
て
は
じ

月
に
米
京
で
、

ト
バ
に
大
阪

ま
た
は
悩
問
で
そ
れ
ぞ
れ
川

似
す
る
と
し
て
い
る
。

-h
卜
九
年
度
収
文
，rnw永

に
つ
い
て
は
、
市
町
楽
ど
お
り

る
吊
誌
と
な
っ
た
。

ニ
の
ほ
か
同
総
会
の
い
山一的

に
開
か
れ
た

N
A
O
と
駒
内
然

庁
と
の
慾
談
会
の
内
科
に
つ

い
て
、
野
祭
庁
は
現
作
風
公

法
改
正
を
考
え
ゲ
|
ム
場
へ

の
規
制
も
検
討
中
の
よ
う
だ

N
A
O
、
第

4
回
通
常
総
会
で

ω年
活
動
計
画
決
定

川

m
-

H
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

側
一
才
ぺ
レ
l
タ
1
協
会

(
N
A

剛
一
O
)
で
は
N
A
0
・ンヨ

|
初

A
一
円
の
二
月
十
問
日
、
市
氷
点
・

第
一新
宿
の
点
王
プ
ラ
ザ
に
て
お

一
同
回
総
会
を
聞
き
、

-れト・八

一年
度
予
業
活
動
報
告
お
よ
び

一収
支
決
算
報
告
、
五
十
九
年

一度
事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支

一
決
算
案
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し

・
た
一

同
総
会
は
会
場
正
面
に
「
楽

一し
い
娯
楽
、
正
し
い
述
営
」

一
「絞
営
環
境
の
改
善
を
閃
ろ

一
ヲ
」
「
結
束
し
て
オ
ぺ
レ
l

'
一

タ
i
の
利
誌
を
山
す
ろ
う
」「
古

、d
F

一
少
年
の
円
相
境
浄
化
に
努
め
よ

〆
一
つ
」
と
H
U
か
れ
た
阿
つ
の
夕

、、一

レ
絡
が
ド
が

っ
た
な
か
、
内

マ
一

川
会
民
を
A
H
K
と
し
て
近
・的

、こ

ら
れ
た
。
口
頭
、
内
凹
会
H
K

4
4
一
は

「
η
少
年
問
題
と
と
む
に

一
一
持
由
法
改
正
に
よ
る
ゲ
ー
ム

ζ

一
場
規
制
の
動
さ
な
ど
、
当
業

，r
d
一
回介
は
現
伝
厳
し
い
社
会
環
境

一
に
自
問
し
て
い
る
が
、
こ
れ

一
に
対
し
本
部
は
ぶ
部
な
り
に

一
村
い
っ
ぱ
い
の
努
力
を
し
て

一
い
く
の
で
、
各
支
部
で
も

一

一同
胞
の
結
束
を
願
い
た
い
」
と

挨
修
し
た
。

と

川
M
K
机
が
業
所
の
地
域
に

予
定
治
助
制
限
作
で
は
一
行
政
よ
る
認
知
促
進
の
た
め
の
辺

機
削
や
符
察
庁
、
関
係
品
開
動
」
、

@

「胤
公
法
の
改
正

体
と
の
副
部
淡
や
折
術
を
中
心
に
対
す
る
業
界
の
付
策
」。

と
し
た
本
部
の
活
動
制
抑
止

H
A

こ
れ
ら
に
対
応
し
た
活
動

か
読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
し
て
、
市
.
点
テ
ー
マ
の
①

か
の
瑚
明
会
や
支
部
の
活
動
に

つ
い
て
は
流
通
秩
序
の
改

報
告
に
つ
い
て
は
時
間
の
関
義
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
糠

係
で
省
航
附
さ
れ
た
。
ま
た
収
準
常
業
約
款
の
制
定
、
研
究

支
決
算
報
告
に
つ
い
て
事
務
会
や
講
習
会
の
開
催
を
挙
げ
、

局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
②
に
つ
い
て
は
地
域
と
の
懇

ぞ
れ
異
議
な
く
ゑ
認
さ
れ
た
。
談
会
な
ど
へ
の
積
極
的
参
加
、

五
十
九
年
度
事
業
計
画
案
小

・
中
川
下
校
へ
の
広
報
訴
動

に
つ
い
て
は
、
四
つ
の
ゆ
重
な
ど
を
そ
の
内
容
と
し
て
い

点
テ
!
?
u
の
も
と
に
七
明
る
。
こ
の
ほ
か
の
活
動
と
し

同
の
活
動
を
設
定
し
た
引
業
て
、

G
7ン
ン
営
業
の
監
視

中
川
州
が
み
叫
附
さ
れ
た
。
恒
山
…
を
引
き
続
き
行
な
う
こ
と
、

テ
ー
マ
は
以
来
で
は
:
・
点
が
↑

xm活
動
の
維
進
、

N
A
O

心
さ
れ
た
が
、
、
胤
伝
法
改
シ

ョ
ー
の
山
山
川
、
統
計
資
料

.止
に
付
す
る
対
泌
が
に
わ
か
の
作
成
物
備
な
ど
を
惨
げ
て

に
新
し
い
深川脳
と
な
っ
て
さ
い
る
。

た
た
め
、
こ
の
以
泌
を
ぜ
ひ

市
内
…
テ
ー
マ
に
追
加
し
た
い
L

と
の
内
閉
会
長
の
提
案
が

f

ゑ
さ
れ
、
次
の
間
以
け
に
決

ま
っ
た
。
①
「
級
品川内
球
続
改

説
け
の
た
め
の
必
治
動
」
、
②

「地
域
社
会
に
対
す
る
広
報

活
動
の
強
化
」
、
③

「背
少

年
指
導
員
養
成
講
座
の
持
及

第232号1984年3月15日( 3) 

υ 

な
お
山
少
年
指
符
員
長
成

議
山
内
に
つ
い
て
は
、
ぁ
.. 向

車
州
市
町
が
.
日
付
に
聞
か
れ
た
が
、

今
年
は
あ
と
-
.
川
実
施
す
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
同
議
座
を
主
催
す

る
「
指
導
民
協
議
会

(ま
た

は
協
会
)
」
(
仮
林
)
を
と

り
あ
え
ず
N
A
O
本
部
事
務

，):1.. 
NAO総会にて挨拶する内回会長(上)と同総会のようす{下)

-ー~ .-~拘置~，. 
¥ぐt・込Jt~，.sfk叫 す

定着 した第3回NAOショー

も増加
乗物機中心に春シーズンの新製品揃う

日
本
ア
ミ
ュ
!
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
内
聞

博
会
長
、

N
A
O
)
主
催
に

よ
る

m-.州
N
A

O
シ
ョ
ー

(N
A
O
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
エ
キ
ス
ポ
制
)
が
'

J

川
卜

問

nか
ら
:
日
川
点
以

・

新
山
仙
の

N
S
ビ
ル
に
て
聞
か

れ、

-h
卜
川
村

(昨
年
五
卜

九
悦
)
の
山
山
田
吹
社
に
よ
り
A

M
機
が
多
彩
に
出
品
さ
れ
た
。

N
A

O
事
務
局
発
表
に
よ

る
と
入
場
者
数
は
初

H
・九千 。

担問焚時治氏

件
、
そ
し
て
附
ナ
ム
コ
と
の

論
争
、
さ
ら
に
は

J
A
M
M

A
会
長
と
の
論
争
へ
と
発
展

し
て
き
た
紛
争
は
新
た
な
段

階
を
迎
、
え
た
。

昨
年
秋
か
ら
今
拳
に
か
け

て
テ
l
カ
ン
が
最
も
問
題
と

し
て
き
た
の
は
、
権
利
が
法

的
に
硲
忘
す
る
以
前
で
あ
れ

業
界
内
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
性

を
時
屯
す
る
姿
勢
が

J
A
M

M
A
に
は
必
要
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
会
長
会
社
が

こ
れ
に
逆
行
し
て
い
る
ば
か

り
か
、
会
長
と
し
て
会
員
会

社
で
あ
る
テ
l
カ
ン
の
質
問

に
対
し
て
あ
ま
り
に
不
誠
実

な
取
扱
い
を
し
て
い
る
の
は

お
か
し
い
、
と
い
う
点
に
要

約
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
テ

ー
カ
ン
開
発
の
「
ラ
パ
タ
イ

プ
」
の
意
匠
に
類
似
し
た
「ポ

ニ
l
タ
イ
プ
」
を
会
長
会
社

で
あ
る
ナ
ム
コ
が
テ
l
カ
ン

に
無
断
で
出
荷
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
つ
つ
テ
|
カ
ン

が
ナ
ム
コ
に
対
し
昨
年
六
川

県
議
を
巾
し
入
れ
た
が
、
こ

れ
に
刈
し
ナ
ム
コ
側
か
ら
同

川
、
本
件
意
附
ら
し
き
も
の

に
つ
い
て
は

「
設
定
設
銭
が

な
さ
れ
て
お
ら
ず
従
っ
て
法

的
権
利
が
峨
立
し
て
い
な
い

う
え
、
そ
も
そ
も
本
件
意
匠

F‘ 

ー

と
簡
単
な
報
告
が
あ

っ
た
。

そ
し
て
そ
の
動
き
に
対
す
る

N
A
O
の
対
泌
策
を
検
討
す

る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
こ
れ

は
比
刷
会・
h
k
と
削
州
市
ド
の
う
ち

訂
ぶ
数
人
に
.
任
さ
れ
た
L

ま
た
全
日
か
ら
『
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
同
体
で
あ
る
N
A
O

は
、
民
.
小
会
よ
り
も
も
っ
と

力
を
入
れ
て
行
な
う
べ
き
ぷ

組
が
山
川
制
し
て
い
る
。
民
示

会
は
メ
ー
カ
ー
に
任
せ
て
お

け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
N
A
O
シ
ョ
|
開
催
の
立

義
に
つ
い
て
の
立
見
が
山
さ

が
登
録
さ
れ
る
か
ど
う
か
に

も
疑
問
が
あ
る
」
旨
回
答
を

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
や
り

と
り
を
前
提
に
テ
l
カ
ン
は

昨
年
九
月
、

J
A
M
M
A
会

長
あ
て
に
同
協
会
会
長
会
社

の
布
比
解
に
対
す
る
拠
出
仰
を

述
べ
る
と
と
も
に
、

J
A
M

M

A
の
指
導
型
念
を
問
い
.
止

す
質
問
内
を
提
出
し
た
が
、

J
A
M
M
A
は削叫
が
会
決
定

を
経
て
「
係
争
中
で
あ
り
、

協
会
長
と
し
て
比
解
を
述
べ

る
の
に
適
切
で
は
な
い
」
汁

の
凪
答
を
行
な
っ
た
。
こ
う

し
た
協
会
回
答
の
方
法
自
体

に
問
題
が
あ
る
と
し
た
テ
ー

カ
ン
で
は
、
十
て
月
二
ト
八

日
付
で

J
A
M
M
A
あ
て
に

再
質
問
書
を
提
出
す
る
に
至

っ
た
が
、
そ
の
文
書
の
扱
い

を
め
ぐ
っ
て

一
月
十
二
日
付

で
、
さ
ら
に
テ
|
カ
ン
は
抗

議
文
を
出
す
と
こ
ろ
ま
で
き

た
。
こ
う
し
て
、

二
月
七
日

に
J
A
M
M
A
、
ナ
ム
コ
、

テ
|
カ
ン
の
三
者
に
よ
る
話

合
い
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
会
人
H

通
知
は
e

一川

一

H
付
で
J
A
M
M
A
が
行
な

っ
た
が
、
間
二
日
テ
|
カ
ン

は
こ
の
会
合
を
歓
迎
す
る
と

と
も
に
中
村
会
長
，
闘
身
の
山

席
を
求
め
る
旨
J
A
M
M
A

に
文
占
を
送
付
し
た
。
こ
れ

府
長
の
腰
高
覚
二
氏
を
、
二

換
性
の
あ
る
ソ
フ
ト
開
発
を

月
一
日
付
で
同
社
専
務
取
締
認
め
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
。

役

・
東
京
支
庖
長
に
任
命
し
両
社
で
は
二
月
中
旬
に
ト
ッ

た
。
こ
れ
は
二
月
一
日
聞
か
ブ
同
士
が
話
合
っ
て
、
互
い

れ
た
取
締
役
会
で
決
ま
っ
た
の
協
力
関
係
を
確
め
合
っ
た

泉
陽
興
業
側

(本
社
大
阪
、
も
の。

腰
高
氏
は
昭
和
五
十
も
よ
う
で
、
少
な
く
と
も
任

山
間
三
郎
社
長
)
で
は
こ
の
一
年
入
社
、
丘
十
四
年
取
締
天
主
に
と
っ
て
は
現
在
発
売

ほ
ど
同
社
取
締
役
て
米
京
支
役
続
任
、
六
十
四
歳
。

中
の
も
の
と
計
画
中
の
も
の

ー
I
l
l
l
i
-
-I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
l
i
-
-
ー
ー
を
含
め
二
十
数
秘
あ
る
ゲ
ー

に
対
し
J
A
M
M
A
は
同
六
な
る
。
し
か
し
ナ
ム
コ
側
の
ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
さ
ら
に

日
付
で
「
会
長
出
席
の
条
件
「
ポ
ニ
l
タ
イ
プ
」
が
類
似
ナ
ム
コ
か
ら
の
カ
l
ト
リ
ッ

に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
行
テ
立
限
と
な
る
か
(
意
匠
権
を
ジ
と
い
う
扱
仰
が
加
わ
る
こ

ー
カ
ン
に
凶
答
し
て
い
る
。

日
代
書
し
て
い
る
か
)
に
つ
い
と
で
一

閉
め
需
要
が
凡
込
め

さ
ら
に
テ
|
カ
ン
は
同
十

n
て
は
、
松
終
的
に
は
訴
訟
に
る
こ
と
、
ま
た
ナ
ム
コ
に
と

に
J

A
M
M
A
に
対
し
十
五
よ
る
判
決
を
見
な
い
こ
と
に
つ
て
は
作
家
経
同
T

V
ゲ
ー
ム

日
の
理
事
会
に
山
席
さ
せ
て
は
法
的
な
結
論
は
出
な
い
。

山
場
で
圧
側
的
シ
ェ
ア
を
持

ほ
し
い
と
よ
申
し
入
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
っ
任
天
堂
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
-

同
寸
凶
日
付
で
断
わ
ら
れ
て
れ
ら
を
め
ぐ
る
「
協
会
指
導

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」
周
ゲ
ー
ム

い
る
。
二
月
七
日
の
い

わ

ゆ

理

念
」
を
含
め
た
論
争
は
本
件
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
開
発
、
供

る
王
者
会
談
の
内
容
は
明
ら

?

『
I
l
l
1A
l

l

l

J

b

給

を
行
な
う
こ
と
で
ナ
ム
コ

--
一

，v

一2
MM
国

4
m

イ

か
で
な
い
が
、
現
実
に
中
村

一カ
一

社

自

l

Z
時
一

に
よ
る
ソ
フ
ト
供
給
カ
を
強

会
長
欠
席
の
ま
ま
行
な
わ
れ

一ト
一

会

翫

剛

一
心
一

め
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
ど

た
も
よ
う
で
あ
る
。

一ル
一

式

4
a
mM

一伽
怠

一

の
メ
リ
ッ
ト
を
互
い
に
認
め

こ
れ
ら
の
や
り
と
り
は
、

一ザ
一

株

』

，
一
蜘
一明
一

た
こ
と
に
な
る
。

「
ラ
パ
タ
イ
プ
」
意
匠
登
録
一

ω
「

|

十
四

|

」

d
一

ナ
ム
コ
で
は
こ
れ
ま
で
家

以
前
の
段
階
の
も
の
。
テ
|

一誇

・
司
凶
圃
・
開

a・
瑚
剛
一

庭
用
分
野
に
関
し
て
は
、
同

「
E

・・『・・・・・・
4

・m補
一

カ
ン
で
は
同
意
院
に
つ
い
て

高

司

・

・

4
れ

一

社
業
務
用

T

V
ゲ
ー
ム
を
パ

結

託

十

六

年

十

月

に

急

一国

4.‘田
均

一

ソ
コ
ン
用
に
ソ
フ
ト
化
す
る

-
1

・
F

』
園

駅

路

-

申
制
し
て
い
た
が
、
.
一年
四

百

，

v

h
訟

一

こ
と
で
許
諾
(
ソ
ー
ド
/
タ

ヵ
川
椛
て
二
月
十
三
円
付
で

一
M
-
-
F
E
E邑
・
圃

策
閣
一

カ
ラ
な
ど
)
し
た
り
、
ま
た

-Hm

・・・・・・・・・・・・・・・・

省-

、

設
蝕
粧
が
交
付
さ
れ
た
。
こ

れ

-uuuNu
luい
l
hu
最
近
で
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で

れ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
ナ
意
匠
が
登
録
が
行
な
わ
れ
た

M
S
X
パ
ソ

コ
ン
周
ゲ
l
ム

ム
コ
側
が
主
強
し
て
い
た
設
こ
と
で
新
し
い
段
階
を
迎
、
ぇ
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
削
発
供
給

完
投
銭
の
宥
無
や
そ
の
可
能
た
わ
け
で
あ
り
、
当
事
者
間
し
て
い
る
が
、

M
S
X
以
外

性
の
疑
問
な
ど
に
つ
い
て
は

の
円
満
な
解
決
が
望
ま
れ
て
の
特
定
メ
ー
カ
ー
製
コ
ン
ソ

組
拠
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
い

る
。

ー
ル
用
に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

|
|

|

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
--

ー

開

発
供
給
す
る
の
は
こ
れ
が

「

フ

ァ

ミ

リ

ー

・

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

」

用

こ

初
め
て
。
な
お
同
社
で
は
す

L

I

で
に
こ
う
し
た
家
庭
用
ゲ
l

b

:

・b
I

-

-
z
l

ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
直
接
供

7

、
止
、
〉
3
L
l
a司

つ/
I

h

l

m
目

F
E
E
l
-
E
VH
一

給
に
際
し
て
「ナ
ム
コ

ッ
ト

-

W

ノ

1
1
劇
U
也
船
三
日
嗣
F

の
ブ
ラ
ン
ド
で
統

一
し
て
わか

り
、
同
社
内
で
も

P
Sプ
ロ

へ
と
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
を
開
発
、
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
(
沢
野
和

③
こ
れ
を
任
天
堂
ソ
フ
ト
と

則
課
長
)
と

い
う
特
別
の
部

同
形
式
の

R
O
M
カ
l
ト
リ
門
を
昨
年
発
足
さ
せ
て
い
る
《

ツ
ジ
と
し
て
製
品
化
し
、
「
ナ
ナ
ム
コ
で
は
「
フ
ァ
ミ
リ

ム
コ
ッ
ト
」
ブ
ラ
ン
ド
で
製

l
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
問
の

造
販
売
し
て
い
く
、
④
こ
れ
ソ
フ
ト
を
年
内
に
も
数
種
類

ら
に
つ
い
て
任
天
吹
は
ホ
知
発
表
し
た
い
と
し
て
い
る
が
、

し
た
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い

現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
ス

〈
ー
ー
と
い
う
も
の
。
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
明
ら
か

任
天
堂
が
同
社
製
品
に
互
に
さ
れ
て
い
な
い
。

任
天
堂

ナ
ム
コ

泉
陽

・
東
京
支
底
長

腰
高
氏
が
専
務
に

2
月
1
日
付
で

カミ
ソ

任
天
堂
側
(
本
社
京
都
、

山
内
滞
社
長
)
の
家
庭
用

T

V
ゲ
ー
ム
セ

ッ
ト
「
フ
ァ
ミ

リ
ー

-
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」
向

け
に
、
附
ナ
ム
コ
(
本
社
東

京
、
中
村
雅
抜
社
長
)
が
独

向
の
ブ
ラ
ン
ド
で
ゲ
l
ム
カ

セ
ッ
ト
を
製
造
販
売
し
て
い

く
こ
と
に
閲
し
て
、

両
社
は

こ
の
ほ
ど
協
力
す
る
こ
と
を

れ
た
こ
れ
に
対
し
内
閉
会

長
は
米
同
A
M
O
A
む
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
同
体
の
主
俄
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、

「
な
に
を
や
る
に
ら
ま
ず
資

令
源
か
必
裂
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
シ
ョ
ー
で
も
あ
る
。

ま
た
シ
ョ
ー
を
機
会
に
メ
ー

カ
ー
と
の
つ
な
か
り
も
深
め

ら
れ
る
」
と
符
え
、
こ
れ
を

山
町
会
円
以
に
治
っ
た
と
ニ
ろ

質
成
多
数
で
N
A
O
シ
ョ
ー

を
今
後
む
継
続
し
て
実
泊
し

て
い
く
こ
と
が
併
舷
認
さ
れ

--
。

'
J司

行
人
、
二
日
自
主
千
九
百
人

の
延
べ
九
千
人
(
昨
年
七
千

五
百
人
)
で
、
そ
の
う
ち
青

少
年
育
成
諮
問
体
や
行
政
関

係
者
な
ど
ほ
と
ん
ど
東
京
都

内
か
ら
の
特
別
招
待
容
が
約

六

μ
人
米
場
し
た

(な
お
侮

外
か
ら
の
米
場
者
に

つ
い
て

は
A
f
同
出
計
さ
れ
な
か
っ
た
)

昨
年
に
比
べ
る
と
出
様
打
数

は
少
し
減
っ
た
が
、
点
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
の
尚
品
展
開

を
々
雌
し
、
間
似
時
期
を
昨

年
よ
り
.
カ
バ
早
く
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
入
場
荷
数
は
昨

年
を
上
向
り
、
出
展
内
谷
J
U

充
尖
し
た
こ
と
で
成
功
樫
に

終
わ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま

NAOショー閉幕のテープカットを行なう{左から右へ)コナミ仰のf中真
専務、通産省サービス重量輸陣企商甥査官付の星野E軍長術佐、内田NAO会長

た
入
場
料
制
も
さ
る
こ
と
な

明
ら
か
に
し
た
。

ナ
ム
コ
が
明
ら
か
に
し
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
①
任
天

吹
制
訳
家
庭
用

T
V
ゲ
ー
ム

・

コ
ン
ソ
ー
ル
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
-

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」
の
ハ
l
ド

を
ナ
ム
コ
が
解
析
、
②
ナ
ム

コ
は
自
ら
出
発
し
た
業
務
用

T

V
ゲ
l
ム
な
ど
を
、
任
天

北
の
ハ

ー
ド
に
巡
令
す
る
形

"‘ 

..... 

が
ら
同
シ
ョ
ー
は
川
内
で
の

森
の
シ
ョ
ー
と
し
て
定
治
し

た
よ
う
で
、
主
他
お
側
で
は

今
後
の
シ
ョ

l
削
悩
に

n
u

を
深
め
て
い
る
。

、
』
の
シ
ョ

ー
は
ド
似
い
引
が

ギ
ヤ
ン
ブ
ル
機
を
.
切
排
除

す
る
安
勢
で
迎
伏
さ
れ
た
こ

と
が
枇
ト八
の
特
徴
で
、
恒
夫

G
機
の
山
山
口
州
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
「
山
以
規
定
」
を
無

視
し
た

G
機
カ
タ
ロ
グ
の
配

布
や

「運
営
法
準
」
注
意
A

の
な
い

メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
機
広

告
拘
識
の
出
版
物
の
展
示
が

一
部
で
な
さ
れ
、
ま
た
プ
ラ

イ
ズ
マ
シ
ン
と
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
の
耐
用
機
純
に
対
す
る

判
然
と
し
な
い
取
扱
い
方
な

ど
が
日
ぷ
ち
、
依
然
と
し
て

N
A
O
の
安
勢
の
峻
昧
さ
を

践
す
も
の
と
な
っ
た
。

山口
州
機
の
う
ち
来
物
機
は

ぷ
休
み
を
山
川
に
作
社
か
ら
バ

ラ
エ
テ
ィ

ー
に
山
ん
だ
新
作

が
倣
泌
さ
れ
、
山
発
立
欲
を

見
せ
つ
け
た
。
T
V
ゲ
l
ム

機
で
は
卜
:
・
社
か
ら
喝
・
卜
数

機
的
の
新
拠
品
が
刷
シ

ョ
ー

で
初
め
て
発
表
さ
れ
、
そ
の

他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
も

同
応
輸
入
品
と
も
に
充
実
ぶ

り
を
見
せ
た
。

N
A
O
シ
ョ

ー
の
閉
幕
直

前
に
行
な
わ
れ
た
刷
会
式
で

は
、
N
A
O
の
内
閉
会
長
の

• 

ほ
か

J
A
M
M
A
か
ら
中
村

会
長
、

J
A
P
E
A
か
ら
は

山

m会
長
め
代
時
と
し
て
真

砂
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
扶
拶

し
た
。内
山
会
民
は

「今
回
の
シ

ョ
i
は
関
係
谷
位
の
ご
協
力

に
よ
り
、
規
脱
、
質
的
内
容

と
も
に
前
向
を
上
向
る
も
の

に
な
っ
た
。
こ
の
シ
ョ
ー
が

J
A
M
M
A
J
A
P
E
A
 

J
O
U
の
協
力
に
よ
り
、
当

業
界
の
健
全
娯
楽
推
進
の
姿

勢
を
社
会
的
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
に
な
る
こ
と
を
望
む
」

と
挨
拶
。
次
に

J
A
M
M
A

の
中
村
会
長
は
著
作
権
問
題

や
物
品
税
課
税
の
動
向
な
ど

に
触
れ
た
後

『厳
し
い
ロ
ケ

環
境
に
あ
る
が
、
指
導
員
養

成
品
座
を
行
な
、
ヲ
な
ど
ま
じ

め
な
活
動
を
続
け
て
い
く
N

A

O
に
附
期
待
し
た
い
」
と
悦

鮮
を
述
べ
た
。
J
A
P
E
A

の
点
砂
刷
会
以
は
『
J
A
P

E
A
と
し
て
ら
尚
度
化
、
多

同
開
化
す
る
同
民
の
似
山
市
に
応

じ
た
機
械
を
充
実
さ
せ
、
さ

ら
に
健
全
娯
楽
を
提
供
し
て

い
く
」
と
の
川
山
間
会
長
の

祝
併
を
代
読
し
、
シ
ョ
ー
へ

の
期
待
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
内
閉
会
長
、
仲

点
良
信
氏
(
コ
ナ
ミ
側
)
、

そ
し
て
米
賓
の
星
野
俊
之

・

通
産
省
産
業
政
策
局
サ
l
ビ

.-. 

、-
司‘る中村.JAMMA会長(ょの写真左端)とそのもょう

d.h 

"'" 

ス
産
業
A
Y
州
制
俗
付
課
長
補

佐
の
.
一氏
に
よ
り
テ
l
ブ
カ

ッ
ト
が
行
な
わ
れ
た
。

(第
三
国
N
A
O
シ
ョ

l

出
展
内
容
の
詳
細
は
6
め
ん

以
下
に
掲
載
)

特
許
・実
用
新
案

出
願
公
告
・公
開

(2
月
刊
日
i
M
日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

訪
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
侍

な
い
し
公
聞
の
披
新
分
で
A

M
業
界
関
巡
の
も
の
は
次
の

と
お
り
。
記
事
内
容
は
、
公

告
/
公
闘
の
日
付
、
発
明
/

考
案
の
名
称
、
出
願
人
、
公

告
/
公
開
番
号
、
出
願
番
号

の
順
に
拘
載
。
な
お
⑩
は
事
情

盆
消
ボ
の
あ
っ
た
も
の
を
示

し
て
い
る
。
共
休
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
、
各
地
の
発
明

協
会
な
ど
に
お
問
い
人
い
せ
下

H
C

い
。特

許
出
願
公
開

.. 川
.
.
卜

一
一口
付

H

「ス

ロ
ッ
ト
ア
ン
ン
」
、
浜
野
地

(兵
席
)
、
公
開
⑪
3

2

4
7
7
、
出
願
貯
|
1
4
0

7
2
2
。
「
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

機」

、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
工
業

側

(
東
京
)
、
公
開
3
2
4

7

8
、
出
願
日
1
1
4
0
9

5

2
。
「
遊
戯
装
置
」
、
佐

川
紀
男
(
大
阪
)
、
吉
田
繁

治
(
兵
庫
)
、

小
井
久
夫

(兵

庫
)
、
公

開

@
3
2
4
7
9
、

山
願
日
1
1
4
3
5
8
3

M
、
公
開
3
2
4
8
0
、

出

願
訂
|
1
4
3
5
8
4
。「
縦

似
体
験
車
両
装
置
」
、
側
ウ

イ
ン
グ
ス

・
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン

ク

(点
以
)
、
公
開
3
2

4

8
1
、
山
願
日
1
1
4
2
5

内
毛
U
唱

Ea--

目

.1
1
・
・
'
「
日
『
コ
J

4
サ
1
1

「

1
l

E
J

P

H
V
'
I
tf
1
0
1

1

1

 

ラ
ン
プ
ゲ
l
ム
装
則
前
」
、
松

本
茂

(抑
馬
)
、
公
開
3
4

2
8
4
、
出
願
貯
|
1
4
3

0百
戸
0
0
0
。



内
外
の
関
係
者
を
招
い
て
の

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
し
、

さ
ら
に
将
来
に
向
け
て
躍
進

す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。

A
M
セ
ン
タ
ー
を
開
発
す
る

と
し
て
、
将
来
へ
向
け
て
強

力
に
前
進
す
る
姿
勢
を
強
調

し
て
結
ん
だ
。

米
山気
挨
拶
で
は
側
東
急
レ

ク
レ
|
シ
ヨ
ン
の
前
回
周
次

郎
副
社
長
が
、
シ
グ
マ
を
H

優

良
テ
ナ
ン
ト
。
と
し
て
評
価

し
た
L
L

で
、
着
実
に
し
て
大

胆
な
発
展
ぶ
り
に
縫
い
て
い

る
と
語
り、

N
A
O
の
内
田

博
会
長
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は

現
在
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る

が
真
鍋
社
長
夫
妻
の
明
朗
で

卓
越
し
た
実
力
で
こ
こ
ま
で

発
展
し
た
こ
と
、
そ
し
て
内

外
の

A
M
業
界
で
果
し
て
き

た
数
多
く
の
功
績
を
讃
え
た

う
え
で
、
今
後
と
も
指
導
力

を
発
揮
す
る
よ
う
に
と
語
っ

て
い
る
。
な
お
以
上
の
ほ
か

伊
藤
公
介
衆
院

議

員

(
新
自

ク

・
政
務
次
官
)
が
多
忙
の

中
駆
け
つ
け
、
真
鍋
社
長
の

若
さ
と
優
れ
た
先
見
性
を
た

た
え
た
。

パ
ー
テ
ィ

ー
は
日
本
債
券

信
用
銀
行
の
福
栂
茂
専
務
に

よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
、

終
始

な
ご
や
か
に
進
め
ら
れ
、
そ

の
間
ア
タ
リ
社
シ

ェ
l
ン

・

ブ
レ
イ
ク
(
業
務
用
部
門
)

副
社
長
に
よ
る
挨
妙
な
ど
が

相
次
い
だ
。

( 4 ) 

ょの写真は有川先生による講演会、下はメ ダルゲーム機の展示会

a::. 
1=1 

謹

多数招いて記念行事

を発表

メ
ダ
ル
ゲ

I
ム
機
展

弘i1:争Ufl(!史物認可

シ
グ
マ
で
は
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
に

つ
い
て
側
、
ン
グ
マ
、

製
品
の
販
売
に
つ
い
て
シ
グ

マ
商
事
側

(
問
)
が
当

っ
て

お
り
、
今
回
の
展
示
会
は
後

お
に
よ
る
も
の
。
同
社
で
は

メ
ダ
ル
ゲ
|

ム
場
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
必
要
と
す
る
も
の
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
、
と
し

て
お
り
、
同
社
製
十
人
用
「
ダ

ー
ビ
ー

-
マ
ー
ク

m」
と
英

同
ク
ロ
ム
プ
ト
ン
村
製
十
-
一

人
用

「
ニ
ュ
|
・
ペ
ニ
ー
フ

才
|
ル
」
を
中
心
に
、
同
社

製
「

T
V
ス
ロ
ッ
ト
」
な
ど

一
連
の

T
V
メ
ダ
ル
機
卜

一

舵
を
加
え
、

一
度
に
出
品
披

露
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お

同
行
て
は
茶
阿
製
マ
ネ
!
プ

ッ
シ
ヤ

|
機

「
ア
ズ
テ
ッ
ク

ゴ
ー

ル
ド
」

「
シ
ル
バ
ー

-

ス
キ

l
」
も
新
製
品
と
し
て

扱

っ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

“近く米国ネパダ州に現地法人設立"

平

索

は

格
別

の
お
引

立
を
賜
り
、

過

日

弊

社

が

「
M
N
A
O

ア
=
、

ユ
|

ズ

メ

ン

ト

・

に
出

展

致

し

ま

し

た

ビ

デ

オ
デ

ィ

ス

ク

・
ゲ

l
ム
シ
ス
テ
ム
採

用

お

よ

ぴ
ピ

辱

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

エ
キ

ス
ポ
」

. 

バマ20

d 

(
ア
ル

ベ
ガ

ス
)

の
ゲ
ー
ム

機

「
A
L
B
E
G
A
S
」

デ

オ
ゲ

ー

ム
機

「

M
I
S
T
E
R
-
V
I
K
I
N
G
」

|

¥
ハ
イ
キ
ン
グ

)
は

、

弊

社

が

独

自

に
開

発

・
製

品

化

し

た

オ

リ

ジ

ナ

ル

製

品

で

あ

り

、

こ

れ

ら

の

商
品

を

弊

社

の
許
可

な

く

、

無

断

で
模

倣

ま

た

は

こ

れ

に

類

似

す

る

商

品

と

し

て

製

造

・
販

売

・

広

告

・
輸

出

お

よ

ぴ

使

用
す

る

等

の

行
為

は

、

工
業

所

有

権

法

、

不

正

競

争
防

止

法

、

著

作

権

法

等

に

拡

触

し

、

弊

社

の

諸

権

利

を

侵守一目
す

る

と

と

も

に

ア

ミ

ュ

ー

ズ

メ

ン
卜

業

界

の

秩
序

を
乱
し
、

ひ

い

て

は
業

界

の
健

全

な

発

展

を

阻

害

す

る

こ

と

に

な
り

ま

す

の

で
、

こ
れ

ら

行

為

の

な

い
よ

う

、

十

分

な

ご

配

慮

を
わわ
願

い
申
し

ヘ¥

(、ミ

ス
タ

可r

内外の関係者、

;
一点
を
ぬ
げ
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
実
演
つ
き
の
解
説
を
加

え
、
健
康
づ
く
り
は
こ
れ
ら

の
努
力
の
積
み
重
ね
が
最
も

大
が
で
あ
る
と
結
ん
だ
。
同

氏
は
シ
グ
マ
の
真
鍋
社
長
と

親
し
く
し
て
い
る
こ
と
か
ら

今
回
の
講
演
も
熱
の
こ
も
っ

た
も
の
と
な
り
、
参
集
し
た

約
百
名
の

A

M機
業
者
も
熱

心
に
講
演
を
拝
聴
し
た
。

駒
井
氏
が
進
行
役
と
な
っ
て

進
め
ら
れ
た
。
白
頭
挨
拶
に

立

っ
た
真
鍋
社
長
は
創
業
時

代
か
ら
の
経
緯
を
説
明
し
、

東
急
レ
ク
レ

1
シ
ョ
ン
の
協

カ
で
わ
が
同
初
め

メ
ダ
ル
ゲ

ー

ム
場
「

G
F
ミ
ラ
ノ
」
を

康
医
、
乍
博
士
を
講
師
に
招
い

て
行
な
わ
れ
た
も
の
。
有
川

氏
は

「
・
一十

一
世
紀
へ
向
け

て
の
リ
ー
ダ
ー
の
健
除
法
」

と
題
し
て
、
経
営
者
た
ち
が

肉
休
的
、
精
神
的
、
頭
脳
的

と
い
う
三
点
に
わ
た
る
中
身

の
若
さ
を
ど
う
維
持
す
る
か

ー

ー
に
つ
い
て
述
べ
た
。
布

川
氏
は
、
①
脳
の
巾
法
口
を
一強

化
す
る
、
②
社
会
活
動
年
軌
跡

を
伸
ば
す

(
脳
細
胞
の
老
化

を
防
ぐ
に
は

T
V
ゲ
ー
ム
で

指
先
を
使
う
の
も
役
立
つ

)
、

③
ス
ト
レ
ス
解
消

(
④
気
分

転

換

、

@
ゆ
と
り
を
も
っ
、

の
布
川
式
勤
関
節
運
動
)
の

ン

ン〆
-

側
、
ン
グ
マ

(本
社
東
京
、

、ュ一

真
鍋
勝
紀
社
長
)
で
は
一一
月

マ
一

十
三
日
、
東
奈
川
ホ
テ
ル
ニ

、一

ュ
l
オ
|
タ
ニ
で
同
社
創
業

4
4
一
一J
」1
周
年
を
記
念
し
て
、
①

一一

シ
グ
マ
商
事
に
よ
る
メ
ダ
ル

ム
一

ゲ
!
ム
機
展
、
②
有
川
消
康

，r
J
一
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
、
③

上

げ
ま
す
。

な
お
万
一

違

反

行
為

が

あ

っ
た
場
合

は
、

弊

社

は

断

固

た

る

".ベレーター@パートナー
1人よDも宮入@拘で
・・ 業務内容

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期割賦販売

・長期資金融資

ケイ・アミューズメントリース箆
東京(425)8102 大阪(365)8879

態

度

で

そ

れ

に
対

応
す

る

所

存

で

ご
ざ

い
ま

す

の
で
、

こ

こ

に

お

知

ら

せ

い

た

し

ま
す
。

昭

和

五

十

九

年

二

月

披
露
パ

ー
テ
ィ
ー

有
川
先
生
の
講
演
会

午
後
六
時
半
か
ら
の
記
念

パ
ー
テ
ィ

ー
に
は
凶
内
外
の

関
係
業
者
ら
約
千
名
が
参
集

し
て
聞
か
れ
、
社
長
宅
長
の

午
後
五
時
か
ら
開
か
れ
た

記
念
誠
一
級
会
は
健
康
学
の
国

際
的
権
威
と
さ
れ
る
有
川
清

東
京
都
大
田
区
羽
田
一

丁
目
二
番
十
二
号

エ
ン
タ
ー
フ
ラ
イ
ゼ
ス

株
式
会
社

セ
ガ
・

大
阪
府
が
条
例

改
正
で
説
明
会

誕
生
さ
せ
(
昭
和
四
十
六
年
)
、

ま
た
最
近
で
は
池
袋
に
念
願

の
ゲ

l
ム
場
ビ
ル
「
ゲ
ー
ム

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

(S
2
)
」

(五
十
七
年
)
を
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
に
触
れ
、
さ
ら
に

メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
開
発
力
が

カ
ジ
ノ
の
本
場
米
国
ネ
パ
ダ

州
で
認
め
ら
れ
、
同
社
製
カ

ジ
ノ
用

「
T
V
ポ
ー
カ
ー
」

「
ス
ー
パ
ー

8
ウ

ェ
イ
」
で

ネ
パ
ダ
州
以
外
の
メ
ー
カ
ー

と
し
て
初
の
認
可
を
得
て
お

り
近
く
現
地
に
販
売
会
社

を
設
立
す
る
予
定
と
語
り
、

同
内
で
も
立
欲
的
に
都
市
型

山

隼

雄

中

取
締
役
社
長

第232号

N
A
O参
加

大
レ
協
、

大
阪
府
で
は
既
報
の
と
お

り
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の

全
面
改
正
作
業
に
入
っ
て
い

る
が
、
二
月
九
日
、
大
阪
森

の
{
自
の
青
少
年
会
館
で
関
係

業
者
に
対
す
る
説
明
会
が
聞

か
れ
、
大
レ
協
と

N
A
O
大

阪
府
支
部
ら
の
各
代
表
が
出

席
し
、
な
見
を
述
べ
た
。

同
説
明
会
で
は
大
レ
協
の

宮
本
理
事
長
が
強
力
な
行
政
指

導
を
望
み
た
い
と
し
て
、
強
、

〈
府
当
局
に
迫
っ
た
。

ミ
ス
タ
ー・

バ
イ
キ
ン
グ

1984年3月15日

アルベガス
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ベ
ル
ト
)。

な
お
優
秀
機
メ

ー
カ
ー
と
し
て
表
彰
予
定
だ

っ
た
コ
ナ
ミ
工
業
側

(
ハ
イ

パ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
)
は
都

合
に
よ
り
当
日
欠
席
し
た
た

め
、
後
日
表
彰
状
と
橋
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
組

合
加
盟
以
来
十
年
に
な
る
五

社
が

「永
年
組
合
員
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
た

(昨
年
は
十

七
社
が

「永
年
組
合
員
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
)。

こ
の
ほ
か

「
第
三
回
遊
戯

機
械
管
理
者
の
た
め
の
青
少

年
指
導
員
養
成
講
座
L

の
形

態
に
つ
い
て
の
な
見
交
換
や

一一
月
十
四
日
に

N
A
O常
任

期
性
ド
券
会
と
後
察
庁
と
の
懇
談

会
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
福
井
県
で

の
青
少
年
愛
護
条
例
改
正
の

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
こ

と
が
岡
県
の
組
合
員

(赤
尾

梅

一
氏

・
側
赤
尾
商
ボ
)
か

ら
報
告
さ
れ
た
。

お
い
て
例
年
に
劣
ら
ぬ
積
極

的
な
活
動
を
笑
施
し
た
」
と

報
告
し
た
。
以
上
に
関
連
す

る
決
算
に
つ
い
て
も
説
明
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ

た
ま
た
五
十
九
年
度
事
業
計

画
家
に
つ
い
て

「
組
合
組
織

の
団
絡
を
強
め
る
」
「
組
合

員
の
向
主
的
な
経
済
活
動
を

促
進
し
、
経
営
安
定
化
を
図

る
た
め
共
同
購
入
事
業
を
よ

り
進
め
る
」
「
岡
内
お
よ
び

海
外
に
お
け
る
青
少
年
の
課

外
活
動
、
遊
戯
施
設
な
ど
の

視
察
、

二
月
に
聞
か
れ
る
青

少
年
指
導
育
成
関
係
者
と
の

慾
談
会
、
ま
た
五
寸
八
年
度

よ
り
実
施
し
た
遊
戯
機
械
管

理
者
の
た
め
の
青
少
年
指
導

員
養
成
、

N
A
0
・
ア
ミ
ム

l
ズ
メ
ン
ト
エ
キ
ス
ポ
参
加

な
ど
官
少
年
非
行
防
止
並
び

に
育
成
活
動
な
ど
の
環
境
対

策
事
業
の
積
駆
的
実
施
」
を

法
本
と
し
た
一
卒
業
方
針
と
、

そ
れ
に
と
も
な
う
予
算
案
が

報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認

さ
れ
た
。

俊
良
機
メ
ー
カ
ー
の
表
彰

に
つ
い
て
は
、
間
取
俊
秀
機

一

機
種
、
優
秀
機
問
機
秘
と
企

画
賞
機
と
し
て

一
機
種
、
計

六
機
研
刊
の
各
メ
ー
カ
ー
に
表

彰
状
な
ら
び
に
絡
が
贈
ら
れ
、

そ
の
後
出
席
メ
ー
カ
ー
と
の

慾
談
会
も
行
な
わ
れ
た
。

と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
青
少
年
非
行
防
止
の
ポ
ス

タ
ー
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
掲
示

活
動
な
ど
環
境
対
策
本
業
を

活
発
に
行
な
っ
た
。
②
教
育

情
報
事
業
で
は
隔
月
各
地
域

に
て
開
催
し
た
例
会
や
六
月

に
は
海
外
の
遊
戯
施
設
、
青

少
年
の
課
外
活
動
な
ど
の
祝

祭
を
実
施
し
た
。
③
共
同
購

入
事
業
は
業
界
令
体
の
笑
情

を
反
映
し
、
前
年
度
に
比
べ

取
扱
量
は
低
下
し
た
が
、
教

育
並
び
に
環
境
対
策
事
業
に

-巌
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青
少
年
育
成
を
確
認

J
O
U
第

H
回
通
常
総
会
、

貝
養
成
講
座
』
を
初
め

『青

少
年
と
ゲ
|
ム
場
』
に
関
す

る
背
少
年
育
成
関
係
者
と
の

懇
談
会
や
地
峨
別
会
議
な
ど

を
笑
施
し
、
山
容
察
附
係
者
、

川
畑
背
少
年
育
成
問
民
会
議
、

各
県
民
会
議
、

P
T
A
、
学

校
な
ど
青
少
年
育
成
閥
係
者

主iI=.IlR郵w!物認可

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
棚

(事
務
局
東
京
、
早

見
儀
信
理
事
長
、
J
O
U
)

で
は
二
月
十
六
日
、
神
奈
川

県
箱
娘
湯
本
の
ホ
テ
ル
お
か

だ
に
て
第
十

一一
回
通
常
総
会

を
開
催
し
、
五
十
八
年
度
事

業
及
び
決
算
、
五
十
九
年
度

事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
を

ゑ
認
す
る
と
と
も
に
、

J
O

U
が
選
ん
だ
「
五
十
八
年
度

優
良
マ
シ
ン
」
の
メ
ー
カ
ー

に
対
す
る
表
彰
な
ど
も
合
わ

せ
て
行
な
っ
た
。

か
ら
も
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
に

J
O
U
の
運
営
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

次
に
原
回
目
撃
務
局
長
よ
り

五
十
八
年
度
挙
業
報
告
の
概

要
と
し
て

「①
七
月
に
開
催

し
た

『第

一
回
遊
戯
機
械
管

理
者
の
た
め
の
背
少
年
指
導

JOU総会にて。上の写真はセガ社 ・小形部長に表彰楯を贈るところ
i • '官 、、、

a唱 ー-.高日iOI.....，-、、

管
理
者
講
習
会
や

各
地
の
施
設
視
察

ン〆

総
会
で
は
ま
ず
鋲
拶
に
立

、ュ

っ
た
早
見
現
事
長
が

「
理
事

マ

長
に
選
任
さ
れ
て
か
ら

一
年

λ

問
、
組
合
員
各
位
の
協
力
に

J

よ
り

『遊
戯
機
械
管
理
者
の

一

た
め
の
青
少
年
指
導
員
養
成

;

講
座
』
を
初
め
官
少
年
健
全

zr
」

育
成
に
関
わ
る
諸
活
動
を
行

一
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

一

=
一一一一一一一一一一一
一一一一
一一一一一
一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一
一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一
一一一-一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一
一一一一一一
一一一一一
一一一一一一一一一
一一一
一一一一一一一一一
一一一一一一一一一
一

一

こ
れ
ま
で
瓜
営
法
の
下
に
ろ
な
解
釈
が
さ
ま
ざ
ま
な
認
博
行
為
や
少
年
非
行
の
未
然
の
も
と
に

A
M業
界
が
組
み

一
な
か
っ
た
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー

識
を
持
つ
人
た
ち
の
問
て
やJ

防
止
と
い
う
魁
行
や
自
的
は
込
ま
れ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
法

一
を
風
営
法
の
も
と
に
入
れ
よ
じ
、
混
乱
を
生
じ
さ
せ
つ
つ
お
そ
ら
く
」
l

分
に
賛
成
で
き
的
規
制
が
加
わ
り
、
結
果
的

一7と
す
る
者
祭
行
政
当
局
の
あ
る
。

る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
に
は

A
M
業
界
に
悶
布
の
創

一
動
き
は
、
そ
れ
に
よ
る
規
制
し
か
し
な
が
ら
明
白
な
点
の
規
制
の
方
法
が
、
こ
れ
ま
造
的
な
自
由
奔
放
さ
が
失
わ

一
が
す
べ
て
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

も
あ
る
。
つ
ま
り
瞥
察
庁
は
で
の
風
営
法
を
改
正
し
、
風
れ
る
こ
と
に
な
り
、
わ
が
問

晴一一

に
及
ん
で
く
る
に
違
い
な
い
賭
博
行
為
の
未
然
防
止
と
少
山
管
内
法
の
も
と
で
規
制
す
る
と

A
M
産
業
の
桜
底
を
揺
が
す
受
賞
し
た
メ
ー
カ
ー
名
、

抗一

と
の
推
定
を
前
提
に
、

A
M
年
非
行
の
侃
床
化
防
止
と
い
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
は
必
至
と
考
、
手
句
れ
る
。

機
種
名
は
次
の
と
お
り
。

辺
一
業
界
に
い
わ
ば
パ
ニ
ッ
ク
状

「
川
リ

し
か
も
符
察
庁
の
主
一般

と

最

優

秀

機

H
側
セ
ガ

・
エ

口
一
j
u
u討
γ
かけ

一制
一
風
営
化
に
反
対

抗
十
ト
げ
品
川

μリ
汁
げ
れ
い
れ

5
一
て
、

M
・
コ
|
ガ
ン
氏
の
死

「
|
L

メ
l
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
少

優

秀

機

H
鮒
ナ
ム
コ
(
ゼ

引一

去
や
第
三
凪
N
A
0
・ンョ

l

れ
は
賛
成
で
き
な
い
ど
こ
ろ
な
く
と
も
風
営
法
の
し
く
み
ビ
ウ
ス
)
、
東
洋
娯
楽
機
鮒

3
一
な
ど
重
要
な
出
来

事

が

重

な

か

、
反
対
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
や
内
容
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
(
フ
ァ
ミ
リ
ー
ワ
ン
ち
ゃ
ん
)
、

年一

る
中
で
、
普

察

庁

の

瓜

営

法

風

営

法

対

象

業

総

は

有

害

い

一
般
の
国
民
か
ら
す
れ
ば
、
附
ホ
l
プ
(
メ
ル
ヘ
ン
キ
ツ

創

改

正

の

動

き

は

ほ

と

ん

ど

全

な

も

の

と

か

、
た
だ
単
に
営
そ
れ
ら
の
営
業
は
本
来
貯
ま
ス
)
、
側

ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
プ

ゆ

然

そ

の

具

体

的

な

規

制

内

容

業

の

自

由

を

振

り
か
ざ
し
て
、
し
く
な
い
も
の
と
受
け
と
ら
ラ
イ
ズ
(
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

a

が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
さ

ま

こ

れ

ら

ゲ

i
ム
場
の
風
営
法
れ
る
。
冗
談
で
は
な
い
。
健
ク
イ
ズ
頭
の
体
操
)
。
企
画

ざ
ま
に
伝
え
ら
れ
、
そ

の

結

対

象

化

の

動

き

に

反

対

す

る

会

営

業

を

め

軍

す

A
M
業

界

賞

機

H
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー

果
二
月

末

現

在

で

は

い

ろ

い

も

の

で

は

な

い

が

、
風
営
法
は
法
的
保
護
が
必
要
な
の
だ
。
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
ア
ス
ト
ロ
ン

法
人
に
改
組

糊
荏
係
樹
事

(
旧

・
荏
原

商
事
)

H
東
京
都
品
川
区
旗

ノムけ
一二
|
」l
二
|
主
、
荏
原

会
館
内
、
宮
七
八
七
|
八
六

一一

、
中
堅
治
康
社
長
。

事
務
所
移
転

受
賞
メ
ー
カ
ー
名

こ
利
電
子
山
側
H
東
京
都
板

紙
区
中
丸
町
五
十
八
|
五
、

公
九
五
九
1

六
六

一
¥

斎

藤
除
社
長
。

側
マ
イ
コ
ン
ア
ン
ド
サ
イ

エ
ン
ス

H
東
京
都
港
区
東
新

橋
ニ

|
五
|
十
一
.、
日
本
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
ピ
ル
、
合

四
三
凶

lo--二
一

、
大
倉

隆
之
社
長
。

愛
媛
総
合
企
闘
H
松
山
市

千
舟
町
七

l
十
|
一

、
コ

ー

ポ
セ
ン
ト
ラ
ル

一
F
束、

合

(O
八
九
九
)
二
一

|
三
一

五
七
、
清
水
光
秋
社
長
。

う
観
点
か
ら
、
従
来
ほ
と
ん

ど
野
放
し
状
態
で
あ
っ
た
ゲ

ー
ム
機

(風
営
機
以
外
の
)

の
運
営
。
に
対
し
て
、
な
ん
ら

か
の
形
で
規
制
す
る
方
針
を

悶
め
つ
つ
あ
る

l
!と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
な
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
、
賭

( 5 ) 
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4ヲ
会匂

.~手
.c;タ

、
、ー

一
春
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
一

一
出
そ
ろ
っ
た
新
乗
物
機
一

ゲームマシン

朝
日
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
乗
物
機
の
新
製
品
を
二
機

種
発
表
し
た
。

円
形
レ
ー
ル

(二
行
五
卜

J
ゲ
ー
ジ
)
を
汽
車
が
走
る

レ
l
ル
走
行
式
乗
物
機
「
ク

ル
ク
ル
ポ
ッ
ポ
」
と
、小
必
皮

が
一
段
階
に
切
替
わ
る
二
人

采
リ
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
|
「
ロ

ー
ド
ボ
ー
イ
」

(
五
純
類
の

ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
が
あ
る
)

の
二
機
続
。
「
ク
ル
ク
ル
ポ

ツ
ポ
」
の
阿
形
レ

l
ル
・
中
央

部
に
、
リ
ス
が
動
き
な
が
ら

木
を
切
っ
た
り
す
る
同
社
特

製
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
「
ア
ニ

マ
ル
ラ
ン
ド
」
を
配
出
し
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
同
社
の
藤
原

4
E『

43 
fs> 

税
容

)) (( 

，J'AdbA 
r Dp  ~ 、
炉内F'，

常
務
は

「
楽
し
い
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

乗
物
機
に
夢
が
添
え
ら
れ
、

ロ
ケ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
ら
が
る
」
と
妙
、
調
す
る
。

加
藤
銀
金
工
業
は
定
慌
回

転
式
乗
物
機
と
パ
ヮ
テ
リ
ー

カ
!
の
新
作
を
披
露
し
た
。

定
置
回
転
式
乗
物
機
は
汽

阜
、
船
、
飛
行
機
、
馬
、
象
、

犬
を
三
純
鎖
ず
つ
組
合
わ
せ

た

「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」

(全
部
で
四
タ
イ
プ
あ
る
)

で
、
同
機
に
つ
い
て
同
社
の

加
藤
専
務
は

ご

機
秘
に
主

- ...- 匂ザa
a降 、 ‘一一 、

ノh了がい i， -¥ 
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上の写真は明畠特殊獲績の小間憾と同社“貧話シリーズ"

イ
プ
」
と
「
新
幹
線
」

(
同

シ
リ
ー
ズ
の
'
レ

l
ル
ゲ
ー
ジ

は
育
七
イ
五
4
9
)
。

ぬ
い
ぐ
る
み
式
の

ν
ソ
フ

ト
ア
ニ
マ
ル
ν

は
定
量
刑
3

乗

物
機

「き
リ
ん
」
と
「
ら
く

だ
」
、
バ

ッ
テ
リ
ー
カ
|
「
と

ら
の
子
チ
ャ
ン
」

。
同
社
で

は
「
き
り
ん
」
と
「
ら
く
だ
」

に
つ
い
て
「
従
米
機
よ
り
か

な
り
背
が
高
い
ぬ
い
ぐ
る
み

な
の
で
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
効

~・~ i・ 吻‘-rご

t1三;:XiJLV
上の写真は加議鍍金工業の小間のようす

A 
角

'-S 
.. 

定置型乗物機の新作と英国製ラジコンポートなどを出品した東洋娯楽畿の小間

果
も
十
分
に
あ
る
」

いヲ匂
。
タ
イ
ガ

l
娯
楽
は
変
形
特

殊
自
転
車
・
の
設
計
、
製
作
、

販
売
会
社
と
し
て
出
展
。
ミ

ゼ
ッ
テ
ィ
、
ツ

ノ
ダ
、
フ
ジ

サ
イ
ク
ル
な
ど
各
メ
ー
カ
ー

の
特
殊
自
転
車
に
よ
り
安
全

性
を
高
め
た
補
強
を
施
し
て

出
品
し
た
。
同
社
で
は
「
変

形
自
転
車
を
健
康
的
な
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
と
し
て
提
供

と
し
て • 

合A
φ偽
0S? 

併
も3

今
回
の

N
A
O
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

・
エ
キ
ス
ポ
の
民
示
内
・
討
を
、
以
下
に

仙
載
し
ま
し
た
。
ぬ
載
順
に
つ
い
て
は
乗
物
機
、

T
V
ゲ
l
ム
際
、
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ

i
ム
機
、
バ
ー
ッ
、
そ
の
他
の
順
に
分
類
し
、
各
出
展
社
を
そ
の
巾
e

心
と

ら
っ
た
出
品
物
に
よ
っ
て
分
け
て
、
九
分
類
ご
と
に

.
h
l
行
順
に
配
列
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
組
み
方
が
紋
ト
の
方
法
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
会
社
の
開
発
意

欲
と
そ
の
新
製
品
の
動
向
を
知
る
う
え
で
の

↑
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
v

p

i

P

3

(編
集
部
)

r
'
b・
hp

に句、

k
三、
4
P

/。ぃ一
ν。i
e

d

u

ヨ

』

「

/
/
e
4
r〆

F
N
U

つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
(
一
一
一
制

類
の
釆
リ
物
)
を
採
川
し
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
包
ま
す
、
}
と

で
、
客
層
の
紘
ト〈
を
狙
っ
た
。

今
後
、
交
換
用
の
卜
一物
だ
け

の
新
作
J
U
発
表
し
て
い
く
」

と
諮
っ
て
い
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ

l
は
同
社

「
ス
ニ
ー
カ
ー
」
に
続
く
第

二
郊
の
「
レ
ー
サ
ー

R
S」

で
、
コ
r
M

似
類
の
ボ
デ
ィ
ー
カ

ラ
ー
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
ミ

ニ
シ
ソ
プ
」

ン」

「
ハ
ロ
|
ロ
ポ
」

も
山
回
附
し
た
。

関
東
娯
楽
工
業
は
来
物
機

の
従
米
機
五
機
純
と
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ
|
ム
機
の
新
作
を
山

口川
し
た
。

釆
物
機
で
は
ん
定
必
叫
笛
位
型
「
フ

ア
ミ
リ
|
カ
|
ぺ

ツ
ト
」
h「、、

ニ
カ
|
ぺ
ツ
ト
」
、
イ
タ
リ

ア
の
カ
ム
任
制
点
「
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
ポ
リ
ス
」
と
パ
ソ
テ
リ

固
守n，品。u

抱
一

ッ
ト
の
中
に
入
っ
て
逆
転
す

i
一る
「
ロ
ボ
y
ト

S
」
、
後
部

日一

に
お
い
は
し
ご
の
つ
い
た
「
消

5
一防
単
」
、
サ
イ
ド
カ
ー
タ
イ

月
一
プ
の
「
白
バ
イ
¥

3
一
信
水
貿
易
で
は
同
社

n
チ

M
一
ビ
ロ

コ
シ
リ
ー
ズ
H

と

J

8
-
フ
ト
ア
ニ
マ
ル
シ
リ
ー
ズ
H

ゅ

の
各
新
製
品
を
披
露
し
た
。

三
両
編
成
主
人
乗
り
の
レ

川

l
ル
走
行
式
乗
物
機
。
ニ
ュ

(

|

チ
ビ
ロ
コ
H

の
「

S
L
タ

「
ミ
ニ
ト
レ
イ
な
ど

下の写真は日本の昔話からテー?

を採用した乗物機を中心に出品し

た昭和鉄工の小問、左の写真はそ

のうちの 1機構rおきるのか二'やJ

，_‘ 
，、

ユニークな定置型築物被を発表した室化学の小間にて

左の写真は定置型新作を

出品した日本娯楽機、左

下はメルヘン的な象物畿

を鍍Kした日邦産業、下
は新作ぬいぐるみを発表

した信水貿易の各小間

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

展
示
さ
れ
た
の
は
、
寝
そ

べ
っ
て
ペ
ダ
ル
を
踏
む
二
輪

車
「
ス
リ
ン
グ
シ
ョ

ッ
ト
」、

車
輸
の
重
心
の
位
鐙
が
通
常

の
も
の
と
違
う
た
め
体
を
上

下
、
前
後
に
動
か
す
だ
け
で

走
る

「
ジ
ョ
イ
フ
ル
」
、
超

ミ
ニ
サ
イ
ク
ル

「
り
ト
ル
」
、

問
形
ハ
ン
ド
ル
の

「
ブ
ロ
ン

コ
」
、
馬
車
タ
イ
プ
の
「
ホ

ロ
馬
車
」
、
e

輪
車
、

二
台

の
自
転
卓
を
合
わ
せ
た
凹
人

乗
り

「
B
l
o
c
-」
な
ど

全
部
で

l
三
機
械
。

宝
化
学
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な

デ
ザ
イ
ン
の
定
置
型
乗
物
機

の
新
作
を
発
表
し
た
ほ
か
、

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
な
ど

を
出
品
し
た
。

定
置
型
呆
物
機
は
紛
の
後

部
に
乗
っ
て
魚
釣
リ
を
楽
し

む
「
魚
つ
り
」
で
、
サ
オ
と

リ

l
ル
が
つ
い
て
お
り、

宜同

ー
カ
|
「
モ
|
ト
ギ
ャ
ラ
ク

シ
|
」
「
フ
エ
ラ

l
リ
タ
ー

ボ
」
の
五
機
的
。

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
は

パ
ー
を
州
転
さ
せ
て
飛
ん
で

く
る
ボ

l
ル
を
打
つ
と
い
う

反
射
神
経
を
試
す
要
素
も
線

用
し
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
テ

ニ
ス
」
を
参
考
出
品
し
た
。

以
前
に
も
ア
ー
ケ
ー
ド
機
を

開
発
し
て
い
た
同
材
で
は
「

T

V
ゲ
l
ム
に
押
さ
れ
、
ま
た

電
光
点
滅
式
が
回
立
つ
ア
ー

ケ
ー
ド
山
場
だ
が
、
少
し
休

力
を
使
う
と
い
う
初
期
の
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
機
の
よ
さ

を
現
存
と
く
に
強
調
し
た
い
」

と
し
て
い
る
。

昭
和
鉄
工
で
は
定
置
型
来

物
機
と
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
の

新
作
を
れ
こ
機
級
発
表
し
、

開
発
意
欲
を
示
し
た
。

定
置
型
来
物
機
主
機
組
側
は

そ
れ
ぞ
れ
昔
話
か
ら
採
用
し

た
も
の
で
、
同
社
々
童
話
シ

リ
ー
ズ
ル
と
し
て
釜
の
中
か

ら
タ
ヌ
キ
が
顔
を
山
山
す
「
分

福
茶
釜
」
、
水
船
と
川
化
船
を

あ
し
ら
っ
た
「
か
ち
か
ち
山
」
、

サ
ル
二
匹
と
カ
ゴ
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
「
お
き
る
の
か
ご
や
」
。

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
は
ロ
ボ

楽
に
合
わ
せ
て
海
中
か
ら
コ

ミ
カ
ル
な
魚
が
献
酬
を
出
す
と

い
う
も
の
。
ま
た
ス
ケ
ボ
ー

に
エ
ン
ジ
ン
を
つ
け
た
「
パ

ワ
ー
ボ
ー
ド

P
B
l
叩

S
」

(官
阿
木
製
作
所
製
)
。

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
は

サ
ル
が
木
に
登
っ
て
リ
ン
ゴ

を
取
る

「
ア
ッ
プ
ル
モ
ン
キ

ー
」
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
「
ゲ

ー
ト
ボ

i
ル
」
練
習
機
。

こ
の
ほ
か
丸
太
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
ベ
ン
チ
な
ど
も
展
示
。

ま
た
パ
ネ
ル
展
示
と
し
て
思

川
企
画
製
大
型
遊
悶
施
設
「
ス

カ
イ

コ
り
ド

l
ル
」
「
ス
カ

イ
サ
イ
ク
ル
」
な
ど
数
点
を

紹
介
し
た
。

東
洋
娯
楽
機
は
小
塑
乗
物

機
を
中
心
に
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
機
な
ど
を
出
品
し
た
。

コ
ア
ラ
と
遊
ぶ
こ
と
を
テ

!
?
と
し
た
定
置
凪
転
式
釆

物
機
「
な
か
よ
し
コ
ア
ラ
」

は
、
回
す
と
音
の
出
る
ポ
ー

ル
玩
回
目
(
計
三
つ
)
を
持
っ

た
コ
ア
ラ
と

一
緒
に
乗
る
も

の
。
ま
た
同
社
バ
ッ
テ
リ
ー

カ
|
新
シ
リ
ー
ズ

θ

メ
ロ
デ

ィ
ー
ペ
ッ
ト
H

の

「
ラ
イ
オ

ン
く
ん
」

「
イ
ヌ
く
ん
」
は

ぬ
い
ぐ
る
み
式
の
も
の
で
、

ボ
タ
ン
に
よ
り
パ
ッ
ク
走
行

も
で
き
好
評
を
附
附
し
た
。
こ

の
ほ
か
定
鐙
型
乗
物
機
「
ス

ペ
ー
ス
ナ
イ
ト
」
、
「
ベ
ル

ベ
ル
と
魔
法
の
じ
ゅ
う
た
ん
」

な
ど
展
示
。

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
は

ラ
ジ
コ
ン
操
作
に
よ
る
ポ
ー

ト
「
ミ
ニ
マ
リ
|
ナ
」

(
英

国
ト
ル
ネ
|
ド
社
製
)
の
操

作
部
分
と
ボ

l
ト
を
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
し
て

P
Rし
た
ほ
か
、

「
角
相
撲
」
、
「
か
み
な
り

つ
子

・
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
」
、
「
ミ

ス
タ
ー
モ
グ
ラ
」
を
出
品
。

同
社
で
は
「
常
に
新
鮮
味
の

あ
る
乗
物
機
や
ゲ
ー
ム
機
を

手
が
け
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

日
興
精
機
は
定
置
型
乗
物

機
の
新
製
品

「
お
さ
ん
ぽ
ワ

-

謹

a:. 
Eヨ

厚
く
御
礼
申

平
素
は
格
別
の
お
引
L
U
て
を
賜
り
、

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び

N
A
O
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

エ
キ
ス
ポ
に
お
い
て
弊
社
が
発
表
致
し
ま
し
た
ビ
デ

オ
ゲ

l
ム
機
「
J

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
キ

l
」「
セ
ク
タ

ー

ゾ
l
ン
」
「
チ
ュ
ー
ブ
パ
ニ
ッ
ク
」
は
、
弊
社
が
独
自
に

開
発

・
製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
右
製
品
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
煩
似
す

る
商
品
と
し
て
製
造

・
販
売

・
設
置

・
輸
出
す
る
等

の
行
為
は
、
著
作
権
法
、
工
業
所
有
権
法
、
不
正
競

争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵

害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
業
界
の
秩
序

を
乱
す
ご
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
行
為

の
な
い
よ
う
諮
告
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
弊
社
と
し
ま
し
て
は
、
業
界
秩
序
の
確
立

の
た
め
、
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
の
み
を
ご
購
入
の
お

客
様
を
守
る
た
め
に
も
、
模
造
品
の
製
造
者
及
び
販

売
者
に
限
ら
ず
、
設
置
営
業
さ
れ
る
方
々
に
対
し
ま

し
で
も
、

民
事
、
刑
事
両
面
か
ら
そ
の
責
任
追
及
を

し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
三
月

大

阪
市
北
区
天
神
橋

一
丁
円
卜
・

一需

九
号

u物
ピ
ル

[(!)I(!)] 

¥ミヨン

Nichibutsu 

• • • • 
s1・・
一

.-、

-

，、

'‘ 

お
知
ら
せ

毎
度
、
格
別
の
お
引
立
を
賜
り
、

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
弊
社
が
独
自
に
創
作
、
考
案
し
、
か
ね
て

申
請
中
で
あ
っ
た

「テ

l
カ
ン
・
ラ
パ
」

笹
一
体
の
意

匠
に
係
る
、

意
匠
登
録
願
い
に
つ
き
、

左
記
の

「意

匠
登
録
証
」
の
写
し
の
通
り
、
昭
和
五
十
九
年
二
月

十
三
日
付
に
て
、

意
匠
原
簿
に
登
録
さ
れ
、
こ
こ
に

意
匠
権
が
設
定
登
録
さ
れ
、

権
利
が
発
生
致
し
ま
し

た

従
い
ま
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
二
月
十
三
日
以
降

に
、
弊
社
の

「
テ

l
カ
ン
・
ラ
パ
」
箆
体
と
同

一
も

し
く
は
類
似
し
た
形
状
等
の
箆
体
を
製
造
、
販
売
並

び
に
新
規
に
、
も
し
く
は
、
引
続
き
使
用
す
る
ニ
と
は
、

弊
社
に
対
す
る
意
匠
権
の
侵
害
行
為
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
き
れ
な
い
よ
う
充
分
ご
注

意
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
三
月

厚
く
お
礼
申
し

株
式
会
社

テ
l
カ
ン

ぷ棒
、、

ヲ舎がが

番多
意匠量 H証

...'.!l・鍵・2T01.13，
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( 8 ) ゲームマシン :"1 '.I'R蜘i版物。也"f
，-、

A 

弘i¥:.Ii郵便物，lZ"f 

の
ス
キ
l
競
技
を
来
し
む
「
パ

ラ
レ
ル
タ

i
ン
」
を
新
作
と

し
て
披
は
し
た
ほ
か
、
「
デ

ィ

l
・
デ
|
「
エ
ク
セ
リ

オ
ン
」
「
ト
ッ
フ
ロ
ー
ラ
ー
L

な
ど
の
従
米
機
を
山
品
，

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

i
ム
機
は

"
ジ
ャ
レ
コ
ア
ー
ケ
ー
ド
キ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
ω

第
a

・
仰
の

「
ジ
ヨ
リ
l
モ
ン
ス
タ
ー
」

を
小
心
に
、
「
ニ
ュ
|
新
幹

線
ゲ
|
ム
」
「
エ
キ
サ
イ
ト

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
を
展
示
。

新
日
本
企
画
で
は
新
T

V

ゲ
l
ム
機
「
ヴ
ァ
ン
ガ
l
ド

日
」
を
発
表
。
こ
れ
は
3

D

効
果
の
あ
る
両
面
で
、
敵
軍
宮

本
の
各
プ
ロ
ッ
ク
を
つ
な
ぐ

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
破
壊
し
て
い

く
と
い
う
宇
宙
戦
争
ゲ
|
ム
。

ま
た
タ
イ
ト
l
「
マ
ッ
ハ

3
」
「
ピ
ッ
ト
&
ラ
ン
L
な

ど
の
T

V
ゲ
l
ム
機
、
指
.

本
・
を
指
定
位
抗
に
入
れ
る
と

n動
的
に
身
体
の
訓
子
が
γ

日.

段
階
表
示
さ
れ
る
他
脱
チ
ェ

γ

ク
機
「
コ
イ
ン
ド
ク
タ
ー
」

{コ

ス
モ
ス

・
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
裂
)
な
ど
も
紛
介
し

た
。セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ゼ
ス
と
エ
ス
コ
貿
易
は
共
同

の
小
間
展
示
を
行
な
い
、

T

V
ゲ
l
ム
機
、
パ
ソ
コ
ン
、

両
替
機
な
ど
幅
広
く
出
品
し

た
。

ゲームマシン

T

V
ゲ
l
ム
機
で
は
、
人

一気
ア
ニ
メ
を
線
用
し
た
同
社

l

「
一
V

D
ゲ
|
ム
機
第
三
制
作
「
ア

引
一
ル
ベ
ガ
ス
」
、
同
第
二
搾
「
ス

3
一
タ
l
プ
レ
イ
ザ
l
L
、
パ
ー

配一

テ
ン
が
ジ
ヨ
y

キ
に
ビ
ー
ル

1
4

舗
を
注
ダ
主
に
配
っ
て
い
く
「
夕

日

ッ
パ
l
」

(
パ
リ
|
・
ミ
ツ

日

ド
ウ
エ
|
社
開
発
)
‘
か
わ

月

い
い
バ
イ
キ
ン
グ
が
矢
や
ミ

屯

サ
イ
ル
で
敵
を
や
っ
つ
け
て

が

い
く
「
ミ
ス
タ
ー

・
パ
イ
キ

唱

ン
グ
」
、
m
え
絞
け
る
ブ
ロ

れ

ッ
ク
を
次
々
に
破
峻
し
て
い

〈
「
ス
ワ
ッ
ト
」

(
コ
ア
ラ

ン
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
)

の
ほ
か
、
シ
グ
マ
や
ユ
ニ
パ

( 9 ) 

せ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
|

明
昌
特
殊
産
業
は
求
訴
を

ヤ
ン
パ
ス
カ
|
」
、
太
以

を

採

川
し
た
来
物
出
版
キ
ペ
.
機
純

持
っ
た
バ
ン
ダ
.. 叫
が
体
を

披
小
附
し
た
。

保
っ
て
川
る
山
間
同
転
式
来

こ
れ
は
川
社

J
叩
イ
州
、
ン
リ

物
機
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ン
ダ
」
、
l
ズ
H

と
し
て
カ
メ

に
来
っ

そ
し
て

-M山
刑
来
物
機

、
ブ
た
浦
山
太
郎
と
ん
K
m
か
川
転

J
こ
一
す
る
小
川
市
川
川
転
式
来
物
俄
ウ

ラ
シ
マ

・
タ
ロ
l
t
と
、ト八

t

・L五、，
d

〉
，
:
、

t
j
L

3
4
1
1
J
h
H
V
け
1
f
h
Aサ

t
f
n

.
寸
法
帥
か
来
勺
た
ん
化
m
m

A
m
物
問

、
イ
ヅ
ス
ン

・
ボ
ウ

・ン」
こ
の
ほ
か
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ

l

「
ペ
ン

シ
ル
カ
|
」
と
「
ス

キ

ル
ー
ト
レ
イ
ン
」

ハ
ト
・
η
l
s
、
ブ
ワ
サ
ち
ゃ

ん
¥
ス
。
ホ
l
ツ
カ
l

ヘ

真
砂
工
撲
は
川
川
市
水
機
を
州

機
州
山
川
し
た
，

ユ
ニ
ー
ク
な
肋
さ
の
パ

γ

「
モ
ッ
コ
ルりや

「ゴ〉iiんテ
G 1 lfl.... 1) 
カ明、|

|来 1，iJカ
ト物 ， 1 
f機サ
u o ， 
|パ i
l トム
oヵ γ
1 1 ~ 
L L 、

可

i
n
u

。，u
」
。

ペ
ー
ス
カ
|
」

ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
ー
ム
機

「
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ

ン
グ
」
を
民
示
。

一
「
マ
ッ
ハ
ス
リ

I
」
な
ど
一

一新
T

V
ゲ

i
ム
機
充
実
一

ア
イ
レ
ム
は
川
社
T

V
ゲ

ー
ム
機

「
刊
ヤ
ー
ド
フ
ァ
イ

ト
t

を
.
人
川
叫
プ
レ
イ
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
、

v
s

m
ヤ
ー
ド
フ
ァ
イ
ト
」
会
倣

拡
し
た
。
こ
れ
は
.. 人
が
オ

フ
ェ
ン
ス
と
テ
ィ
フ
ー
ン
ス

に
分
か
れ
て
刈
附
慨
す
る

L
の

で
、
戸川
刷
れ
よ
び
遊
び
打
は

従
米
機
と
川
じ
。
も
ん
ろ
ん

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
川
手
に
.

人
フ
レ
イ
も
で
き
る
。

ま
た
e

ム
H

に
.. 純
矧
の
ゲ

ー
ム
犠
似
を
組
込
み
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
ボ
タ
ン
で
ゲ
ー
ム

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た

テ
ー
ブ
ル
m
T

V
ゲ
l
ム
機

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
「
マ
ル
チ
ボ

ッ
ク
ス
」
を
発
表
し
た
。
こ

の
ほ
か
以
射
神
経
を
泌
す
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機

「
ス
パ

ー
ク
シ
ョ

ッ
ト
」
も
以
ぶ
。

大
森
電
気
は
け
而
傑
険
を

テ
l
マ
と
し
た
T

V
ゲ
ー
ム

機

「ド
ッ
ヂ
マ
ン
」
を
発
表

以
ぶ
し
た
。

こ
れ
は
下
山
成
行
上
が
ク

レ
ー
タ
ー
や
山
.
れ
に
休
立
し

敵
を
攻
幣
し
な
が
ら
進
み
、

泊
除
し
た
下
山
船
へ

い川
越
す

ー
サ
ル

の
新
製
品
も
展
示
。

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
は

ハ
ン
ド
ル
を
同
し
て
惚
耐
の

プ
レ
ー
ト
を
卜
ド
さ
せ
、

-

m
か
ら
下
仙
の
ゴ
ー
ル
火
ま

で
う
ま
く
ド
を
巡
ぷ
「
キ
七

ノ
ン

F

サ
ミ
|
・l
v
k
拠
}

ま
た
パ
ソ
コ
ン
「
S
C
1

3
0
0
O
L
と
そ
の
ソ
ワ
ト

(卜
M

門
知
)
、
カ
ラ
l
モ
ニ

タ
ー
、
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

タ
イ
マ
ー
な
ど
を
セ
ッ
ト
に

し
て
組
込
ん
だ

「
パ
ソ
コ
ン

学
習
懇
」
を
発
表
す
る
と
と

euに、

「
パ
ソ
コ
ン

・
ミ
ニ

シ
ョ
ッ
プ
」
も
展
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
両
総
機
「
D

P

|
町
」
「
D

P
I
n
-
-
」
、

メ
ダ
ル
貸
機
「
D

P
|
幻
」、

パ
チ
ン
コ
ホ
|
ル
で
の
た
ば

こ
・
対
品
払
出
し
機
「
S
P

V
1
1
0
0
」
な
ど
山
品
。

タ
イ
ト
l
は
T

V
ゲ
l
ム
。

機
と
フ
リ
ッ
パ
ー
を
山
川
し

、.
0

''h 
T

V
ゲ
l
ム
機
は
米
川
マ

イ
ル

ス
タ
|
社
川
品川
V

O
ゲ

ー
ム
機

『
マ
ッ
ハ

3
」
が
好

却
を
附
し
た
ほ
か
、
迷
仙
川
状

州
日
山
で
敵
を
や
っ
つ
け
な
が

ら
均
ハ
l
ト
必
を
助
け
山
す

と
い
う
M
社
初
の

コ
ミ
カ
ル

T

V
ゲ
|
ム
機
「
ち
ゃ
っ
く

ん
ぼ
っ
ぷ
」
、
「
ピ
ッ

ト

&

ラ
ン
」

、

「ザ

・
テ
ィ
ン
ス

タ
l
」
そ
し
て
T
V
ク
イ

ズ
機
「
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ」

介
。
戸
、
フ
リ
ッ
パ

ー
は
米
間
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
社
製
「
フ
T
イ
ア

|
パ
ワ
!
日
」
、
米
川
パ
り

|
社
製

「
エ
ッ
ク
ス
ズ

・
ォ

i
ズ
」

(
参
考
山
口山
)
の

--

機
純
を
披
減
し
た
。

テ
l
カ
ン
は
川
社
T
V
ゲ

ー
ム
機
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
小

心
に
.
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム

機
な
ど
を
出
品
し
た
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
「ラ
パ
も

了
一
ユ

|
ラ
パ
」
『
カ
ラ
ー

テ
ー
ブ
ル
」
な
ど
で
、
こ
れ

ら
に
同
社
T
V
ゲ
l
ム
機
「
セ

ン
ジ
ョ
ウ
」
「
ガ
ズ
ラ
|
」

る
と
い
う
ゲ
ー
ム
内
谷

カ
ワ
ク
ス
の
小
川
で
は
、

T

V
ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
作

社
の
紙
製
品
を
小
心
に
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ

i
ム
機
な
ど
多
数

民
ぶ
さ
れ
た
。

T

V
ゲ
l
ム
凶
慨
は
任
パ
ー
旬
、

コ
ナ
ミ
仁
定
、
タ
イ
ト
|
、

検タイトー
TAlTOCOR何時ATlON" ，岡、

-a
 ‘
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-
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•• 
~ 

H~lンヲーフライゼス， ，¥'，υ. ~$ lrr 一下の写真は日本物産の

小間のようす。右の機

械は間企tが発表した3
D効果の高いTV宇宙

戦争ゲーム後 rチュー

プパニックJ

を
組
込
ん
で
展
示
。
ま
た
T

V
岡
市
に
よ
る
絵
合
わ
せ
で

対
n
m
カ
プ
セ
ル
が
払
山
さ
れ

る
T
V
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
コア

レ
ガ
チ
ャ

」
を
参
々
山
山
口
叩

こ
の
ほ
か
屯
た
点
滅
式
ル

ー
レ
ッ
ト
に
よ
り
必
念
メ
ダ

ル
が
払
山
さ
れ
る
よ
ノ
ッ
チ

ア
ン
ド
ゴ
|
」
、
K
&
u
u
州

会
「
ジ
守
ン
フ
く
ん
」
な
ど

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
は
新
作

T

V
ゲ
ー
ム
機
を
・
.
機
Mm党

h
u

ぷ
民
心
し
た
。

制
打
菜
や
ビ
ン
な
と
の
終
戦
中

を
迎
け
な
か
ら
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
、
セ
イ
ブ
屯

f
な
ど

の
九
社
新
製
品
。
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
ー
ム
機
は
肋
く
れ
引
の

岨
町
内
大
に
.
れ
は

(ド
)
を
人
れ

な
か
ら
雌
同
か
ら
新
大
阪
ま

で
定
る
と
い
う
ひ
ま
わ
リ
山

い
れ

'ι
町、、
.J

，』

、
h
1
2
り

'
V
J
Ut

u--Hハ

『
』

E
d
」

l
引
川
T
m
J

作
所
、
サ
パ
イ
パ
ル
」
の
ほ

か
カ
フ
コ
ン
、

U
ド
L
な
ど

の
製
品
ま
た
他
山
総
ハハ
「ロ

ー
ラ
ー
ゥ
ー
ー
ブ
な
ど
も

M
吹
-e小
。
コ
ナ
ミ
で
は
-

a

機
的

の

T

V
ゲ
l
ム
機
を
小
心
に
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
。
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
な
ど
を
披
露
し
た
。

T
V
ゲ
|
ム
機
は
サ
ー
カ

ス
の
純
阿
を
六
種
採
用
し
た

、
サ
ー
カ
ス
チ
ヤ
|
リ
|
」
、

戦
事
を
操
作
す
る
戦
争
ゲ
ー

ム
「
メ
庁
ゾ
ー
ン
」

、
そ
し

て
参
与
出
品
と
し
て
敵
が
収

わ
れ
た
瞬
間
に
ボ
タ
ン
を
押

左の写真はVDゲーム後

rマッハ3Jの出品で大
変な人だかりと伝ったタ

イト ーの小聞のようす。

下の写真は rヴァンガー

ドlJJ を発表した新日本

企画の小聞にて

乳gnぷy£‘
It 

し
て
倒
し
て
い
く
と
い
う
V

D
採
用
の
「
パ
ッ
ド
ラ
ン
ド
」

ー、
i
L

:
。

カ
仰
稲

A
川
台
、
ふ
え

ア
ー
ケ
ー
ド
機
で
は

「ひ

ょ
う
き
ん
ペ
ン
ト
A
L
と

「ば

い
く
ち
ゃ
。

。
い
ず
れ
も
屯

光
点
滅
ル
ー
レ

ッ
ト
パ
の
ブ

ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
と
し
て
山
口
山

こ
の
ほ
か
M

S

X
社
憾
の
パ

ソ
コ
ン
川
の
川
社
ゲ
ー
ム
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
を
、
仏
い
ド
泌
総

ぃ従
業
の
M
S
X
パ
ソ
コ
ン
，
C

F
|
2
0
0
0
」
に
て
桁
介

シ
グ
マ
商
事
は
新
T

V
ゲ

ー
ム
機
プ
機
純
を
発
表
披
露

ス右下
ーチはの咽，M ，・.可ヤ同写
l 宇土真
リTは
1 Vコ
』 ゲナ
の lミ
面ムの
面機小
「問
サに
iτ 
カ 、

上の写真はアイレムの小問、下の写真はテーカンの小聞のようす

-t'p iG 
a・-

_.‘ 
，、

上の写真は共同展示を

行なったセガ・エンヲ

ープライゼスとエスコ

貿易の小聞のようす

「
ピ
l
タ
l
ペ
ッ
パ

|
ズ

・

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

(
同
社

D

C
シ
ス
テ
ム
の
新
作
テ
ー

プ
)
。
も
う
.
機
Mm
は
ブ
|

メ
ラ
ン
で
敵
を
倒
し
な
が
ら

宝
物
必
然
す
「
ジ
チ
千
ン
ス
」

{海
外
向
け
名
紘

「プ
|
メ

ラ
ン
」
、
川
機
は
P
C
B
に

よ
る
も
の
，
な
お
川
札
の

新
作
V
O
ゲ
l
ム
機

「
サ
ン

ダ
ー
ス
ト
ー
ム
」
は
山
川
さ

I
、
.
L
巾
ヲ
・
・
。

a
4
，ム
ι
リ
品
H

，
，人

ナ
ム
コ
で
は
T

V
ゲ
l
ム

織
の
従
米
機
の
み
の
出
品
に

と
ど
ま
っ
た
。
レ
パ
l
て
本

で
敵
を
問
ん
で
や
っ
つ
け
て

左
の
写
真
は
宇
宙
も
の
と
コ
ミ
カ
ル

も
の
の

T
V
ゲ
|
ム
撲
を
展
示
し
た

シ
グ
マ
の
小
間
に

τ

司¥

，円
凶
旨

い
く

「り
ブ
ル

・
ラ
プ
ル
」

と
、ド
ラ
イ
ブ
ゲ
|
ム
機
「
ポ

ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン

H
」
の
二

ぬ
院
弘
正

hnn
o

M
R
H
'ぉ
γ日
本
物
産
は
T

V
ゲ
ー
ム

機
の
新
制
点
向
山
を
で・
機
純
披
露

し
た
。
3

0
効
州
市
の
あ
る
州
耐
で

小
山
八
部
か
ら
だ
ん
だ
ん
舷
大

し
な
が
ら
迫
っ
て
く
る
敵
を

憎
似
し
て
い
く
と
い
う
下
山

戦
争
ゲ
ー
ム

『チ
ュ
ー
ブ
パ

ニ
ッ
ク
」

r

シ
ッ
ト
ダ
ウ
ン

パ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
)

山子山

附川
市
の
小
を
オ
ー
ト
バ
イ
の

よ
う
な
ぷ
米
の
来
リ
物
に
乗

っ
て
敵
と
戦
う
「
セ
ク
タ
ー

ゾ
ー
ン
」

(
参
考
出
品
)
、

ス
キ
ー
を
ゲ
l
ム
内
容
と
し

し
た
。亦
す
き
ん
ち
ゃ
ん
を
供
た

ち
か
ら
守
る
「
赤
ず
さ
ん
」
、

収
体
感
あ
ふ
れ
る
下
山
峨
争

ゲ
ー
ム
「
サ
イ
オ
ン
」
(
セ

イ
ブ
・
弘
子
問
先
)
こ
の
ほ

か
T

V
ゲ
l
ム
機
に
取
付
け

て
、
ゲ
ー
ム
を
タ
イ
マ
ー
制

ぺ剛
山
ハ
・
枚
投
入
て
:
・
分
川

か
ら
ト
分
間
ま
て
切
符
吋
能
)

に
す
る
「
コ
イ
ン
シ
ュ
1
タ

N

O
I
L
{
ニ
ッ
コ

ゥ.中山

乙
J
M
K
)

む
以
示
し
た
。

ジ
ャ
レ

コ
は
T

V
ゲ
ー
ム

機
を
小
心
に
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
機
を
出
回
附
し
た
。

T

V
ゲ
l
ム
機
で
は
ス
キ

ー
坊
で
リ
フ
ト
に
采
り
一
ぺ
院内

' 

ン
チ
ャ
ン
」
を
発
表
し
た
。

同
機
は
ベ
レ
l
耐
を
か
ぶ

っ
た
コ
ミ
カ
ル
な
犬
が
乳
母

車
を
押
し
て
い
る
と
い
う
テ

ザ
イ
ン
で
、
M
H
札
の
山

n社

一日
以
は
「
早
期
償
却
を
け
的
に

一開
発
し
た
も
の
で
、
仙
段
も

一-U
弘
側
な
う
え
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

一
に
も
応
じ
る
」
と
し
て
い
る

一

日
邦
産
業
で
は
克
明
川
川
転

一
式
と
レ
l
ル
必
行
い
八
の
作
新

一
作
を
被
派
し
た

一

定
約
凶
転
式
は
大
引
退
同

一
施
設
仰
フ
ラ
ワ
ー
カ

ヴ
フ
"

一
を
小
型
化
し
た

「
ミ
ニ

・
フ

一
ラ
ワ
l
カ
ッ
プ
」
で
、
六
つ

一
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
を
デ

一
ザ
イ
ン
し
た
カ
ッ
プ
に
乗
る

一
も
の
。
レ
ー
ル
走
行
式
は
サ

一
ー
カ
ス
の

-
団
が
汽
車
で
や

一
っ
て
く
る
と
い
う
ζ

と
を
テ

一
|
マ
と
し
た

「
サ
ー
カ
ス
列

一
平
」
(
問
訂
五
卜
斗
/
|
ジ
)

一
で
、
ピ
ン
ク
の
ワ
ゴ
ン
車
両

一
を
機
関
市
が
引
っ
必
る
・
.
向

一
連
結
。

一

こ
の
ほ
か
同
社
殿
、
、
、
ニ
ボ

一
ー
タ

|
・
シ
リ
ー
ズ
々
の
尚

一
外
向
け
新
製
品
で
去
併
な
仕

一
上
げ
の

「
ロ
l
ル
ス

・
ロ
イ

一
ス
」
、
ま
た
川
社
内
ポ
ケ
ッ

一
ト
シ
リ
ー
ズ
u

や
n

サ
イ
ド

一
カ
|
シ
リ
ー
ズ
々
の
作
純
パ

一
ッ
テ
リ
l
ヵ
ー
も
展
示
。

一

日
本
娯
楽
機
は
同
社
パ
ッ

一
テ
リ
!
カ
|
「
ワ
ー
ゲ
ン

・

一
コ
ン
パ
チ
」
と
、
問
機
を
-M

一
置
理
に
し
た
同
名
の
新
製
品

「
一
を
出
品
し
た
。

引一

こ
の
定
置
型
乗
物
機
「
ワ

3
一
ー
ゲ
ン

・
コ
ン
パ
チ
」
は
、

配一

パ
ッ
ク
に
本
物
同
級
に
点
滅

一す
る
伝
号
機
を
設
託
、
下
品
日

日一

は
チ
エ

y

カ
!
フ
ラ
ッ
グ
枝

問一

線
あ
る
い
は
道
路
標
識
が
デ

月一

ザ
イ
ン
さ
れ
、
ド
ラ
イ
ブ
の

屯一

雰
同

μ
を
椛
卜
.
げ
て
い
る
。

川

町

ホ

ー
プ
で
は
令
部
で
L
ハ
機

唱

附
め
来
物
機
新
製
品
を
倣
掠

れい

し
、
A
I
M
も
川
社
の
問
先
力

の
ほ
ど
を
a

不
し
た
。

か
わ
い
い
動
物
や
虫
を
プ

リ
ン
ト
し
た
テ
ン
ト
を
か
ぶ

nm:副

ユニバーサル販売は..ミスター・ドゥ"シリーズ第3l単を出品

右
の
写
真
は
ジ
ャ
レ
コ
の
小
間
の
よ

う
す
、
左
は
伺
社
T
V
ス
キ
l
ゲ
ー

ム
後
『
パ
ラ
レ
ル
タ
l
ン
」
の
画
面

司口f主

An 

v・1

て
州

rm内
で
比
較
的
大
き
く

て
鮮
明
な
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
操

作
す
る

「ス
キ
l
イ
ン
グ
」

(参
々
山
口
附
)

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
販
売
は
昨

年
秋
の

A
M
シ
ョ

i
に
参
Y
J

出
品
し
た
T
V
ゲ
ー
ム
機
・
.

機
日
刊
に
改
良
を
加
え
、
完
成

さ
せ
て
披
減
し
た
。

ジ
ェ

y

ト
コ
ー
ス
タ
ー
の

レ
l
ル
ト
を
歩
い
て
進
ん
で

い
く
と
い
う
「
ミ
ス
タ
ー

-

ド
ゥ
ズ

・ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
ド
」

ワイルドライドミスター・ドゥズ".¥ラレルターンII ヴァンガードパンチアウト庁

メロディーペット
樹事

砲がよしコアラスペースナイト濯のじゅうたんベルベI~，.‘ 

高

ジェットコースターをき

けながらゴー1レをめざす

リフト・滑降・ジャンプ・

犬ゾリなどスキーゲーム

空中の敵や敵要塞を破機

感性に迫るスペースオペラ

eGo 
iii-<t. 

、

~ 

' 
ツ
イ
ン

・
モ
ニ
タ
ー
で
迫
る

ス
リ
リ
ン
グ
な
ボ
ク
シ
ン
グ

イ士峨:寸法2.0'"XO.9" 蔵事 1.2"
コインシュ-:11-200円、定員2人
バッテリー40AH2 fl悶 PAT.PENつ
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マ91 27173 PAT. PENO 4人
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〒152ft(03)718・646B仰
テレックス 246・6310
(蔵弁大丸百貨l苫内)
〒600ft(075)255・1286
〒QOlft(011)763・0611

社/寮京都目黒区八雲1・5・7(東娯ピル)

関西支后/京都府京都市下京区寺田通四条下ル

本

東洋娯楽機株式会社室温41. zd 
1--:7 

戸

F司、

ヲ ヲスJJ 械式舎紅@ 

北海道支J苫パL幌市北区新川三条 2・6・20



第三種~If必物認可 (10) ゲームマシン

左
の
写
真
は
ナ
ム
コ
の
小
間
に
て. ， 

は
、
昨
年
A

M
シ
ョ
ー
で
「
ゴ

l
ゴ

|
コ
ー
ス
タ
ー
」
の
名

で
山
口
問
さ
れ
た
も
の
で
、
向

付
。
ミ
ス
タ
ー

・
ド
ゥ
H

シ

リ
ー
ズ
第
三
帰
。
も
う

一
機

穐
は
丸
太
や
シ
ー
ソ
ー
の
卜

を
ジ
ャ
ン
プ
し
て
飛
び
移
り

な
が
ら
ブ
l
ル
の
イ
カ
ダ
ま

で
行
く
ゲ
ー
ム

「
ジ
ャ
ン
ピ

ン
グ

・
ジ
ャ
ッ
ク
」。

同
社

で
は
こ
の
二
機
種
に
つ
い
て

「
R

O

M
交
換
で
両
ゲ
ー
ム

の
切
換
え
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
二
機
桶
同
時
発
売
す

る
予
定
」
と
し
て
い
る
。

ユ
l
ピ
l
エ

ル
は
同
社
お

第232号1984年3月15日
'" A 

上の写真はTVゲーム機中心に幅広い出品を行なったカワクス

の小聞にて、左の機械は rD-51J (ひまわり製作所製)

『崎旬、ー

よ
び
地
付
製
T

V
ゲ
l
ム
機

を
中
心
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
機、

自
販
機
を
出
回
附
し
た
。

T

V
ゲ
ー
ム
機
は
ポ
ー
ズ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ
タ
ン
の
つ

い
た
宇
宙
戦
争
ゲ
|
ム

「
ノ

パ
2
0
0
1
」
、
タ
イ
ト
l

製
「
ピ
ッ
ト
&
ラ
ン
」

、

ユ

ニ
バ

ー
サ
ル
製
「
ミ
ス
タ
ー
-

ド

ウ
ズ

・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
ド
」
。

ア
ー
ケ
ー
ド
機
は
パ
チ
ン

コ
式
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
「
パ

ニ
ッ
シ
ュ
ホ
l
ル
」
、
ク
レ

ー
ン
機
「
ラ
ッ
キ
ー
ク
レ

i

示
し
た
。
同
社
の
上
間
営
業
と
諮
っ
て
い
る
。

謀
長
は
「
T
V
ゲ

i
ム
機
に

ケ
l
ア
ン
ド
ユ
l
商
会
は

圧
倒
さ
れ
て
い
る
A
M
業
界
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機

「
ジ

だ
が
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
ャ
ン
プ
く
ん
」
の
み
に
絞
っ

機
の
よ
さ
が
見
直
さ
れ
る
よ
て
の
出
品
を
行
な
っ
た
。

-
う
な
も
の
の
開
発
を
心
が
け
、
M
機
は
左
布
に
三
つ
ず
つ

訓
一
業
一
芥
令
扉
の
底
上
げ
に
少
し
あ
る
パ
チ
ン
コ
式
レ
バ
ー
を

酬
一
で
も
寄
与
し
て
い
き
た
い
」
操
作
し
、
主
を
下
部
か
ら
蝉

側
同

き
な
が
ら
最
上
部
ま
で
速
ん

様

で
い
く
ゲ
l
ム
で
、
成
功
す

ν
a

，
 

主

る

と

楽

し

い

カ

l

ド

が

払

出
4
E

ン

‘

『

商

ガ

菌

、

一
新

企

『

ユ

は

川

ド

真

思

ン

写

た

ア

の

し

一
左

怨

ケ

、

披

は

τ
を

真

に

機

写

問

ム

の
小

一

上

の

ゲ

ゲームマシン

.. 
. ~~ 
42年:，TO. 
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ン」

。
そ
し
て
自
動
販
売
機

と
し
て
販
売
商
品
の
側
絡
が

自
由
に
設
定
で
き
、
チ
ル
ト

防
犯
装
置
を
採
用
し
た
同
社

製

「

U

|
8
3
0
0
7
」
を

紹
介
し
た
。

リ
l
ガ
ル
で
は
メ
ー
カ
ー

各
社
の

T

V
ゲ
l
ム
機
お
よ

び
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
な

ど
を
展
示
し
、
幅
広
く
取
扱

っ
て

い
く
同
祉
の
姿
勢
を
示

し
た
。T

V
ゲ
l
ム
機
は
「
ポ
ー

ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン

日
」

(
ナ
ム

コ
製
)
、

「
V

S
シ
ス
テ
ム
」

の
「
テ
ニ
ス
」
と
「
麻
雀
」

(
任
天
象
製
)
の
ほ
か
、
参

考
山
口
問
と
し
て
宇
宙
生
物
の

襲
撃
を
か
わ
し
な
が
ら
宇
宙

船
の
修
理
部
品
を
集
め
て
い

く
「
ア
ロ

ー
ン」

(
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
開
発
)。

ア
ー
ケ
ー
ド
機
は
「
フ
ィ

l
パ

|
チ
ャ
ン
ス
」

「
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ィ
l
パ

|
」
「
ア
ニ

マ
ル
フ
ィ
l
パ
|
」

(
い
ず

れ
も
カ
プ
コ
ン
製
)
、

「
チ

ャ
レ
ン
ジ
ボ
l
ル
」
「
ア
レ

ン
ジ
ボ
ー
ル」

(
い
ず
れ
も

太
陽
電
子
製
)
。
こ
の
ほ
か

... 、
『

さ
れ
る
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
。

同
社
の
林
社
長
は

「安
価
で

し
か
も
息
の
長
い
子
ど
も
対

象
の
ゲ
|
ム
機
を
扱
う
こ
と

に
よ
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

立
場
に
立
っ
た
姿
勢
を
貫
い

て
い
き
た
い
」
と
諮
っ
た。

ニ
ま
や
製
作
所
は
新
製
品

一
機
積
の
発
表
と
と
も
に
、

同
社

一
連
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
機
を
出
回
附
し
た
。

右
の
写
真
は
カ
ト
ウ
製
作
所
の
小
間
の
よ
う

す
。
同
社
は
ア
ー
ケ
ー
ド
機
新
作
と
と
も
に

同
社
初
の
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
l
「
ロ
ボ
ッ
ト
カ

l
」
を
鍍
録
し
た

左
の
写
真
は
大
森
電
気
の
小
聞
に
て

ー『司.

~~lH 

占
い
機
「
ラ
ブ
テ
ラ
|
」
(
日

創
製
)
、
グ
ロ

|
リ
|
製
硬

貨
両
替
機
な
ど
を
出
品
。

ロ
ー
ラ
ー
ト
ロ
ン
は
メ
ー

カ
ー
各
社
の

T

V
ゲ
!
ム
機

を
中
心
と
し
た
出
品
を
し
た
。

T

V
ゲ
l
ム
機
は
、
同
社

で
も
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
V

D
ゲ
ー
ム
「
イ
ン
タ
ー
ス
テ

ラ
l
」
(
船
井
電
機
製
)
を

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
と
と
も
に

今
日
の
シ
ョ
ー
で
初
め
て
同

タ
ン
を
押
す
と
ロ
ボ
y
ト
上

部
の
み
が
有
八
十
度
回
転
す

る
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
。

ま
た
「
発
進
ゴ
|
」
「
あ
と

十
秒
」
な
ど
の
音
声
も
出
る
。

同
機
は
「
お
と
う
さ
ん
ロ
ボ
・

ぺ
|
ル
」
と
「
お
か
あ
さ
ん

ロ
ボ

・
メ
l
ル
」
の
二
種
類

あ
る
。
同
社
で
は
「
こ
の
ロ

ボ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん

一
般
ロ

ケ
て
も
利
用
し
て
ほ
し
い
が
、

来
物
機
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
ロ
ボ

ッ
ト
と
し
て
、
ま
に
催
幕
府
に

使
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開

発
し
た
も
の
。
今
後
は
こ
れ

を
シ
リ
ー
ズ
化
し
、

。
お
に

い
さ
ん
ロ
ポ
u

や
H

お
ね
え

さ
ん
ロ
ボ
H

も
製
作
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。

関
西
精
機
製
作
所
は
ガ
ン

ゲ
ー
ム
機
「
シ
ュ

l
テ
ィ
ン

グ

・
ア
ナ
ラ
イ

ザ

|
」
を
メ

ー
ン
に
し
た
展
示
を
行
な
っ

た
。
問
機
は
昨
年
秋
の
A
M

シ
ョ
l
に
て
参
考
出
品
さ
れ

た
後
、
改
良
が
加
え
ら
れ
て

今
回
、
完
成
発
表
さ
れ
た
も

の
。
銃
を
桃
、え
て
左
右
か
ら

現
わ
れ
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
狙

撃
す
る
と
、
勝
こ
ん
と
ス
コ

ア
が
T

V
モ
ニ
タ
ー
に
表
示

さ
れ
、
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
結

柴
が
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ

。

ヲ
A
V

上の写真はロー

ラー トロンの小

聞のようす

機
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型
を
披
露
。

タ
ン
ク
戦
が
テ
ー
マ

の
「
プ

ロ
グ
レ
ス
」

(中
央
リ
ー
ス

販
売
製
)
、

「
ビ
ッ
グ
プ

ロ

レ
ス
リ
ン
グ
」

(
デ
ー
タ
イ

ー
ス
ト
製
)
、
そ
し
て
同
社

を
総
発
売
元
と
し
て
い
る
「
ド

ク
タ
ー
-
ミ
ク
ロ
」

(
サ
ン

リ
ツ
電
気
製
)
を
展
示
。
ま

た
エ
ン
ジ
ン
付
き
ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
「
ロ

ー
ラ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
」
も
紹
介
。

開
発
意
欲
示
し
多
様
化
一

一
傾
向
の
ア
ー
ケ
ー
ド
機
一

思
川
企
画
は
ア
ー
ケ
ー
ド
初
の
采
物
機
(
バ
ッ
テ
リ
ー

ゲ
ー
ム
機
に
絞
っ
て
の
出
展
カ
|
)
を
発
表
し
た
。

と
な
っ
た
。

プ
ラ
イ
ズ
?
ン
ン
は
動
物

ガ
ン
ゲ
l
ム
機
「
レ
l
ザ
た
ち
の
競
争
を
テ
l
マ
と
し

|
打
R
W
タ
イ
プ
」

(
興
策
た
電
光
点
滅
式
「
ア
ニ
マ
ル

電
子
製
)
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
レ
ー
ス
」

(
じ
ゃ
ん
け
ん
メ

こ
れ
は
バ
ッ
テ
リ
ー
内
蔵
の
ダ
ル
払
出
し
)
、
同
内
谷
で

ピ
ス
ト
ル
で
、
被
掛
け
式
夕
景
品
が
違
う
「
ピ
エ
ロ
の
ア

|
ゲ
ッ
ト
に
向
か
っ
て
発
射
ニ
マ
ル
き
ょ
う
そ
う
」

(
知

す
る
と
兼
掠
例
所
と
点
数
が
恵
の
輪
払
出
し
)
の
ほ
か
、

表
示
さ
れ
る
も
の
(
管
制…H
効

同

社

従

来

機

「
メ
ル
ヘ
ン
で

果
っ
き
)。

こ
の
ほ
か
ユ

|

ん
わ
ぼ
っ
く
す
」
、
「
は
っ

ピ
l

エ
ル
製
T

V
ゲ
ー
ム
機
ぴ
|
ロ
ポ
」
、

「モ
ト
ク
ロ
こ
の
ほ
か
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

「
ノ
パ

2
0
0
1
」
、
同

ア

ス

」
、

「
ガ
ン
が
ン
ダ
チ

ョ

ー
を
内
容
と
し
た
ア
|
ケ
|

l
ケ
|
ド
グ
l
ム
機

「
パ
ニ
ウ
」
を
出
品
。

ド
ゲ
ー
ム
機
「
チ
エ
ッ
ク
ス
」

ツ
シ
ュ
ホ
ー
ル
」
を
そ
れ
ぞ
同
社
初
め
バ
ッ
テ
リ
ー
カ

(
米
間

I

C
E
社
製
)
、
マ

れ
出
回
附
し
た
。

ー
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
カ
|
」
で
、
ル
チ
田
両
採
用
の
T
V
ド
ラ

カ
ト
ウ
製
作
所
は
プ
ラ
イ
こ
れ
は
レ
パ

i
操
作
で
前
進
、
イ
プ
ゲ
ー
ム
機
「
T

X
|
1
」

ズ
マ
シ
ン
の
新
作
と
、
同
社
右
左
折
が
で
き
る
う
、
ぇ
、
ボ

(
辰
巳
電
子
工
業
製
)
を
展

".‘ 

，、

新
作
は
サ
オ
に
吊
り
1
1

げ

ゴ

が

あ

り
、
こ
の
カ
ゴ
に
ボ

ら
れ
た
リ
ン
グ
を
使
っ
て
倒

l
ル
を
ボ
タ
ン
で
弾
い
て
入

れ
た
ビ
ン
を
立
て
る
と
い
う
れ
て
い
く
と
い
う
ゲ
l
ム
内

A

M
機
の
原
点
と
も
一
吉守
フ
べ
容
の
「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
、

き
ゲ
|
ム
内
谷
の

「
ビ
ン
た
電
光
点
滅
ル
ト
レ
ッ
ト
に
よ

て
ゲ
ー
ム」
。
同
社
で
は
「
素
る
絵
合
わ
せ
に
よ
り
指
定
ど

朴
な
遊
び
で
も
而
白
い
も
の
お
り
そ
ろ
え
ば
景
品
が
払
山

は
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
!
ム
機
と
さ
れ
る

「
も
も
た
ろ
う
」
の

し
て
今
後
も
採
用
し
て
い
き
、

二
機
械
が
新
製
品
。

ゲ
ー
ム
木
市
水
の
楽
し
さ
を
提
こ
の
ほ
か
パ
チ
ン
コ
式
プ

供
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
の

「う
さ
ぎ

い
る
。

と
か
め
」
、
「
森
の
ゅ
う
び

こ
の
ほ
か

「
ジ
ャ
ン
ピ
ン
ん
や
さ
ん
」
、
「
絡
た
お
し
」
、

グ
ラ
リ
|
」
、
「
ク
マ
公
の
「
野
球
ゲ
ー
ム
」
な
ど
を
出

ハ
チ
た
い
じ
」
、

「
ア
ッ
プ
回
附
し
た
。

ル
マ
ジ
ッ
ク
」
な
ど
出
品
。

ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

友
栄
は
ニ
機
純
の
新
プ
ラ
は
-ru
い
機
、
ク
イ
ズ
機
を
中

イ
ズ
マ
シ
ン
を
披
露
し
た
。
心
に
T

V
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を

回
転
す
る
メ
リ
l
コ
l
ラ

出

品

し

た
。

ン
ド
の
出
向
や
象
の
上
部
に
カ
占
い
機
は
「
バ

イ
オ
リ
ズ

ム
マ
シ
ン
B
M
3
0

0
」、

「
同
B
M
2
0
0
」、

「
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
の
大
占
術
」

、

「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
占
い

・
サ
イ

コ
ロ
ン
」。

ま
た
T

V
ク
イ

ズ
機
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ク

イ
ズ
統
一期
の
体
操
」
、
「
ド

ク
タ
ー

Q
」
な
ど
。

こ
の
ほ
か
T

V
ゲ
|
ム
機

「
V

S
テ
ニ
ス
」
「
同
麻
後」

(任
天
堂
製
)
、

「
ジ
ェ
ネ

シ
ス
」
(
デ
l
タ
イ
ー
ス
ト

製)、

「プ
ロ
グ
レ
ス
」

(中

央
リ
ー
ス
販
売
製
)
も
展
示
。

参
考
出
品
と
し
て
H
A
L
研

究
所
の
M
S
X
対
応
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
シ
リ
ー
ズ
H

ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
。
を
、
硬
貨
投

入
式
で
各
組
ソ
フ
ト
を
選
択

し
て
プ

レ
イ
で
き
る
ミ
ニ
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
に
て
展
示
し
た
。

一ゲ

i
ム
機
専
用
各
種
平

一
品
類
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

旭
精
工
は
ホ
ッ
パ

ー
の
新

製
品
を
披
露
し
た
ほ
か
、
同

社

一
速
の
ホ
ッ
パ

l
シ
リ
ー

ズ
や
セ
レ
ク
タ
l
シ
リ
ー
ズ
、

部
品
な
ど
を
展
示
し
た
。

ホ
ッ
パ
ー
で
は
直
径
三
十

八
ミ
リ
(
一

ド
ル
硬
貨
大
)
の

大
き
な
コ
イ
ン
ま
で
硲
実
に

ペ
イ
ア
ウ

tす
る
新
製
品
「
モ

デ
ル
D

H
|
7
5
0
」
、
払

出
し
ス
ピ
ー
ド
が
さ
ら
に
能

右
の
写
真
は
占
い
畿
、
ク
イ
ズ
機
を

出
品
し
た
ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

下の写真は 2機種のプライズマ

シン新製品を微震した友栄の小

間のようす。左の機械はそのう

ちの1機種rメリーゴーランド」

で、問機は回転する木馬の上部

にあるカゴにボールを投げ込む

カ
ア
ッ
プ
し
た
新
製
品

「
モ

デ
ル
W
H
|
1
」
の
ほ
か
、

コ
イ
ン
ホ
ッ
パ
l
「
C

H
|

5
0
0
」
、
ミ
ニ
ホ
ッ
パ
l

「
C
A
H
|
l
」
な
ど
。

セ
レ
ク
タ
l
は
電
子
制
御

方
式
の
「
8
1
0
|
E
」「
8

1

0
|
E

S
」。

ま
た
ペ
イ

ア
ウ
ト
ソ
レ
ノ
イ
ド
「
A
E

s
-
-
1
2
」
、
ス
タ
ン
プ

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
l
「
A
S
D

|
L
、
R
」
、
ジ

ョ
イ
ス
テ

ィ
ッ
ク
「
A
J
S
H
」
、
各

種
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ツ
な

ど
を
出
品
し
た
。

グ
ロ
l
リ
l
商
事
は
硬
貨

必
よ
ぴ
紙
特
計
算
機
を
中
心

に
両
替
機
な
ど
を
展
示
。

硬
貨
計
算
機
は
電
子
セ
ン

サ
ー
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
タ

イ
プ

「
C

N
|
叩
」
、

「
C

R
」
な
ど
。
紙
幣
計
算
機
は

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
処
理
の
「

G

F

A
l
H
」
を
ア
ピ
ー
ル
。

両
替
機
で
は
「
E

R
|
刊
」
、

「
E

R
|
刊

A
」
、

「
E
R

ジャレコアーケードキットシステム樋口位
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『

メ

ル
ゲ
l
ム
般
の
位
置
運
営
に
つ
皐
ま
し

τは
、
メ
ダ
ル
ゲ
1
ム

守
っ
て
ご
使
用
下
さ
い
。

JOLLY MONSTER 

右
の
写
真
は
-
-
ま
や
製
作
所
の
小
聞
に
て
、

同
社
は
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
「
ピ
ン
た
て

ゲ
l
ム
』
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た

力
川ぽn

轟
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オ ~.
~ 

若島
:鋭

We[0尼@ロ2ク

JALECO LTD. 
5-24-9 KAMIYOHGA SETAGAYA-KU TOKYO 158. JAPAN 

TEし (03)420-2271

TELEX JALECO J2789 1 

-

( 

ー 、

株式会社三院Lコ
干158東京書官世田谷区上用賀5・24-9

TEL (03)420・2271

TELEFAX (03)420・22ω

ー

，角

砂川
w

-

b
占
泊

M

U

ぉ
¥

{

h
k

t

¥

a

へ
笛
'

-.・一， 
• 、

--

(l 

一

{ 

( 

r 

株式会社バリー・ジャパン
東京都渋谷区道玄坂 IT自14-9 (ソシアル道玄坂)

PHONE 0 3 (4 7 6) 5 9 8 I 〒 150

販売代理唐募集中
メダルゲーム機の設置運営につきましては「メダルゲーム場運営基準」を守ってご使用下さい。
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と
ス
イ
ッ
チ
鰍
を
小
・
心
と
し

た
反
ぶ
内
容
と
な
っ
た
。

操
作
パ
ネ
ル
は
「
C

T
i

h
F
N
H
L

、

「F
U
↑

4
1
1
Q
J
V
F
し
」
、

機
用
専
用
パ
l
ツ
類
を
展
示

「
C
T
1
5

5

5
」
、

「
C

す
る
と
と
も
に
、
各
部
品
を
T
W
1
9

H

H
」
な
ど
同
社

実
際
に
T

V
ゲ
l
ム
機
キ
ヤ
仰
C
T
シ
リ
ー
ズ
H

ほ
か
。

ピ
ネ
ッ
ト
に
取
付
け
、
わ
か
ス
イ
ッ
チ
は
高
速
速
射
ボ
タ

り

や

す

く

紹

介

し

た

。

ン

や

谷

隆

T
V
ゲ
l
ム
機
に

特
殊
ワ
ン
タ
ッ
チ
バ
ネ
ル
、
対
応
し
た
ボ
タ
ン
類
。
ま
た

ワ
ン
タ
ッ
チ
オ
ー
プ
ン
パ
ネ
ジ
且
ラ
コ
ン
製
ジ
ョ
イ
ス
テ

ル
、
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
な
イ

y

ク
も
い
ろ
い
ろ
山
口
問
し

ど
各
純
操
作
絵
、

T
V

モ

ニ

た

。

タ
ー
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
レ
ギ
こ
の
ほ
か
同
社
小
川
で
は

ュ
レ
|
夕
|
、
述
射
ス
イ
ッ
パ
ソ
コ
ン
ゲ
l
ム
川
と
し
て
、

チ
れ
M
側
、
ア
ン
ダ
ー
ポ
ッ
ク
レ
パ
l
と
ボ
タ
ン
部
分
を
別

ス
、
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
に
し
て
、
亦
外
光
線
に
よ
り

ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
、
カ
ウ
織
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
も
プ

ン
タ
l
、
ト
ラ
ン
ス
、
将
屯
レ
イ
で
き
る
、
ビ
ー
ム
ス
テ

袋、

P
ス
イ
ッ
チ
、
レ
ス
ロ
イ

γ
ク」

(
ア
ド
コ
ム
叫

f

ツ
ク
、
ク
レ
ド
l
ル
な
ど
T
制
点
)
を
紹
介
し
た
。

V
ゲ
|
ム
機
に
必
要
な
あ
ら

デ

l
シ
l
パ
ッ
ク
は
為
州

ゆ
る
パ
l
ツ
類
を
反
示
。

屯
制
榔
器
機
会
』
紹
介
し
た
。

セ
イ
ミ
ツ
は
線
作
パ
ネ
ル
・
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
レ
ギ
ュ
レ

( 12) 

ニ l左
ズ 7の
・ム 5写
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圃空 三 -f介 や ホ
r;同国:'fI L各 "/
h帰命柑4 た覆パ・・・園田 勉 セ l
酬 i制 fH空32

の タ袋
小 l晶
聞 な 『
にどモ
て硬デ
貨 ル
メ D
カ H

肺柏崎ATION

左
の
写
真
は
三
和
電
子
の
小
間
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• 
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ゲームマシン

上の写真はTVゲーム徴用パーツ

を展示した光電子繊材の小間

‘"'"・・.

ょの写真健保

作集を中心に

出品したセイ

ミツの小間

ン
グ
屯
源
、
ト
ラ
ン
ス
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
部
品
類
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
用
金
物
部
品

札日。レ
ι
。
寿
販
売
は
テ
ー
ブ

ル
塑
T

V
ゲ
l
ム
機
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

を
紹
介
し
た
。

日
勺
T

V
モ
ニ
タ
ー
を
組

込
ん
だ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
型
」
「
デ
ラ
ッ

ク
ス
取
亡
、
ま
た
伺
モ
ニ
タ

ー
を
組
込
ん
だ
低
側
絡
の
ミ

ニ
・
テ
ー
ブ
ル
別
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
を
、

T

V
ゲ
ー
ム
機
「
パ

チ
フ
ィ
l
パ
l
」

(:・
機
也

子
製
)
の
法
板
を
入
れ
て
山

H

聞
し
た
。
ま
た
M
M
作
パ
ネ
ル

れ
極
を
カ
タ
ロ
グ
に
て
制
介

し
た
。
三
和
電
子
は
T
V
ゲ
l
ム

--w
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-
-
B
1
 .. 
，T
 ・司

砲
且叩

1984年3月15日第232号
.i.fジネパタ ニ 示ム F -， I 
射ヨルネ|タ展 し機 光 IE 30 
スイなル、|示た m電 3C '-
イスど、ラお内 。の 子 '- A 
ツテ操ピパよ 2手 作 機 な|
チイ作ア lひ I.t. 宇f¥材 ど 1

、 ツ パノタ f~ 11- パは・ A
スクネタイ克;純 I T '-
イ 、1レツフフ T ツ V
ツ向各チ dEイ V をゲ
チ述輔パ換ルモ 腿|

「

p
u
p
U
A
A
t
E
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「
P
L
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本 社
〒102東京都千代田区九段階2丁目3-14
湖国九億陶ピJレ
TEし03・262・9111附
大阪s鰍所

〒561大阪府.中市庄内栄町5T自8-11
TEL.06・331・2211附
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上の写真はモニターを中心展示したフォ

ルテ電子、左下の写真はグロ

ーリー商容の小間

火の舗を((. tt 

左

各種景品績を展示した日本娯楽微械オベレーター{協)

の
写
真
は
デ
l
シ
l
パ
ッ
ク
の
小
間

制』グ・・シーパッ ク・6夙“"ω日。

.民.PACKCιLTO-， 
タ

「
官

A
s
k
--

，-酬p・・胡.-. . 

電子ロックを紹介した丸傘

n
L
n
u
n
u
医
1
v
守

L
n民
」

「
F

S
K
i
-
o

o
「

P
4

‘ 

3
0
S

Z
」

K

A
l
l
-
o
0
3
0
 

S

Z
」
、

「
F

K
A
Il
3

0

2

0
Z
Z
」
。
直
流
安
定
化

電
源
「
R
D
l
1
2

3

0
」

の
ほ
か
、
各
M
m
A
C
ア
ダ
プ

タ
ー
、

充
電
器
な
ど
。

フ
ォ
ル
テ
電
子
は

カ

ラ

l

T

V
モ
ニ
タ
ー
を
中
心
に
各

mm
m
品
類
を
出
品
し
た
。

映
像
ハ
日
ゲ
が
R
G
B
前
桜

ド
ラ
イ
ブ
ド刀
式
の
モ
ニ
タ
ー

「
カ
ラ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
」

(
印
刷h
、

m

ma)
を
新
製
品
と
し
て
紹
介

し
た
ほ
か
、
ス
イ
ッ
チ
知
、

作
附
I
C
な
ど
を
以
・
ボ
。

丸
串中
は
夫
利
ロ
ッ
ク
制
点
屯

下
ロ
ッ
ク
を
出
品
し
た
。

砂

V

M
シ
リ
ー
ズ
h

カ
ム

ロ
ッ
ク
、
Jb

B
シ
リ
ー
ズ
。

ラ
ッ
チ
ボ
ル
ト
錠
な
ど
。
ま

た
カ
l
ド
に
理
込
ん
だ
永
久

磁
石
の
信
号
を
I

C
で
取
出

す
新
開
発
ロ
ッ
ク
「
キ
i
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」
を
紹
介
。

東
京
日
光
堂
は
業
務
川
カ

ラ
オ
ケ
を
中
心
に
、
そ
の
閲

述
製
品
を
展
示
し
た
。

「
ハ
イ
キ
ヤ
ツ
ス
ル

K
|

2

0

0

0
」
、
「
C
D
プ
レ

イ
ヤ
ー
」
、

「
B
M
B
ス
ピ

ー
カ
ー
」
、

「
デ
ジ
タ
ル
エ

コ
|
」
、
テ
l
フ
な
ど
。

日
本
銀
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
舗
は
、
川
組
A
H
級
い
の

プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
則
景
品
、

シ
ー
ル
類
な
ど
を
展
示
。

1"、

， 

ーフjbG込QリフJ* 
を起こせ。

女

奇，...、

， 

ハローキティ
「マイJ'¥)レーン」

(ォ人乗り)

音楽万歳れると

軽やかに賠れる

価格 580，000同

たゆまぬ努力で正しいコースを

マイボート(2人乗り)620，000同
マイスクール〈 ノノ )620，000円

手塚商会
干663兵庫県凶富市白'jA公開T16-15 T E L 0798-66-0811(代)

リプル・ラブル

私たちはギャンブル機やコ ピー機のない、

PC8キット価格

140，000円
〈コンパネ{すき〉

ポー}lノポジションII

コックピットタイプ
謝恩価格 720，000円

ポールポジションII

戸ッフライトタイプ
価喝 880，000円

r‘ 

健全なAM業界をめざしています。



(15) 1984~手3 月 15日第232号 ゲームマシン 第三l<lltr.便物.zuf 

PTL.シリーズ第3弾y

者<~ )ト
‘-

【 ゲームは 1 月~対2 P側の対戦で攻守交糊l 】
ジャンプタックルもできるデ4フェンスt二、どう攻懇するかf

目的はーつn ファーストダウンを阻止し て攻穆織をうばえ F

それぞれの作戦と、録作テワ=ッワで勝利“V~ 一一一一

81O.E 

血時1)'8'>，)l-苛
_ Y_13-草許可エ

~\/クヲ-~

..L堪のメ11式ヲベフ-C
V

官~:\-:\¥;¥:可証r

刷圃府咽鰍w圃内W時AIIE幅引"'"・c・M8C活情噛. アイレム株式会社
EM (ORPORAIIO闘

-販売本邸/大阪市北区西天満1丁目7・4 協和中之島ピル TEL. 06(312) 1300側
Kyow・N・H同 shim・Bld'. I・?・4.Nishit.咽..K・l..ku.O柑同 530，J・P・内 Pho冊。6<引 2)1 30~ T・1・k63074 ・3臣家販突事務所/東京都千代閏区猿楽町1丁目5・1 重量島屋本庖ピル TEL，03(295)5951(it) 
.松原センター/大阪府松原市西大嫁1丁目5-16 TEし 0723(33) 5B20(サービス)

.本社/大阪府松原市西大1.i1丁目3・29 TEし 0723(32)4754(総務)
一

810-Eシリーズ

メカ+電子の時代 810・ES Y 100 

810・E ￥500 

ロケーシヨ、 810-EC US25 <t 

必ずカウンターとキャッシュボックスのコ

イン枚数は一致します。
810-EF その他コイン

投入口一『

スパンスプリング

電子の自
('州、して11itAe)
完峨に見分け d“
| 従来のメカ式タイプのセレクタ-

720・A/B
(Y 100、￥50)

730-A/B 
(γ50ω問中)
他各種メタル用j

.、.、‘ 
返却レハー . 

返却口-4 !。

瑳
もIlO愈元し玄J:'i，; I耳入f{þUjl~丹正利l.( .J.

ム&.<1:((1.'I，，'~'仔領主寧ガ:.t~~止、'1.\:~序 l ，人

堅 1<.喝償霊を泌すし す守到、J;t 1.' I':.HJI -r~ 

芹 にのっ代るよとじも6りまヨのC.')lj~，_Jl

bil'~嶋入i企向考手伝、つ均J.)嘗~ttll ，-Jι'. 
由自ゑl:~/Ff 111 

代設取締役安部 質

信頼と後術のふれあい
生乞
Eコ

_M路工椋式合臨E
flll9明月初旬:/.・，JD官制民，:V' ，'1 ¥，廿 't，lVA
1司.1[( (1'1， 1'-1 81リ・ μ "f・hf.し'事"1
配(!l附叫1:)♂ 1'¥1 '1'1111句" 舶rii:匂i，f，・I，" 
(.11') -flf:' 蝿)Irt WU，~ ~l~(H';: "_Jí~r.fk'打

1.'1'前(1尚C，1ラCll'ι♂れておりU<10 
ニHι町L'尚治の 1L" Ii! "'-止、'~IJ惜別jも似しlこ

. ，.y.納 I~*t土;t I二

{革、 14策M宛1.
カ9ログをご務
求下さい

本社・本社営撲部東京都港区南青山2・24・15青山タワービル2F〒107~03(401)618 1 

営撲所/東 京都台東区竜泉 3- 7 - 3〒110~03(876)3405 

1984年3月15日第232号 ゲームマシン 指=.IUII泌物Il!"f (14 ) 

r 

ーー 画

，、

.. ‘ 、
tJら

¥司、

..... 
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・親があがれば勝ち得点は倍。

，Lーづ】L

utsu 
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「パックマン」ゲームを

ビデオゲーム

権

• 
rKCマンチキンJの
倣したホーム

は
、
特
許
法
が
課
す
条
件
や
制
限
に
服

す
る
こ
と
な
く

『ア
イ
デ
ィ
ア
』
の
独

占
を
著
作
権
者
に
与
え
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
」

「表
現
が
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
な

に
も
新
し
い
も
の
ま
た
は
追
加
的
な
も

の
を
提
供
し
な
い
と
き
は
、
ア
イ
テ
ィ

ア
と
表
現
と
は

一
体
で
あ
る
。

文
芸
の
著
作
物
に
附
し
て
は
、
務
干

の
裁
判
所
は
、
よ
く
似
た
、宅
要
場
耐
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
。
主
要
州
場
町

は、

「あ
る
、
主
題
を
扱
う
に
あ
た
っ
て

実
際
L
L
不
可
欠
の
、
ま
た
は
少
な
く
と

も
撚
準
的
な
で
き
ご
と
、
登
場
人
物
ま

た
は
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」
を
言
う
。(
判
例

引
用
)
こ
の
よ
う
志
き
ま
り
き
っ

た
文

芸
の
考
案
物
は
、
著
作
権
に
よ
っ
て
保

泌
さ
れ
な
い
。

「
文
芸
的
な
も
の
で
あ

れ
非
文
芸
的
な
も
の
で
あ
れ
、
共
通
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
表
現
す
る
の
に
さ
ま
り

き
っ
た
形
式
し
か
な
い
よ
う
な
場
合
に

必
然
的
に
出
て
く
る
表
現
の
頬
似
組
は
、

著
作
権
一科
書
の
訴
訟
原
因
と
な
る
類
似

性
の
認
定
を
も
た
ら
さ
な
い
。
」

ω

ヨ

ヨ言
。『・

間

5
0
2〉
〕[
】]
乞

Z
N∞
裁

判
所
は
、
脅
か
れ
た
ゲ
ー
ム
の
ル
ー

ル

に
つ
い
て
こ
の
慨
念
を
用
い
た
。

カ
ル
パ
キ
ア
ン
挙
件
そ
の
他
の
判
例

が
示
す
よ
う
に
、
あ
る
作
品
に
表
作
縦

が
あ
る
と
い

っ
て
も
、
保
護
の
範
闘
が

は
っ
き
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
カ
ル
パ
キ
ア
ン
ギ
件
は
、
保
議
の

ス
ペ
ク
ト
ル
の
末
端
を
一ホ
す
も
の
と
し

て
参
考
に
な
る
。
作
品
に
具
体
的
な
表

現
が
多
い
ほ
ど
、
カ
ル
パ
キ
ア
ン
事
件

の
焼
ピ
ン
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
、
広
い
著

四

早稲田大学教授土井輝生
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事

実

原
告
ア
タ
リ
祉
と
ミ
ッ
ド
ウ

L
l
祉

は
、

「
パ
ッ
ク

マ
ン
硯
聴
覚
符
作
物
」

に
刈
す
る
登
銑
著
作
権
に
ぷ
づ
き
、
パ

ッ
ク
マ
ン
に
つ
い
て
合
衆
問
の
排
他
的

権
利
を
持

っ
て
い
る
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
コ
イ
ン
操
作
ア
ー

ケ
ー
ド
刷
用
を
販
売
し
て
お
り
、
ア
タ
リ

は
間
取
近
ホ

l
ム

・
ビ
デ
オ
版
の
販
売
を

開
始
し
た
。
被
告
ノ
|
ス

・
ア
メ
リ
カ

ン

・
フ
ィ
リ
ソ
プ
ス
社
は
、
オ
デ
ィ
セ

イ

・
ホ
ー

ム

・
ビ
デ
オ
ゲ

i
ム
の

一
部

と
し
て
「
K
C
マ
ン
チ
キ
ン
(z
s
nr
r
g
)」

を
開
発
し
、
パ

ー
ク

・
マ
グ
ナ
ボ
ッ
ク

ス

・
ホ
ー
ム

・
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン

ト

・
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
却
完
り
を
し
て

い
る
。
ミ
ッ

ド
ウ
ェ

ー
と
ア
タ
リ
と
は
、

K
C
マ
ン
チ
キ
ン
が
著
作
権
法
第

一
O

六
条
と
第
丘

O
↑
粂
に
逃
-
反
し
て
バ
ッ

ク
マ
ン
に
お
け
る
原
告
の
著
作
権
を
慢

害
す
る
、

K
C
マ
ン
チ
キ
ン
を
販
売
す

る
ノ

l
ス

・
ア
メ
リ
カ
ン

・
フ
ィ

リ

ッ

プ
ス
の
行
為
は
イ
リ
ノ
イ
州
統

歎

附

的
取
引
凶
行
法
お
よ
び
コ
モ
ン
ロ
ー
に

違
反
す
る
不
正
競
争
で
あ
る
と
、
主
張
し

て
、
連
邦
地
万
裁
判
所

(
イ
リ
ノ
イ
北

部
地
灰
)
に
訴
、
え
を
提
起
し
た
。
地
方

裁
判
所
は
、
原
告
の
ど
ち
ら
の
請
求
に

つ
い
て
も
本
案
に
つ
い
て
勝
訴
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
い
と
判

示
し
て
、
原
告
の
予
備
的
表
止
命
令
の

巾
立
て
を
却
下
し
た
。

原
告
は
、
合
衆
国
役
訴
裁
判
所

(
第

ヒ
巡
回
区
)
に
控
訴
し
た
。

判

決

著
作
権
侵
害

-

時
害
を
立
証
す
る
に
は
、
原
告

が
有
効
な
著
作
権
を
所
有
し
て
い
る
こ

と
と
、
被
告
が
「
コ
ピ

i
」
し
た
こ
と

と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

コ

ピ
ー
し
た
こ
と
の
直
後
証
拠
が
得
ら
れ

な
い
場
合
が
多
い
た
め
、
被
告
が
著
作

ιァ作
権
保
殺
を
交
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の

ス
ペ
ク
ト
ル
の
反
対
の
端
に
は
、
比
較

的
単
純
な
主
題
の
も
と
に
非
常
に
復
維

な
ま
た
は
奇
相
心
的
な
芸
術
的
表
現
が
支

配
す
る

「
最
も
強
い
」
若
作
物
が
あ
る
。

4

原
告
の
視
聴
覚
著
作
物
は
、
本

来
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ゲ

1
ム

て
あ
る
。
し
か
し
、
M

仰
の
ピ
ン
と
は
災

な
り
、
少
な
く
と
も
限
ら
れ
た
範
聞
に

お
い
て
、
そ
れ
が
表
現
さ
れ
た
具
体
的

な
形
態

(形
状
、
大
き
さ
、
シ
ー
ケ
ン

ス
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
及
び
肖
)
は
、

「
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
新
し
い
ま
た

は
追
加
的
な
」
な
に
か
を
供
す
る
も
の

で
あ
る
。
分
離
の
恭
尚
早
を
適
用
す
る
に

あ
た
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、
原
告
の
ゲ

ー
ム
は
、
だ
れ
か
が
そ
の
よ
う
な
ゲ

i

ム
の
ル

l
ル
を
考
案
す
る
と
き
の
よ
う

に
、
か
な
り
抽
象
的
な
一
言
築
に
よ
っ
て

王
線
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

、

土弁輝生氏の略慶 大正15年 9 月 5 日生れ。 昭和29~手

早稲田大学大学院法学研究科修士課程修了、その後32
~まで米国へ留学ミシシッピ一大学、ハーバード大学

で法学を勉学、 33年早稲田大学に勤務、現在は法学部

教授(園際私法、工業所有権j去)。文化斤の著作権審繊

会委員、著作権法学会会長などを兼任している。

と
認
め
る
。
パ
ッ
ク
マ
ン
は
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
中
心
人
物
を
、
迷
路
の
い
ろ
い

ろ
な
通
路
を
、
独
L
A
に
迷
路
を
移
動
す

る
敵
ま
た
は
追
跡
人
物
と
術
突
し
な
い

よ
う
に
導
い
て
点
を
か
せ
ぐ
、
迷
路
追

跡
ゲ
|
ム
で
あ
る
。
一

定
の
条
件
の
も

と
で
、
こ
の
中
心
人
物
に
は
、
敵
を
追

跡
し
て
こ
れ
に
勝
ち
、
ボ
ー
ナ
ス
点
を

稼
ぐ
力
を

一
時
的
に
与
、
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
聴
覚
的
な
跡
的
成
部
分
と
視
覚
的

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
詳
細

と
は
、
こ
の
ゲ

l
ム
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」

の
著
作
権
保
護
を
受
け
る
表
現
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
パ
ッ
ク
マ
ン
著
作

物
の

一
定
の
表
現
物
は
、
主
要
場
耐
と

し
て
扱
い
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
コ

ピ
l
に
対
し
て
だ
け
保
識
を
与
え
る
べ

き
で
あ
る
。
迷
路
と
得
点
表
示
板
は
、

標
準
的
な
ゲ
ー
ム
の
デ
ィ
パ
イ
ス
で
あ

る
。
そ
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
山
口
に
は
、

一
般
的
に
使
わ
れ
る

「取
り
阿
む
」
慨

念
を
迷
路
追
跡
ゲ
ー
ム
に
適
合
さ
せ
た

も
の
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
問
機
に
、

ド
ッ

ト
の
使
川
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
尖

績
を
計
算
し
、
刑
判
点
数
に
よ
っ
て
表
わ

し
、
進
捗
状
況
を
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
知
ら

せ
る
手
段
で
あ
る
。

K
C
マ
ン
チ
キ
ン

の
迷
路
の
デ
ザ
イ
ン
、
得
点
表
示
板
及

び

「
ド
ッ

ト
」
は
、
ゲ
ー
ム
と
密
按
な

関
連
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
だ

け
で
は
、
侵
山
A
H

の
設
定
を
妨
げ
る
に
十

分
な
ほ
ど
違
っ
て
い
る
。

地
方
裁
判
所
の
判
決
を
く
つ
が
、
え
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
パ
ッ
ク
マ

ン

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
実
質
的
な
利
用

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
心
人
物
を
「
ゴ

ブ
ラ
|
」
と
表
現
し
、
追
糊
す
る
人
物

，胸、

権
の
あ
る
著
作
物
に
接
近
し
、
か
っ
、

被
告
の
著
作
物
が
前
者
と
実
質
的
に
類

似
す
る
場
合
に
は
、
コ
ピ
ー
が
な
さ
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
当
事
者
は
、

原
告
の
著
作
権
の
有
効
性
と
被
告
の
接

近
に
つ
い
て
争
わ
な
い
か
ら
、
地
方
裁

判
所
は
実
質
的
類
似
性
の
問
題
に
つ
い

て
だ
け
判
示
し
た
。

若
干
の
裁
判
所
は
、
笑

質
的
類
似
性

の
纂
準
を
プ
つ
の
部
分
に
分
け
て
判
断

し
た
。
ー

ー

ω被
告
が
原
止
口
の
著
作
物

を
コ
ピ
ー
し
た
か
。

ωコ
ピ
ー
が
あ
っ

た
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
れ

が
不
当
な
利
用
と
る
る
程
度
で
あ
る
か
。

当
裁
判
所
の
分
析
は
、
こ
の
幕
、
準
の
第

2
の
部
分
と
「
通
常
の
観
察
者
」
の
反

応
と
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
基
準
は
被
告
の
著

作
物
が
原
告
の
著
作
物
と
よ
く
似
て
い

て
、
通
常
の
合
畑
一
的
な
人
が
被
告
は
原

告
の
保
議
さ
れ
る
表
現
の
笑
質
的
か
っ

側
倫
あ
る
資
料
を
不
法
に
利
用
し
た
と

結
論
す
る
か
、
で
あ
る
。
・

・
「
著
作
権
適
格
な
著
作
物
に
与

え
ら
れ
る
保
護
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
表

現
に
だ
け
及
び
、
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体
に

は
反
ば
な
い
と
い
う
の
が
著
作
権
法
の

謀
本
原
理
で
あ
る
。
」

(
判
例
引
用
)

「
特
許
と
追

っ
て
、
著
作
権
は
開
示
さ

れ
る
校
術
に
対
し
て
排
他
的
権
利
を
与

え
る
も
の
で
は
な
い
。
保
護
は
、
ア
イ

デ
ィ
ア
の
表
現
に
対
し
て
だ
け
与
え
ら

れ
、
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体
に
は
与
え
ら
れ

な
い
。

」

(
判
例
引
用
)
一

九
七
六
年

著
作
権
法
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

・
表

現

の

一分
法
を
法
典
化
す
る
も
の
で
あ

る

(第

.
0
・
一条

ω)。従
っ
て
、
「
原

告
の
著
作
物
と
被
告
の
著
作
物
と
の
問

の

唯

の

類

似

性

が

州
象
的
な
ア
イ
デ

ィ
ア
の
類
似
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
実
質

的
類
似
性
は
な
く
、
健
室
一
回
は
成
立
し
な

い
。
」

ω

Z
5
5
雪

間

5
・0ω
〔〉〕
{
H

〕
ゆ

白

門

戸

ω
l
H申
.

2

こ
の
こ
と
か
ら
、
若
作
権
保
護

は
ゲ
ー

ム
そ
の
も
の
に
は
及
ば
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ニ
マ

|
教

間
以
が
一
言
う
よ
う
に
、
「
と
も
あ
れ
、
ゲ
ー

ム
に
関
し
て
は
、
限
定
さ
れ
た
著
作
権

保
護
が
与
え
h

」り
れ
る
。
:・

:ω比
較
的

わ
ず
か
な
美
術
的
表
現
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
れ
ば
、

・・・

ゲ

ー

ム
ボ
ー
ド
や
カ
ー
ド
の
パ
タ
ー
ン
ま

た
は
デ
ザ
イ
ン
を
絵
画
ま
た
は
図
形
の

を

「
ゴ
ー
ス
ト

・
モ
ン
ス
タ
ー
」
と
表

現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ソ
ク
マ
ン

は
概
念
的
に
類
似
の
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
か

ら
区
別
さ
れ
る
。

コ
フ
リ

l
X
」
や
ノ

|
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン

・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の

「
テ
イ
ク

・
ザ

・
マ
ネ

l
・
ア
ン
ド

・

ラ
ン
」
の
よ
う
な
他
の
ゲ
|
ム
を
見
る

と
、
談
本
的
な
迷
路
追
跡
ゲ
ー
ム
を
違

っ
た
方
法
で
表
現
で
・さ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
パ
ッ
ク
マ
ン
の
梨
本
的
な
ゲ

l
ム

の
解
釈
は
、
非
暴
力
的
な
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
印
象
を
作
り

出
す
こ
と
を
意
同
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の
は
、
・
「ゴ

ブ

ラ

|
」
や
「
ブ

ー
ス
ト

・
モ
ン
ス
タ

ー
」
を
用
い
る
こ
と
を
教
え
な
い

。
こ

れ
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
現
実
の
世

界
と
は
関
係
の
な
い
、
ま
っ
た
く
架
空

の
創
造
物
で
あ
る
。

ノ
l
ス

・
ア
メ
リ
カ
ン

・
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
は
、
泉
本
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

採
用
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

K
C
マ
ン

チ
キ
ン
を
バ
ッ
ク
マ
ン
と
実
質
的
に
類

似
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
描
写
し
た
O

K
C
マ
ン
チ
キ
ン
の
ゴ
ブ
ラ
ー
は
、
「
休
」

の
比
較
的
大
き
さ
及
び
形
状
、

V
字
型

の

「
口
」
、
開
州
車
告
な

コ
プ
リ
ン
グ
行
動

(適
切
な
苛
が
と
も
な
う
)
、
む
ら
び

に
捕
え
ら
れ
た
と
き
に
消
え
去
る
方
法

を
含
め
て
、
い
く
つ
か
の
非
常
に
類
似

し
た
様
相
を
持
っ
て
い
る
。

K
C
マ
ン

チ
キ
ン
の
ゴ

ー
ス
ト

・
モ
ン
ス
タ
ー
を

検
併
す
る
と
、
も
っ
と
顕
著
な
視
覚
的

餓
似
性
が
見
ら
れ
る
。
大
き
さ
、
形
状

及
び
行
動
の
態
桜
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
は
パ
ッ
ク
マ
ン
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、

K
C
マ
ン
チ

キ
ン
の
モ
ン
ス
タ
ー
の

「白
」
や
「脚
」

の
特
殊
な
動
き
は
、
同
じ
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
同
ゲ
ー
ム
は
、
役
訓
の
い父
殺
と

「
再
生
さ
せ
る
」
プ
ロ
セ
ス
が
非
常
に

よ
く
似
て
い
て
、
通
常
の
観
察
者
は
ノ

|
ス

・
ア
メ
リ
カ
ン

・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

が
原
告
の
パ
ソ
ク
マ
ン
を
コ
ピ
ー
し
た

と
結
論
せ
芯
る
を
符
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

被
告
は
、
具
体
的
な
相
違
点
の
リ
ス

ト
を
提
示
す
る
。
と
く
に
、
動
く
ド
ッ

ト
の
概
念
、
迷
路
の
相
逃
な
ら
び
に
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
制
限
及
び
色
彩
の
違
い
な

ど
で
あ
る
。
被
告
は
、
こ
れ
ら
の
相
巡

の
た
め
に
尖
質
的
類
似
性
は
な
い
と
、
半

張
す
る
。
地
方
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
阿

立
し
た
。
多
く
の
相
違
は
通
常
の
観
察

戸価値あるこユーマシンをディストリビュートするィ
著
作
物
と
し
て
著
作
権
適
格
な
も
の
と

な
る
。
」

H
Zヨ
ヨ
雪

間
ど
∞
〔民〕〔
ω
)

連
邦
控
訴
裁
判
所

(第
二
巡
回
区
)
は
、

こ
の
原
則
を
認
め
て
、
「
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
」
と
呼
ば
れ
る
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
「
映

像
お
よ
び
背
の
実
質
的
部
分
の
反
覆
シ

ー
ケ
ン
ス
」
を
視
聴
覚
著
作
物
と
し
て

著
作
権
通
俗
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
ス

タ
ー

ン

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
対
カ

ウ
フ
マ
ン
(
オ
ム
ニ
社
)
事
件

(
十
九

八
二
年
)。

本
件
控
訴
は
、
パ
ッ
ク
マ

ン
の
よ
う
な
視
聴
覚
著
作
物
に
与
え
ら

れ
る
著
作
権
保
護
の
範
囲
と
い
う
関
連

問
題
に
つ
い
て
判
示
す
る
こ
と
を
当
裁

判
所
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す

る
に
あ
た
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、
ま
ず
、

パ
ッ
ク
マ
ン
に
お
け
る
保
護
す
る
こ
と

が
で
き
る
表
現
の
形
態
を
ゲ

l
ム
自
体

か
ら
切
り
総
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

ア
イ
デ
ィ
ア
と
表
現
の
区
別
に
迎
附

さ
れ
る
リ
ト

マ
ス
紙
試
験
方
法
は
な
い
。

こ
の
決
定
は
、
必
然
的
に
主
観
的
で
あ

る
。

ハ
ン
ド
判
事
が
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
「
明
ら
か
に
、
模
倣
者
が
い
つ

『
ア

イ
デ
ィ
ア
』
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
を
越

え
て
、
そ
の
『
表
現
』
を
借
用
し
た
か

に
つ
い
て
原
則
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き

な
い

。
従

っ
て
、
決
定
は
、
そ
の
場
限

り
の
も
の
と
成
ら
、さ
る
を
得
主
い
。
」

(判
例
引
用
)
と
も
あ
れ
、
裁
判
所
や

論
評
者
は
、
い
く
つ
か
の
有
用
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
考
、え
だ
し
た
。

ニ
コ
ル
ス
対

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル

・
ピ
ク
チ
ャ
!
ズ
社
事

件

(第
一
巡
回
区

一
九
三

O
年
)
に
お

い
て
、

ハ
ン
ド
判
事
は
、現
在
で
は
「
分

離
の
装
準
」
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
を

考
え
だ
し
た
。

「
ど
ん
も
著
作
物
に
つ
い
て
も
・-

で
き
ご
と
の
中
か
ら
よ
り
多
く
の
も
の

を
除
く
と
、
附
明
大
す
る
普
遍
性
の
非
常

に
多
く
の
パ
タ
ー
ン
が
問
機
に
よ
く
適

合
す
る
。

・
・
:
こ
の

↑
速
の
分
離

の
過

程
に
お
い
て
、
も
は
や
保
護
さ
れ
な
く

な
る
点
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

劇
作
家
は
、
表
現
を
除
い
て
は
財
産
権

が
及
ば
な
い
『
ア
イ
デ
ィ
ア
』
の
使
用

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
境
界
線
を
同

定
し
た
者
は
な
い
。
ま
た
、
だ
れ
も
こ

れ
を
画
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い

。
演

劇
に
つ
い
て
は
、
論
争
は
、
主
と
し
て

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
で
き
ご
と
の
シ
ー
ケ

ン
ス
と
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

，.. 

ワイルドライド

ジェットコースターをよ

けながらゴールをめざす

ミスター・ドゥズリプル・ラブル

8方向のツインレバーで

パシシ(囲む)するゲーム

本
質
で
あ
る
。
」
(
判
例
引
用
)

こ
の
「
犠
準
」
は
、
繰
り
返
す
パ
タ

ー

ン
を
非
常
に

一
般
的
な
主
題
に
分
離

す
る
こ
と
が
で
き
る
演
劇
著
作
物
、
文

芸
著
作
物
及
び
映
画
の
分
析
に
お
い
て

は
有
用
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

3

関
連
す
る
概
念
は
、
ア
イ
デ
ィ

ア
と
表
現
の

一
体
性
の
概
念
で
あ
る
。

ア
イ
デ
ィ
ア
と
表
現
と
を
区
別
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
著
作
権
は
、

ま
っ
た
く
同

一
の
コ
ピ
ー
に
対
し
て
だ

け
し
か
保
護
を
与
え
な
い
。

ハ
l
パ
ー

ト

・
ロ
ゼ
ン
サ

l
ル
。

ジ
ュ
ウ
ル
リ
社

対
カ
ル
パ
キ
ア
ン
ド
事
件

(第
九
巡
回
区

.
九
七

一
年
)
は
、
よ
い
例
で
あ
っ
て
、

こ
の
限
定
に
つ
い
て
よ
く
論
じ
て
い
る
。

原
告
は
、
主
ム
似
で
飾

っ
た
騰
の
形
を
し

た
ピ
ン
を
作
っ
た
被
告
に
対
し
て
、
著

作
権
問
答
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
裁
判

所
は
、
原
告
の
著
作
権
の
有
効
性
を
認

め
た
が
、
実
質
的
な
類
似
性
が
な
い
と

認
定
し
た
。

「
桜
一
本
的
に
危
い
の
は
、
著
作
者
の

独
占
の
範
聞
で
あ
る
。
ー
ー
議
会
は
ど

の
く
ら
い
大
き
い
活
動
分
野
に
つ
い
て

著
作
権
者
に
他
人
を
排
除
さ
せ
る
こ
と

を
意
図
し
た
か
。
当
裁
判
所
は
、
宝
行

で
飾
っ
た
蜂
の
ピ
ン
は
、
議
会
が
特
許

な
く
し
て
公
の
市
場
か
ら
潟
保
し
よ
う

と
し
た
範
囲
よ
り
も
大
き
い
私
的
な
保

問
地
で
あ
る
と
考
え
る
。
従

っ
て
、
宝

石
で
飾

っ
た
蜂
の
ピ
ン
は
、
被
告
が
'同

由
に
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る

『
ア

イ
デ
ィ
ア
』
て
あ
る
。
原
告
は
、
こ
れ

に
同
意
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
原
告

は
、
宝
石
で
飾
っ
た
蜂
の
ピ
ン
を
製
造

し
販
売
す
る
こ
と
が
て
き
な
い
と
い
う

請
求
を
否
認
し
、
原
告
の
宝
石
で
飾
っ

た
脇
陣
の
ピ
ン
の
『
ア
イ
デ
ィ
ア
』
の
意

貯
ま
た
は

『表
現
』
だ
け
が
原
告
の
者

作
権
に
恭
づ
い
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
。
困
難
な
の
は
、
記
録
の

上
で
は
、
吋
ア
イ
デ
ィ
ア
』
と
そ
の
『
表

現
』

と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。
原
告
の
ピ
ン
と
被
止
門
の

ピ
ン
と
の
問
に
は
、
宝
石
て
飾
っ
た
降

の
形
態
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
必
然
的

に
牛
じ
る
類
似
性
以
上
の
も
の
は
な
い

。

『
ア
イ
デ
ィ
ア
』
と
そ
の
『
表
現
』

と
が
こ
の
よ
う
に
不
可
分
で
あ
る
閥
均
令

に
は
、
『
表
現
』
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情

の
も
と
で

『表
現
』
を
保
護
す
る
こ
と

RIOE WILO Mr. 00'5 RABBLE しIBBLE
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お
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
が
、
『
原

告
の
表
作
物
と
被
告
の
著
作
物
の
附

の

わ
す
か
な
相
述
に
よ
っ
て
は
」
、
そ
の

他
の
点
に
つ
い
て
州
諸
作
物
が
実
質
的

に
煩
似
し
て
い
れ
ば
、
『
ハ
H
Iけ
の
認
定

は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
」
(
判
例
引
用
)

村
山
内
を
立
証
す
る
に
は
、
正
柑
仰
な
似
制
点

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
ほ
と
ん
ど

M

.
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
必
.
安
は
な

い
。
「
川
町
さ
に
は
:
:
:
盗
作
を
逃
れ
る

た
め
に
見
せ
か
け
の
変
更
を
加
え
た
、

若
作
物
の
内
容
を
採
別
し
、
模
倣
し
、

転
移
し
ま
た
は
再
生
す
る
い
ろ
い
ろ
な

態
様
も
含
ま
れ
る
。
」
(
判
例
引
用
)

二
つ
の
著
作
物
を
比
較
す
る
に
あ
た
っ

て
、
地
方
裁
判
所
は
、

一
定

の
相
違

の

詳
細
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
も
っ
と
は
っ

き
り
し
た
類
似
点
を
鉱
山
視
し
(
ま
た
は
、

少
な
く
と
も
検
討
し
な
か
っ
た
)
ょ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
通
常
の

観
察
者
の

桜
本
の
必
袋
条
件
は
、
一
つ
の
梓
作
物

の
問
の
こ
ま
か
い
相
巡
で
は
な
く
て
、

全
体
的
な
頬
似
で
あ
る
。
ノ

ー
ス

・
ア

メ
リ
カ
ン

・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
依
拠
す

る
変
.
史
の
性
質
は
、
故
意
に
以
作
の
斡

作
物
を
コ
ピ
ー
し
た
範
阿
を
強
訓
す
る

た
け
で
あ
る
。
実
質
的
に
矧
似
す
る
か

を
決
定
す
る
た
め
て
つ
の
者
作
物
を
分

析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
裁
判
所
は
、

木
・
を
比
て
議
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い

。

.
定
め
相
逃
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を

持
っ
か
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
考
慮

す
べ
き
要
素
の

一
つ

は
、
保
護
さ
れ
る

原
告
の
資
料
の
性
質
と
、
そ
れ
が
表
明

さ
れ
る
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
は
、
画
家
の
絵
画
や
そ
の
他

の
視
聴
覚
著
作
物
と
述
っ
て
、
芸
術
的

な
表
現
の
微
妙
な
相
違
に
関
心
を
持

っ

て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
非
差
別
的

な
彼
聴
お
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ

る
。
バ
ヴ

ク
マ
ン
の
よ
う
な
ゲ

l
ム
の

主
た
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
激
し
い

競
争
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
刺
激
に

あ
る
。
ゲ
ー
ム
の
プ
レ

l
に
タ
中
に
な

っ
て
い

る
者
は
、
多
く
の
小
さ
い

相
巡

の
ぷ
側
を
「
見
逃
し
」
『
そ
の
裕
史
的

ア
ヒ

l
ル
を
同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
。
」

被
告
と
地
万
裁
判
所
の
命
令
は
、
動

く
ド
ッ
ト
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
選
択
す
る

迷
路
の
形
が
多
胎
で
あ
る
こ
と
と
に
よ

っ
て

K
C
マ
ン
チ
キ
ン
の
プ
レ
ー
は
辿

う
こ
と
を
強
調
す
る
、
し
か
し
、

著
作
権

AComi個 IFun Pack剖
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いは山内
訴
訟
の
焦
点
は
、
川
附
議
さ
れ
る
表

現
の
類
似
性
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
相
述

に
よ
っ
て

K
C
マ
ン
チ
キ
ン
の
悦
党
的

印
象
を
変
え
る
限
度
に
お
い
て
も
、
ハ
日

常川
の
削
船
ん
口
一
応
を
妨
げ
る
に
は
不
卜
分
で
あ

る
。

「
夫

質
的
な
精
分
を
取
リ
入
れ
た

と
い
う
だ
け
で
卜
分
で
あ
る
ョ
刺
山
切
い
引

は
、
そ
の
者
作
物
の
な
か
で
ど
れ
だ
け

浴
作
し
た
部
分
が
な
い
か
を
立
証
し
て

も
、
HH
吹
田
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き

な

い
。
」
(
判
例
引
用
)
2
-Y
M
色
白
Fg
'

脈
血
門
の
著
作
物
の
実
質
的
部
分
を
成
す

事
唄
|
|
す
な
わ
ち
、
原
告
に
と
っ
て

価
航
あ
る
事
刷
|
|
に
つ
い
て
類
似
性

が
あ
れ
ば
、
侵
害
を
認
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ω
Z
-ヨヨ
告
・胡

E
ao
ω
{〉
〕

[
M
デ

2

5
1
2
g
l
ωN・

K
C
マ
ン

チ
キ
ン

が
、
綬
の
迷
路
の
形
態
を

mい

た
他
の
ゲ

i
ム
モ

l
ド
を
持
っ
て
い
る

こ
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

当
裁
判
所
が

関
心
を
持

っ
た
だ
4

つ
の

モ

l
ド
は
、

パ
ッ
ク
マ
ン
の
持
つ
も
の
と
む
ら
類
似

す
る
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
用
い
る
モ

l
ド

で
あ
る
。

他
の
刈
例
は
、
川
憾
に
、
・
-

つ
め
悦
聡
党
ゲ

l
ム
を
比
較
す
る
に
あ

た
っ
て
、

「
ア
ト
ラ
ク
ト
」
モ

l
ド
を

ー
プ
レ

l
」
モ

l
ド
か
・
句
切
り
熊
し
た

そ
の
卜
、
パ
ッ
ク
マ
ン
の
制
措
引
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
だ
け
で
も
、
実
質
的
な
価
偵

の
あ
る
資
料
で
あ
る
。

向
著
作
物
の
日
に
よ
る
比
較
に
ぷ
づ

き
、
当
裁
判
所
は
M
m
告
が
明
確
に
勝
訴

の
可
能
性
を
立
献
し
た
と
結
論
す
る
。

パ
ッ
ク

マ
ン
と
「
ま
っ
た
く
同

一
」
で

は
な
い
が
、

K

C
7
ン
チ
キ
ン
は
パ
ッ

ク
マ

ン
の
「
全
体
的
な
概
念
及
び
感
じ
」

を
補
犯
す
る
も
の
で
あ
り
、
パ
ッ
ク
マ

ン
と
実
質
的
に
類
似
す
る
。

H

回
復
不
能
の
損
害
、
原

被
告
各
自
が
受
け
る
苦
痛
の
比

較
、
公
共
の
利
益

(符
略
)

I
 
I
 
I
 
結
論

州
符
作
物
は
実
質
的
に
知
似
し
て
い

な
い
と
い
う
地

M
政
判
所
の
紡
潟
は
明

ら
か
に
ぷ
り
で
あ
り
、
川
仙
批
判
所
が
，
す

倒
的
法
止
命
令
を
山
山
す
の
を
航
絶
し
た

こ
と
は
必
祉
の
概
別
で
あ
る
ロ
本
件
は

小
川
内
訴
で
あ
る
の
で
、
山
X
J
絞
判
所
の

判
決
は
原
作
の
品
川
水
の
本
案
に
つ
い
て

の
確
定
的
な
判
決
で
は
な
い

。
通
常
の

観
察
必引
の
必
一昨
は
、
兵
空
に
お
い
て
適

、

ぜセガ・両嘗鱒(DP-13・1) 

新紙幣にも対応/
(59年11月1日発行の
新紙幣と現行紙需の併用

使用が可能です。)

セガ・メタル貨鱒 (DP-31)
各種サイズのメダル払出しが簡単に選択設定

できる最新鋭高速メダル貸機(メタ.ル貸出し 4秒)

川
し
て
は
な
ら
な
い
。

事
実
務
即
日
を
さ

ら
に
行
な
う
と
、
岡
山
な
る
紡
ぬ
と
な
る

か
も
わ
か
ら
な
い
。

以
上
の

m巾
に
よ
り
、

山つ
裁
判
所
は
、

似
血
円
の
チ
倒
的
叫
川
止
め
の
山中
以
て
を
刈

ド
し
た
地
万
波
判
所
の
判
決
を
く
つ
が

え
し
、
版
作
の
怯
引
作
怖
の
H
N
仰

の
織
統

に
対
し
て
予
備
的
w沼
化
命
令
を
下
す

よ

う
地
方
裁
判
刈
に
桁
示
す
る
。

解

長兄

ゲ
ー
ム
の
ル

ー
ル
に
は
、
務
作
権
保

護
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
ゲ
ー
ム

の

「
表
現
」
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
ゲ
ー

ム
の
ア
イ
テ
ィ
ア
か
ら
切
り
縦
す
こ
と

が
で
き
る
限
り
、
草
制
作
権
保
必
が
与
え

ら
れ
る
。
本
件
の
被
告
は
、
原
告
の
営

業
用
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

を
模
倣
し
た
家
庭
川
ゲ

l
ム
「

K
C
マ

ン
チ
キ
ン
」
を
製
造
し
た
。

第

一
群

述

祁
地
方
政
判
所
は
、
耐
ゲ
ー
ム
は
迷
路

迫
跡
ゲ

ー
ム
の
ア
イ
デ
4
ア
を
共
泌
に

す
る
だ
け
で
実
質
的
知
似
竹
が
な
い
と

し
て
、
官
れ
作
抑
制
叫山川げ
を
閉
山
と
す
る
予

備
的
主
止
め
の
巾
立
て
を
却
下
し
た
。

控
訴
法
判
所
は
、
被
此
川
が
脱
倣
し
た
の

は
迷
路
迫
跡
ゲ
ー

ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア
ぱ

か
リ
で
は
な
い
。

被
告
は
版
併
の
ゲ
ー

ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
そ
の
他

の
表
現
む

盗
用
し
た
と
認
定
し
て
、
第

一
審
判
決

を
く
つ
が
え
し
た
。

本
件
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
と
表
現
と
の

区
別
が
非
常

に
難
し

い
こ

と
を
示
す

よ

い
裁
判
事
例
で
あ
る
。

判
決
が
引
用
す

る
合
衆
国
著
作
権
法
第

一
O
二
条
川

は
、

判
例
に
よ
っ
て
隊中
止
さ
れ
た
保
則
を
取

り
入
れ
、

「
い
か
な
る
場
介
に
も
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
著
作
物
の
者
作
椛
保
設
は
、

そ
の
・新
作
物
に
お
い
て
芯
泌
さ
れ
、
説

明
さ
れ
、

凶
併
さ
れ
、
ま
た
は
共
現
さ

れ
て
い
る
形
式
を
問
わ
ず
、
ア
イ
デ
ィ

ア

・
チ

絞

・
プ
ロ
セ
ス
、
シ
ス
テ
ム

・

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ト刀
法

・
似
念

・
.臥

mhま
た
は
発
見
に
は
及
ば
な
い

。
」
と

規
定
す
る
。
こ
の
以
則
は、

U
ぶ
・
の
げ

作
締
法
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。

ま
た
、
こ
の
原
則
は
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー

-
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
苫
作

権
保
ぬ
の
制限

界
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

-ゲーム ・コーナーはもちろん、

ホテル 線.のサービス ・省

力化にe遺
・外邸編針がで事るコンピ，，-

タ 電磁カウンター用外郎出

力ポート錨鍛

・従来タイプに〈らベ収納枚数

が大幅にアップした紙偽収納

金庫

.1.000円札(新札にも対応)、

500門(礼、使貨)100円硬貨で

メダル貸出。

・メダルの収納紋数は30.000牧

と大容量

不
思
議
な
空
飛
ぶ
バ
イ
キ
ン
グ
船
か
ら

か
わ
い
い
バ
イ
キ
ン
グ

お
も
し
ろ
ス
リ
ル
が
連
続
の

コ
ミ
カ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
。

M附ER
W附MCiTM

3 

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
ゲ

l
ム
シ
リ
ー
ズ
第
3
弾
登
場
/

突
如
、
平
和
は
破
ら
れ
た
、
燃
え
ろ
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森

に
‘
ζ

の
業
凶作
に

入
ら
れ
た
キ
ッ
カ
ケ
、
動
機

な
ど
を
伺
い
ま
し
ょ
う
か
?

石
原

私
自
身
が
、
ゲ

i
ム

に
接
し
た
の
は
高
校
時
代
で
、

そ
の
頃
は
ポ
ー
リ
ン
グ
場
に

あ
る
フ
リ
ッ
パ

l
で
結
構
遊

び
ま
し
た
ね
。
そ
の
後
プ
ロ

ッ
ク
が
出
て
き
て
、
そ
し
て

イ
ン
ベ

l
ダ
l
へ
と
移
る
の

で
す
が
、
そ
の
時
は
、
そ
う
、

.
M
e
-
-
:・
F
円

L
使
い
ま

し
て
ネ
。
な
ん
で
こ
ん
な
に

い

mnい
ゲ

l
ム
か
あ
る
ん
た

ろ
う
と
修
中
で
し
た
ま
あ
.

似
ら
は
俗
に
J
・
ヲ
イ
ン
ベ
ー

ダ
l
w代
の
興
市
で
す
ね
J

そ
ん
な
ニ
と
む
キ
ッ
カ
ケ

の
つ
で
す
か
.
ハ
ト
校
を
山
山

た
吋
時
.
毎
一
A
咽

A''uあ
る
の

で
す
が
ウ
チ
で
は
ポ
ー
リ
ン

グ
喝
を
経
川
目
し
て
い
主
し
て
.

そ
の
関
係
か
ら
太
子
の
ゲ
ー

ム
採
さ
ん
と
の
媛
触
か
い
く

つ
か
あ
っ
た
む
の
で
す
か
ら
‘

ヨ
シ
、
本
格
的
な
大
智
ゲ
ー

ム
場
を
作
ろ
う
と
思
い
た
っ

た
訳
で
す
。
そ
れ
に
こ
の
テ

レ
ビ
ゲ

l
ム
の
先
行
を
見
た

時
、
将
米
的
に
s
u
街
胡
h

で
あ

る
と
踏
ん
だ
ん
で
す
。
何
し

ろ
コ
ン
ビ

A
i
タ
l
時
代
の

日
以
先
織
を
い
く
よ
う
な

L
の

で
す
か
・
つ
ね
。
新
し
い
む
の

が
次
か
・
り
次
へ
と
山
山
て
く
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
紅
白
円

身
む
ち
る

W
度
研
究
し
て
い

主
し
た
か
ら
、
ト
・分に
取
組

む
悩
似
か
あ
る
.
と
ま
あ
そ

ん
な
と
-
』
ろ
が
品
開
険
で
す
ね

そ
れ
と
.
u
m
位
以
川
か
ら
見

て
の
総
ん
H

的
な

コ
ス
ト
む
小ド

前
に
い
ろ
い
ろ
ι川竹持
し
て
‘

掠
算
的
に
も

l
分
に
い
け
る

と
い
う
見
通
し
が
也
ち
ま
し

た
か
ら
.
あ
る
大
子
ノ

l
カ

、

v 

ー
さ
ん
と
下
を
印刷
み
ま
し
て
、

病
を
オ
ー
プ
ン
し
た
沢
で
す
。

中
I
叫吋
は
、
ま
だ
イ
ン
ベ

l

ダ
ー
の
枇
峨
加
で
、
い
ろ
い

ろ
な
点
で
ス
ゴ
か
っ
た
で
す

A
。，
:

、

コ
:
て
r
i
H1

L

カ

b

，
ぇ
A
・h
込
胸

に
人
リ
ま
す
と
、

判
定
め
メ

ー
カ
ー
さ
ん
と
の
取
組
み
で

は
な
か
な
か
い
い

機
械
が
人

っ
て
こ
な

い
の
で
、
こ
れ
じ

ゃ
い
け
な
い
と
い
・

2
』
と
で
、

そ
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
は
円

満
に
契
約
解
除
を
し
た
上
で
、

小
回
り
の
き
く
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ

ー
タ
ー
さ
ん
と
組
み
、

今
日
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
過
伎
の
中
で
広
ら
の

応
が
大
き
く
発
展
し
た
原
動

力
は
、
a

つ
は
イ
ン
ベ

|
ダ

ー
の
お
陰
で
あ
リ
.
つ
は
そ

れ
以
降
も
満
足
で
き
る
白
川
備

え
が
で
き
た
こ
と
、
こ
の
.

つ
の
起
点
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ご
協
力
頂
い
た
み
な

さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

森

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
.

ど
う
お
考
え
で
す
か
?

西
原

今、

I
C
と
か
O
A

と
か
け
新
し
い
汀
泌
が
次
々

に
山
て
い
よ
す
が
‘
い

づ
れ

に
し
て
も

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

が
日
本
の
経
済
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の

中
で
ゲ
|
ム
J
U
進
歩
発
泌
す

る
の
で
し
ょ
う
が
、
A
r

の
ゲ

ー
ム
の
延
長
と
い
・
7
ニ
と
で

見
つ
め
て
み
ま
す
と
、
結
局

ゲ
|
ム
と

い
う
の
は
一

般
的

な
ス
ポ
ー
ツ
と
か
生
活
の
ゆ

に
あ
る
遊
び
と
か
過
絞
を
ゲ

ー
ム
化
す
る

「転
換
の
ゲ
ー

ム
」
と
、
そ
れ
ら
と
は
関
係

の
な
い
ゲ
ー
ム
を
作
り
出
す

「創
作
の
ゲ
|
ム
」
の
ご
つ

に
大
別
で
き
る
と
思
う
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
‘
こ
の
「
例

作
の
ゲ

l
ム
」
と
い
う
の
が

な
か
な
か
雌
し
い
と
思
い
£

す
。
い
ろ
い
ろ
な
ぷ
で
行

3

づ
占
リ
が
ボ
る
ナ
と
々
え
ま

す

九

ど

か

ら

、
こ
ん
な
む

の
は
ど
う
か
と
か
、
川
悦
助
サ

イ
ド
か
ら
も
ぬ
炎
や
総
-J
を

ド
ン
ド
ン
し
‘
そ
れ
ら
の
な

見
を
交
入
れ
る
例
か
が
必
艇

で
し
ょ
・7
ね
。

い
ず
れ
に
し

て
ら
ソ
フ
ト
の
充
実
が
大
下

ブルー
トレイン
KDE-B 

③ 買お

L 1.100 
W 860 
H 1.350 
100切

で
す
し
、
そ
れ
を
開
ら
な
け

れ
ば
イ
ケ
ナ
イ
と
忠
い
ま
す
。

そ
れ
と
少
し
公
に
な
る
こ

と
は
、
ソ
フ
ト
州
で
は
ら
う

う
何
下
村
矧
と
い
う

L
の
が

山
て
い
る
に
む
か
か
わ
ら
ず
、

竹
業
の
伝
助
か
ら
日
比
る
と
.

ハ
ー
ド
州
で
の
m
m
体
の
形
と

か
色
と
か
は
川
態
依
然
、
少

し
も
変
っ
て
い
な
い

L
う

少
し
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
ら
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
ソ
フ
ト

に
比
べ
て
フ
7

y
シ
ヨ
ン
性

が
足
り
な
い
っ
て
い
う
感
じ

が
し
て
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

も
っ
と
カ
ラ
フ
ル
で
、
ア
ッ

と
驚
く
よ
う
な
形
態
が
あ
っ

て
む
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
ね
。
ま
あ
、
そ
ん

な
意
味
か
ら
こ
の
定
隠
は
ウ

ン
と
布
笠
で
は
あ
る
と
与
え

る
の
で
す
が
、
業
界
の

メ
ー

カ
ー
さ
ん
の
取
組
み
万
と
斤

う
か
‘
成町
制労
に
行

.1
の
不
安

L
W
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
:

森

れ
前
の
巡
併
に

つ
い
て

いね
聞
か
せ
く
ど
さ
い

.

西
原

山
払
・
り
は
今
、
あ
る
立

昧
で
過
度
間別
で
あ
る
と
号
、え

て
い

t
す
.
今
ま
で
は
.

J
で
J
え
ば
.
昨
作
』
皿
…
川
以
す
作

.
小
庄
の
日
成
A
B
b
-し
て
き
た
、

と
-J
っ
て
au
過
J

パ
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
ね
。
つ
ま
り
な
地

と
機
械
に
頼
っ
て
き
た
わ
け

で
す
か
ら
・
・:
で
、
よ
れ
か

ら
は
広
が
客
か
ら
選
ば
れ
る

と
い
う
認
識
か
ら
、
ゲ
ー
ム

そ
の
も
の
む
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
に
ど
う
付
側
側
値

を
つ
け
る
か
が
重
要
に
な
る

と
促
え
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

さ
ま
ぎ
ま
な
演
出
に
よ
る
雰

問
気
作
リ
と
徹
底
し
た
社
員
、

サ
ー
ビ
ス
の
教
育
を
恨
の
…
に

し
て
ど
う
し
た
ら
栄
し
〈

遊
ん
で

L
ら
え
る
か

1
1の

迫
ボ
で
す
ね
。
そ
れ
と
戦
略

的
に
は
ヤ
ン
グ
を
起
爆
剤
と

し
て
‘
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
を

引
さ
込
む
情
成
を
阿
っ
て
、

ま
あ
そ
れ
に
は
府
内
て
の

必
別
化
と
か
、
M
m
抽桔
感
を
ク

ス
ぐ
る
と
か
、
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
前
向
き
な
姿
勢
で

ゲス 卜静

練式会社大和

西原信行取締役部長
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進
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
た
ず
ら
な
価
絡
競
争
は
後

向
き
で
す
し
、

自
滅
の
泊
で

あ
リ
、
い
ろ
い
ろ
な
弊
作
を

及
ぽ
す
と
思
い
ま
す
ね
。

森

以
後
に
、
業
界
に
何
か

刊紙
守
け
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
。

石
原

常
々
思

っ
て

い
る
こ

と
で
す
が
、
こ
の
業
拠
く
ら

い
P
R
を
し
な
い
淀
川州
つ
て

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

業
界
内
部
じ
ゃ

‘
ヤ
レ
な
に

な
に

う
て
泌
じ
A
H
つ
て
は

い

る
も
の
の

‘
光

っ
て
る
モ
ノ

は
日
以
終
的
に
は
外
部
の
人
た

ち
が
買
う
モ
ノ
で
す
よ
ね
。

そ
れ
を
外
部
に
は

P
R
し
な

い
で
内
部
で
ブ

チ
ャ
ゴ

チ
ヤ

や
っ
て
る
な
ん
て

:
も
っ

と
一
郎
広
〈
情
報
を
流
し
て
み

た
ら
ど
う
な
ん
で
し
ょ
、
7
ね
。

只
体
的
に
は
ロ

ー
カ
ル

の
テ

レ
ビ
C
M
に
す
る
と
か、

ラ

ジ
オ
で
t
u
だ
け
で
も
流
す
と

か
・・;・
-A
J

は
外
部
の
人
は
ゲ

ー
ム
場
で
知
る
だ
け
で
す
も

の
ね
.
そ
の
辺
の
努
力
は
淀

川庁
と
し
て
ら
う
少
し
払

っ

4ゲスト
練，聖書枇 大和

石原獲久常務

エ
ス
コ

森

健

次

郎

'u
い
い

トA
でつ

な
気
が
し
ま

す
ね
。
そ
う

す
れ
ば
、
も

う
少
し
巡
っ

た
認
泌
が

一

般
の
人
た
ち

に
も
山山
て
く

る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い

ま
す
よ
。

森

検
討
に

制
す
る
従
J

で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
ご

ぎ
い
ま
し
た
。

。't:J@[J，?~VJ=@{]J{fj]すG
ICO ".ADJMC CO.，IIIC. 
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急
い
で
急
い
で
バ
ー
テ
ン
君

お
客
は
次
か
ら
次

へ
と
ご
来
庖

ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
ゆ
か
い
な

ド
リ
ン
カ
l
・
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
。

場
所
を
と
ら
ず
ど
ニ
に

τも
お
け
る
ミ
ル
・

h
y
イ
プ

練式合柑
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現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
て
以
む
れ
、
千
約
が
数
多
く
出
ま
り

大
き
く
ま
た
吊
裂
な
メ
i
カ
ま
し
た
。
ま
も
な
く
べ
ル
リ

ー
の
e

つ
で
あ
る
パ
リ
l
-

ン
で
ギ
ュ
ン
タ
!
・ウ
ル
フ
・

ウ
ル
フ
社
に
は
、
長
〈
興
味
ア
パ
ラ
タ
パ
ウ
社
が
設
立
さ

深
い
歴
史
か
あ
り
ま
す
。
れ
、
た
ち
ま
ち
ド
イ
ツ
紋
大

す
べ
て
は
.
九
四

0
年
代
の
メ
ー
カ
ー
の
-
つ
と
な
っ

後
半
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

た

の

で

す

。

の
こ
ろ
放
ギ
ュ
ン
タ
i
・
ウ
一
九
七
・
一
年
、

川
社
は
米

ル
フ
氏
が
ハ
ロ
l
・
ケ
ベ
ッ
閏
の
パ
リ
|
社
に
売
却
さ
れ

ク
氏
と
い
う
人
物
に
出
会
つ
ま
し
た
が
、
ウ
ル
フ
氏
と
ケ

た
の
で
す
。
当
時
の
考
え
は
、
ベ
ッ
ク
氏
は
点
目
川
ぷ
と
し
て

ケ
ベ
ッ
ク
氏
が
ウ
ル
フ
氏
に
残
り
、
す
べ
て
は
そ
れ
ま
で

協
力
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
化
学
と
変
ら
ず
、
変
っ
た
と
こ
ろ

製
造
工
助
を
作
ろ
う
と
い
う
と

J
え
ば
、
パ
リ
ー
と
い
う

も
の
て
し
た
か
、
結
い
M
.
人
名
か
社
名
に
付
加
さ
れ
た
こ

は
化
九
千
仁
場
で
は
な
く
ゲ
!
と
た
け
で
し
た
。

ム
機
を
ル
r.
践
し
始
め
た
の
て
ウ
ル
フ
氏
は
数
年
後
に
亡

す

/

初

め
は
と
て
む
小
規
く
な
り
ま
し
た
か
、
川
氏
は

山似
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン

は
よ
く
知
ら
れ
た
人
で
今
後
も

た
つ
た
.
れ
た
け
て

L
f
，

似
し
ま
れ
い
帆
け
る
よ
と
で
し

そ
の
ス
ベ
ア

mH聞
の
必
勢
作
ょ
う
。
そ
し
て
札
作
で
は
ケ

が
山
動
機
械
花
主

γ
娩
さ
わ
ベ
ッ
ク
氏
も
引
退
し
て
い
士

る
人
々
と
の
筏
触
を
む
た
ら
す

し
、
そ
し
て
ウ
ル
フ
社
日
前
初
吸
わ
仕
の
訂
作
折
は
ハ
ン
ス
・

の
機
械
は
.
九
五
O
年
に
製
ク
ロ
ス
氏
て
す
。
川
氏
は
.

泣
き
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
日
間
九
六
O
年
則

γ
初
め
て
ウ
ル

は
大
き
な
見
本
市
に
出
品
さ
フ
氏
と
会
い
、
七
O
年
に

M

r 

44， OU3. du CCl.11I110.Cfl (Box 00) 
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社
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ

れ

興

味

を

ひ

く

セ

ク

シ

ョ

ン

以
前
に
は
印
制
出
版
業
に
燐
に
、
か
ル
チ
博
物
舶
が
あ
リ

わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
攻
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
裂
造
さ

作
で
は
大
変
な
熱
怠
を
も
つ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
機
純

て
自
動
機
械
産
業
に
取
り
組
も
含
め
、
同
社
が
開
発
し
た

ん
で
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
機
略
が

.
h
ず
つ

-
九
八
:
・
年
ま
で
ウ
ル
フ
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

札
れ
は
、
ド
イ
ツ
市
場
向
け
の
、
山
払
た
ち
は
新
し
い
製
品
を

現
全
を
払
い
出
す
キ
ャ
ン
プ
附
党
し
て
い
る
、
と
て
し
忙

ル
機
だ
け
を
他
派
し
て
い
ま
し
く
て
興
味
を
そ
そ
る
部
門

し
た
c

そ
の
後
レ
ー
ザ
ー
ゲ
か
ら
祝
祭
し
始
め
ま
し
た
。

|
ム
の
似
斤
を
的
め
る
と
い
製
込
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
機

う
決
断
を
行
な

っ
た
の
で
す
日
刊
の
版
刷
れ
に
し八
円
川
の
作
主
か

れ
れ
初
の
も
の
は

「
ア
ス
ト
ロ
役
人
さ
れ
ま
す
E

L

ゆ
午
し
ハ
ム
リ

ン
・
ベ
ル
ト
」
で
、
次
は
「
専
は
ど
の
新
し
い
ギ
ャ
ン
ブ
ル

ャ
ラ
ク
シ
!
・
レ
ン
ジ
ャ
|
」

燃
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
い
ず
れ
も
セ
ガ
社
開
発
品
d

問
先
作
業
の
納
助
に
コ
ン
ビ

で

し

た

広

が

J
問
し
た
時
ユ
|
タ
ー
が
似
わ
れ
ま
す
。

は
後
い
引
を
製
泊
中
で
し
た
そ
れ
か
ら
犯
は
開
発
以
後

の
て
紅
を
見
ま
し
た
。

エ
レ

ガ
ン
ト
で
親
し
み
の
あ
る
ウ

ル
フ
社
の
機
械
が
次
第
に
形

づ
く
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

私
た
ち
は

Al.-.打
を
.
っ
.

っ
け凡
て
い
っ
た
の
で
す
が
、

す
べ
て
が
と
て
も
魅
刈
的
で

し
た
。
作
民
は
ど
ん
と
ん
オ

ー
ト
メ
l
シ
司
ン
化
さ
れ
て

い
っ
て
お
り
、
む
ろ
ん
そ
れ

が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
い
に
ぶ
た
ち
は
レ
ー
ザ

ー
デ
ィ
ス
ク
ゲ
|
ム
機
の
組

み
立
て
部
門
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
ウ

ル
フ
社
が
製
造
し
て
い
ま
す

が
、
電
子
回
路
部
分
は
す
べ

て
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

非
常
に
興
味
深
か

っ
た
の

は
パ
l
ン

・
イ

ン
部
門
で
す
。

レ
ー
ザ
ー
ゲ
l
ム
も
ギ

ヤ

ン

ク

ロ

ス

氏

は

今

日

の

ゲ

|

ブ
ル
機
も
、
あ
ら
ゆ
る
ゲ
|
ム
機
に
つ
い
て
と
て
も
強
い

ム
機
は
こ
こ
で
、
・
・
ト
問
帥
川
、
七
一
ル
を
持

っ
て
い
ま
す
。
氏

川
総
〈
テ
ス
ト
を
受
け
ま
す
。
は
、
ト
イ
ツ
の
メ
ー
カ
ー
た

ク
ロ
ス
氏
は
、
パ
リ
l
-

ち
の
協
会
て
あ
る

V
O
A
I

ウ
ル
ウ
社
に
は
社
内
に
新
ゲ
の

「
肉、
k
符
即
安
円
以
会
」
と

|
ム
帥
械
を
附
允
す
る
フ
ロ
ジ
内
叫
ん
s
に
、
下
ル
ル
.
に
し
て
い

エ
ク
ト
は
な
い
、

i
r
A
っ
て

士

す

ニ

の

A
K
H
H
九
五
の
万
針

い
中
耕
し
た
。
ー
似
た
ち
か
こ
は
ゲ
l
ム
機
を
正
し
い
水
泊
中

こ
で
レ

ー
ザ
ー
ゲ
l
ム
機
を
に
削
除
つ
ζ

と
て
す
。
暴
力
や

制
斜
地
し
始
め
た
内
山
は
、
オ
不
愉
快
な
テ
ー
マ
は
巡
け
ら

ぺ
レ

|
タ
ー
の
人
た
や
り
に
米
れ
ね
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
実
際
、

同
か
ら
輸
入
す
る
よ
り
ら
紙
オ
ヘ
レ
l
タ
ー
た
ち
に
は
ゲ

い
コ
ス
ト
で
レ
ー
ザ
ー
ゲ
l
l
ム
機
に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー

ム
機
が
手
に
入
る
よ
う
に
し
が
配
付
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
は

ょ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
」

と
A

州
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ル
リ

ン
に
む
け
る
レ
ー
ザ
ー
ゲ
ー

ム
機
の
小
川
に
よ

っ
て
、
川
悦

λ

引
の
ド
ル
レ
l
ト
て
は
レ
ー

サ
ー
ゲ
ー
ム
か
口
え
な
い
小

規
悦
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
た
ち

を
含
め
む

っ
と
多
く
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
山
い
え
る
よ
う
に

な

っ
て
い
る
の
で
す
。
私
が

組
み
し
仏
て
工
紅
を
見
た
附
の

レ
ー
ザ
ー
ゲ

1
ム
機
は
、
多

く
の
悶
々
の
巾
・
で
も
、
フ
ラ

ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
英

国
向
け
の
も
の
で
し
た
。

ゲ
ー
ム
機
の
基
準

今
回
訪
れ
た
日
、
訟
は
ま

ず
小
央
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
パ

リ
l
・
ウ
ル
ワ
む
の
本
社
に

向
い

ま
し
れ
人
そ
ニ
に
は
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
か
あ

っ
て、

H

以

叫
刷
機
M

刊
た
け

で
な
く
、
川
以
初

に
製
造
さ
れ
た
ら
め
ら
日
比
る

.』
と
か
で
き
ま
す
。

そ
の
ら
i

p

u

払
わ
'
ち
は
ベ
ル

リ
ン
山
内
の
別
の
均
所
に
あ

る
仁
川
切

へ
行

さ

ま

し

た

そ

-}で
は
:
・

h
h
ト
人
の
人
た

ち
か
働
い
て
お
り
、

J

-

十
年

以
上
も
勤
め
て
い
る
人
む
い

ま
す
，
働
い
て
い
て
満
足
の

右
上
の
7
1
ク
は
有
名
な
パ
り
!
ウ
ル
フ
祉
の
商
標
。
右

側
判
ら
れ
る
会
社
だ
か
ら
で
す
。
上
の
写
真
は
同
社
の
初
期
の
製
品
を
示
す
ハ
ン
ス
・
ク
ロ

，.、
、.

¥41ーミ僧郵(!e物&Z"f
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ス
社
長
。
下
の
写
真
は
新
製
品
開
発
責
任
者
の
ジ
l
ク
フ

リ
l
ト
・
シ
ョ
l
ン
氏

'" 、.

左
上
の
写
真
は
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
1
・
レ
ン
ジ
ャ
l
』
の
組

立
て
エ
穆
に
て
、
ク
ロ
ス
社
長
{
左
}
と
パ
l
ン
ト
・
ベ

ー
ゼ
ル
氏
。
下
の
写
真
は
勤
続
三
十
年
の
後
械
工
具
責
任

者
、
ヘ
ル
ム
l
a
r
-
-ア
イ
|
デ
イ
|
民

サ
ホ
串
刊
た
ち
が
プ
レ
イ
す
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
が

川
か
れ
て
い
ま
す
。
給
米
と

し
て
、
政
府
と
の
附
係
が
ず

っ
と
故
山
汗
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
米
お
よ
び
ゲ
ー
ム
機
令

般
に
つ
い
て
ク
ロ
ス
氏
は
、

「古
典
的
な
そ
し
て
い
伝
統
的

な
ゲ
ー
ム
機
、
と
り
わ
け
フ

リ
ッ
パ
ー
が
復
活
し

つ
つ
あ

り
ま
す
」
と
前
っ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
か
れ
は
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
の
開
発
と
生
絡
を
専
門

と
し
て
い
る
会
社
の
責
任
者

と
し
て
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

に
つ
い
て
級
紙
的
な
考
、
ぇ
方

を
し
て
い
ま
す
。

「
多
く
の

川
で
、
こ
の
所
業
に
桃
川
わ
る

人
た
ち
が
'H
分
た
ち
を
正
し

く
組
織
し
さ
え
す
れ
ば
、
こ

の
M

刊
の
ゲ
ー
ム
機
に
は
非
常

に
ト
〈

3
な
.
川
能
性
が
見
込
め

ま
す
」
と
か
れ
は
必
訓
し
て

い
ま
し
た
。
川
氏
は
、
収
派

な
竹
山川
と
分
別
あ
る
規
制
か

と
く
に
必
必
ど
と
感
じ
て
い

ま
す
。

市
そ
し
て
こ
の
版
業

に
附
わ
る
人
た
ら
は
品
川
に、

働
い
て
い
け
る
任
問
と
し
た

収
礎
が
で
き
る
ま
で
待
つ
べ

き
で
す
し
と
付
け
加
え
ま
し

.。

，
人

"... 

、d

ク
ロ
ス
氏
は
自
動
機
械
応
々
で
あ
り
、
他
の
ほ
と
ん
ど

業
は
、
も
っ
と
開
紋
的
な
ビ
の
人
た
ち
は
無
関
心
だ
と
い

ジ
ネ
ス
で
あ
る
べ
き
た
、
と
う
こ
と
で
す
。

強
〈
感
じ
て
い
ま
す
。

「
以
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
制
限
道
機
関
と
・
以
前
な
開
は
、

T

V
ゲ
ー
ム
機
で
プ
レ

係
を
持
ち
、
白
払
た
ち
が
点
剣
イ
す
る
こ
と
が
焔
迫
飢
念
に

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
り
く
ん
で
な

っ
て
し
ま

い
、
孤
独
で
コ

い
る
実
業
家
で
あ
る
と
い
う
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
っ
た
人

こ
と
を
ぶ
す
と
い
う
こ
と
か
、
た
ち
だ
け
が
ゲ
ー
ム
機
で
プ

大
い
に
好
ま
し
い
こ
と
だ
と
レ
イ
す
る
の
だ
、
と
い
っ
た

思
い
ま
す
。
え
え
、
偏
見
が
議
論
が
い
く
つ

か
山
て
い
ま

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
す
。
ク
ロ
ス
氏
は
こ
う
し
た

知
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
そ
見
解
に
は
同
意
し
ま
せ
ん
。

う
で
し
た
。
秘
た
ち
の
産
業
「
ゲ
l
ム
機
は
非
常
に
.
向
白

だ
け
で
な
く
、
他
の
産
業
に
い
も
の
で
、
ゲ
l
ム
機
で
プ

対
し
て
も
で
す
」
と

同

氏

は

レ

イ
す
る
こ
と
は
ニ
ト
世
紀

語
り
ま
す
。

の
趣
味
な
の
で
す
」
と
い
う

の
が
か
れ
の
見
解
で
す
。

そ
し
て
川
氏
は
、
外
山
し

て
優
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
坊
や

そ
の
他
の
ゲ
ー
ム
機
が
設
託

さ
れ
て
い
る
場
所
を
訪
れ
て

い
い
ゲ
ー
ム
機
で
プ
レ

イ
す

る
人
々
は
、
能
動
的
な
こ
と

ふ
し
て
い
る
の
だ
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

J
b小
に
と
じ
こ

ら

っ
て
何
川
川
も
テ
レ
ビ
を

見
続
け
て
い
る
よ
り
は
、
ず

っ
と
能
動
的
で
ず
っ
と
い
い

こ
と
な
の
で
す
」
と
か
れ
は

-
H
Aし
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
社
長
の
考
え

か
れ
は
、
自
動
機
械
産
業

に
燐
わ
る
人
々
の
小
に
は
、

新
聞
に
よ
か
ら
ぬ
比
が
か
ぬ

載
さ
れ
る
こ
と
に
神
粍
過
敏

に
な

っ
て
い
る
人
が
い
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す

「
そ
う

い
う
人
た
ち
は
、
批
判
を
川
町

む
人
か
多
い
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
が
ち
な
の
て
す
L

と
か

れ
は
古
い
ま
す
。
か
れ
の
例

人
的
な
評
価
で
は
、
実
際
に

ゲ
i
ム
機
で
プ
レ
イ
す
る
の

は
.
O
な
い
し
二
O
%
の
人

米
凶
の
ゲ
l
ム
機
メ
ー
カ

ー
同
体
で
あ
る

A
G
M
A
ら

が
初
め
て
附
く
間
際
的

A
M

機
シ
ョ
l
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト

・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

(
A
S

-
)
」
が
・
・
月
十
じ
川
か
ら
z
.

米
同
フ
ロ
リ
ダ
で
「
抗
卜

日
間
シ
カ
ゴ
山
中
心
街
に
あ
る
六
回
シ
ョ

ー
マ
ン
ズ
シ
ョ
l
」

エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
で

端

々

が

附
他
さ
れ
、

H
系
の
遊
凶

し
く
開
催
さ
れ
、
ま
ず
は
順
地
設
メ
ー
カ
ー
を
含
む
約
.
一

調
な
す
べ
り
出
し
と
な
っ
た
。

U
の
地
凶
地
関
係
業
者
が
出

第
一
回

A
S
I
の
内
谷
に
展
し
て
、
骨
仲
間
気
を
盛
リ
ト

つ
い
て
は
絞
報
の
予
定
で
あ
げ
た
。

る
が
、
来
場
者
は
当
初
予
定

|
|
I
ll
i

-

-

-

の
七
千
名
を
下
回
る
四
千
四

米

国

バ

リ

!

社

と

の

間

で

進

め

て

き

た

社
で
は
家
庭
用

T

V
ゲ
ー
ム

百
四
十
名
と
な
っ
た
。
こ
れ

r

「
|

L

‘
‘
‘
』
『
:
‘

t
'
・

h
F
I
L
a
'
'

プ
i
ム
の
急
認
に

は
も
ち
ろ
ん

A
O
E
(三
月

V
Z吐
き
士
号
ミ
古
レ
AF3こ

に
大
赤
字
を
出
し
て
し
ま
い

九
|
十
一
日
、
ン
カ
ゴ

)W

Y
V
N
U
G
h与
や

ιゴ
ヲ
堅
主
季
刊
剖
勾

u
“}U
V

結
局
八
三
年
度
中
に
五
億
三

影

響

が

あ

る

か

ら

と

し

て

千

八

百

六

十

万

ド

ル

の

級

失

き
て
人
数
だ
け
見
た
ら
成

功

米

国

の

パ

リ

|

・
7

ニ
ュ
.
切
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
係
が
線
維
に
か
ら
ん
で
お
り
、
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
も
う

か
育
か
大
い
に
論
議
さ
れ
る
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
社
が
な
い
が
、
観
測
筋
の
話
に
よ
長
期
の
交
渉
に
も
か
か
わ
ら
こ
れ
は
だ
れ
が
ど
う
し
よ
う

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
メ
ー
カ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

・
エ
レ
ク
ト
る
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
佐
川
仰
が
ず
円
途
が
つ
か
な
か
っ
た
た
と
い
う
段
階
で
は
な
い
が
昨

|
側
主
俄
で
あ
る
こ
と
か
ら
ロ
ニ
ク
ス
社
(
本
社
シ
カ
ゴ
、
結
局
ゲ
l
ム
機
部
門
以
外
の
め
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。
年
以
ア
タ
リ
社
で
は
カ
サ
l

鳴
り
も
の
入
り
で
の
新
製
品

マ
イ
ケ
ル

・
ス
ト
ロ
ー
ル
社
業
務
よ
り
ら
ゲ
l
ム
機
部
門
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
の
八
一.
.
ル
会
民
が
.山
氏
迭
さ
れ
、
モ
i

先
表
が
数
多
く
な
さ
れ
て
お
円
以
}
の
業
務
用
ゲ
ー
ム
機
郊
で
も
っ
と
業
務
を
般
進
さ
せ
午
皮
(
九
月
末
締
め
)
は
あ
ガ
ン
新
会
長
の
も
と
に
絞
営

り
、
主
的
お
側
は
大
成
功
と

川
を
口

い
と
る
た
め
両
悦
た
い
と
い
う
強
い
立
向
が
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
が
、
そ
の
な
て
山
し
を
阿

っ
て
わ
ね
り

し
て
お
リ
、
次
回
へ
向
け
て
で
以
い
間
交
渉
が
行
な
わ
れ

っ
た
た
め
、
と
さ
れ
て
い
る
。
の
後
も
新
製
品
を
活
発
に
間

そ
の
紡
来、

か
な
り
州
似
の

円
十
く
も
憎
備
を
進
め
て
い
る
。
て
い
た
が
、

一
日川
ト
九
日
付
し
か
し
本
当
の
と
こ
ろ
は
ウ
党
、
供
給
し
て
お
り
、
当
而

で
向
社
は
こ
の
交
渉
を
打
切
ィ
リ
ア
ム
ズ
祉
が
ア
タ
リ
社
従
米
の
ま
ま
の
資
本
榊
成
で

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ら
と
家
庭
用
で
提
携
し
て
い
業
務
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

交
渉
の
内
谷
に
つ
い
て
は
る
こ
と
な
ど
ラ
イ
セ
ン
ス
閑

て

い

る

。

米

国

パ

リ

i
社

の

邸

年

度

決

算

激
な
利
益
減
少

T

Vゲ
l
ム
機
市
場
の
低
迷
に
よ
る

米
国
の
パ
り

1
・
7

ニ
ユ

フ
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
社
(
本

社
シ
カ
ゴ
、
ロ
パ

l
ト

・
ミ

ュ
l
レ
l
ン
会
長
)
の
八
三

年
度
(
卜
二
月
末
締
め
)
決

算
結
来
が
こ

の
ほ
ど
明
ら
か

に
な

っ
た
が
、
T

V
ゲ
l
ム

機
ブ
ー
ム
後
の
米
同

A
M機

市
場
の
低
迷
を
示
す
厳
し
い

内
科
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
発
表
に
よ
る
と
同
社

八
二
年
伎
の
総
先
上
げ
高
は

卜
二
億
ド
ル

(山一例年
卜
}二
億

ド
ル
)
、
純
利
益
は
五
針
一

卜
U
M
ド
ル

{
同
九
千
百
万
ド

ル
)
、
.
株
当
た
り
の
利
益

は
二
十
セ
ン
ト

(
同
:
一

・
二

ド
ル
)
と
な
っ
た
。
純
利
益

の
議
ち
込
み
は
激
し
く
、
こ

れ
は
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機

の
製
造
販
売
部
門
(
早
い
話

が

パ

リ

|
-
ミ

ッ
ド
ウ
エ

|

社
)
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
同
社
に
よ
る
と
八
二

年
度
中
は
四
十
八
万
九
千
台

も
売
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
が
約
二
卜
万
台
し
か
仰

ぴ
ず
、
L

ハ
O
%
も
減
少
し
た

と
の
こ
と
で
、

米
同
の
ア
ー

ケ
ー
ド
T
V
ゲ
|
ム
機
の
販

売
が
い
か
に
厳
し
い
状
汎
に

あ
る
か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

米

T

V
ゲ
ー
ム
機
市
場
の

低
迷
は
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス

ク
ゲ
|
ム
機
や
高
性
能
T

V

ゲ
i
ム
機
の
開
発
に
よ
っ
て

フ
ロ
リ
ダ
で
屋
外
遊
園
施
設
展

日
系

2
社
も
出
展

l
A
A
P
A
と
は
別
の
組
織
が
開
催

こ
の
シ
ョ
ー
は
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
イ
ン
デ
ペ
ン

デ
ン
ト

・
シ
ョ
l
メ
ン
ズ

・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

(I
I

S
A
)
と
い
う
団
体
が
毎
年

聞
い
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
よ
く

打
開
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

に
し
ろ
、
今
な
お
は
っ
き
り

し
な
い

。
こ
う
し
た
状
況
下

の
決
算
報
告
に
際
し
、
ミ
ユ

|
レ
|
ン
会
長
は
「
パ
リ
|

社
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
必
要

と
す
る
収
続
性
の
よ
い
ゲ
ー

ム
機
を
開
発
す
る
責
任
と
能

力
が
あ
り
、
そ
う
せ
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
力
強
く
語
っ
て

い
る
。な
お
パ
リ
l
社
は
多
く
の

下
会
社
を
持
っ
て
お
り、

と

く
に
八
三
年
度
決
算
で
は
カ

ジ
ノ
部
門
(
パ
リ
|
-
パ
ー

ク

・
パ
レ
ス
)
、
遊
闘
地
郎

川

(
シ
ッ
ク
ス

・
フ
ラ
ッ
グ

ス
)
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
(
ヘ

ル
ス

&
テ
ニ
ス
社
)
な
ど
が

線
強
い
収
録
率
を
示
し
た
む

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
同
社

で
は
こ
こ
数
年
ア
ー
ケ
ー
ド

部
門
で
の
急
成
長
ぶ
り
が
強

調
さ
れ
て
き
て
お
り
、
同
社

わ
か
ら
な
い
。
た
だ
今
回
の

シ
ョ
ー
は
二
月
八
日
か
ら
十

阿
日
ま
で
フ
ロ
リ
ダ
州
ギ
ブ

ゾ
ン
ト
ン
で
約
:
一行
の
山
反

社
を
集
め
て
聞
か
れ
た
の
は

確
か
で
あ
る
。
こ
の
シ
ョ

ー

の
特
徴
は
す
べ
て
出
外
山
品

で
あ
る
と
い
う
点
で、

-
A

A
P
A
シ
ョ
ー
の
よ
う
な
同

内
腿
示
会
幼
小
心
の
も
の
と

は
ま
っ
た
く
呉
な
る
い
u
…に
あ

る
。
こ
う
し
て
太
陽
の
光
の

も
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
鴎

全
体
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な

見
直
し
が
行
な
わ
れ
て
い
る

も
よ
う
で
あ
る
。

ア
タ
リ
社
の
親
会
社
、

W

C
ー
で
は

赤
字
で
も
回
復

ア
タ
リ
社
自
体
も
徐
々
に
上
向
き

米
同
ア
タ
リ
祉
の
親
会
社
む
し
ろ
回
復
の
兆
し
さ
え
見

で
あ
る
ワ
|
ナ
i
・
コ
ミ
ュ
せ
る
決
算
隊
合
と
な
っ
た
。

ニ
ケ
|
シ
ョ
ン
ズ
社

(W

C

W

C

I
社
会
体
の
八
一一
.年

I
、
本
社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
位
決
算
は
付
日
八
.. 年
度
純

ス
チ
|
ブ

・
ロ
ス
会
民
)
で
利
位
二
位・
h
千
七

.h八
1
・力

も
こ
の
ほ
ど
八
}ぺ
年
度
{
十
ド
ル
に
刈
し
、
問
偲

.
T
ヒ

.. 月
末
締
め
)
決
算
を
報
管
行
八
十
万
ド
ル

の
州
炎
を
拝

し
た
が
、
す
で
に
何

度

も

搬

出

し

た
。

W
C
I社
も
ま
た

じ
て
い
る
よ
う
に
ア
タ
り
社
数
多
く
の
子
会
社
を
持

つ
て

の
家
庭
m
T
V
ゲ
ー
ム
部
門
い
る
が
、
ア
タ
リ
社
を
除
く

の
大
失
敗
の
た
め
か
な
り
の
全
部
門
で
は
収
絞
を
六
%
も

打
繋
が
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
伸
ば
し
た
。
し
か
し
ア
タ
リ '̂' 

施
設
が
延
々
と
出
品
展
示
さ

れ
、
実
際
に
作
動
さ
せ
ら
れ

る
と
い
う
わ
け
だ
J

同
シ
ョ
ー
に
は
米
同
チ
ャ

ン
ス
社
な
ど
布
カ
メ
ー
カ
ー

が
多
歓
出
展
し
て
ね
り
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
関
係
で
は
そ

れ
ぞ
れ

f
会
社
の
ニ
ッ
ボ
l

U
S
A
社

(
日
邦
旅
業
)
、

メ
イ
シ

ョ
ウ

・
ア
メ
リ
カ
社

{
明
昌
特
殊
産
業
)
が
出
品

し
、
川
町
評
を
博
し
た
む
よ
う

で
あ
る
。

玄
曲
『
〕
『

C
宮
市
目
的
}
石
毛

F 

兆
し
を
見
せ
て
き
た
。

つ
ま
り
ア
タ
リ
社
で
は
八

一一
.
年
度
小
、

m.
・
四
半
期

の
亦
ウ
r
M似
川
下
・力
行
六
寸
万

ド
ル
、
第
.
.
・
州
市
「
則
の
制

で
.
偲
.
下

-K
卜
.力
ド
ル

(
こ

れ
が
ピ
ー
ク
)
、
お
:
・

・
刊

半

期

の

川

億

八

千
古
.卜
h
H

川
「
・
レ
、
行
い
uw.
・
日『
μ
「
問問
り
d
川，

1

1

2
V

V

2
』

6
ト

二
行
ニ
卜
万
ド
ル
|
|
と
変

化
し
て
き
て
お
り
、
い
ぜ
ん

赤
字
会
社
で
は
あ
る
が
す
で

に
回
復
に
向

っ
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

こ
の
た
め

W
C
I
社
自
体
の

借
入
れ
金
も
昨
年
九
月
末
で

は
十
ぺ
億

一
千
万
ド
ル
あ
っ

た
の
が
、
年
末
に
は
八
億
二

千
四
百
万
ド
ル
に
減
少
し
て

き
て
お
り
、
除
々
に
楽
観
論

が
頭
を
持
ち

t
げ
つ
つ
あ
る

な
わ
ね
ア
タ
リ
社
の
業
務
川

ゲ
l
ム
機
部
門
は
、
家
出
地
用

部
門
と
は
別
に
品
川
尖
に
好
業

制
を
仰
し
て
さ
て
お
り
こ

の
点
で
は
安
心
さ
せ
て
い
る

(本
紙

m
mひ
参
巧
以
下
)ω

ゲ
ー
ム
で
あ
れ
装
置
で
あ
れ

ポ
ル
ノ
自
主
規
制

米
国

O
P
協
会
の

N
C
M
l
が
基
準

米
同
の

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
場
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
協
会

で
あ
る

N
C
M
I
(ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
コ
イ
ン
マ
シ
ン

・
イ

ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
l
ト
)
で
は

こ
の
ほ
ど
、
家
族
客
向
け
ゲ

ー
ム
坊
の
卸
会
員
資
格
e

を

制
定
、
発
表
し
た
。

こ
れ
は
八
瓜

H
か
ら
な
っ

て
お
り
、

一
一
側
の
ル
述
内
同
級

叫
ア
で
も
あ
る
。
そ
の
-E
な

内
科
は
①
フ
ァ
ミ
リ
ー

A
M

セ
ン
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

で
あ
る
こ
と
、
②
巡
営
す
る

以
上
は
.
定
の
税
制
巾
を
守
る

こ
と
、
③
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

い
つ
も
泊
潔
に
保
つ
こ
と
、

④
祭
健
ル
l
ル
を
守
る
か
ま

た
は
強
化
す
る
こ
と
、
⑤
ロ

ケ
l
シ
ョ
ン
が
た
ま
り
場
に

な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
、
⑥
通

常
の
学
業
時
間
に
は
十
六
歳

未
満
の
生
徒
を
入
場
さ
せ
な

い
こ
と
、

φ泌
法
な
行
為
、

賂
博
行
為
宏
絶
対
に
許
さ
な

い
こ
と
、
③
ポ
ル
ノ
ゲ
|
ム

ま
た
は
ポ
ル
ノ
裟
世
を
巡
併

し
な
い
こ
と
l
i
ー
と
な

っ
て

い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
す
べ
て
か
l

然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

日
本
で
は
ど
う
い
う
わ
け
か

八
番
目
の
問
題
に
つ
い
て
対

応
が
巡
い
よ
う
に
思
え
る
。

パ
ソ
コ
ン
で
は
す
で
に
ポ
ル

ノ
ゲ
ー
ム
は
日
本
で
も
出
現

し
て
い

る
の
で
あ
る
。
早
急

の
対
策
が
常
ま
れ
る
。
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恋仇きのドクター・ドームにより、ミクロ化

されだローマン1専士の行手に戸メーパ一、モ
ンスター、そして鋼鉄ロボットガ襲いかかる。

その危機を突破し、元の姿に戻り愛しの

ハイト嬢を奪い返す事ができるか!?

ビウトリーシール
ドを取れば、。リ

アーとなりまT.

"
来
…

で

て

一

階

・

つ
に

悶

Cmu
凸二尚

一礼
司

一J
M

取
し

-

々

川
糊
恒
一

号

告
が

圃
咽

ポ

泡

射

た

畢
ん
っ

と
繁
一
の

パ

分
レ
自

レバーでミク01曹士を織作し。ジャンプボタンで移動したり，際審物を

飛び越え‘発射ボタンで微を倒して下さい。

Iit.・の液に当たると

OUT.裏注憲. モンス宮ーはパン酢 向飛…ら
移動して来ます.

e 

勝
ぷ啓二ιム

画面の下のブイは3固まで使えます.
ス骨ートの時.レバーとボ
9ンで気泡に飛びのります.

3雪
〆。 " 

プレイヤーはリフトの

上だけ移動できます.

モ
ン
ス
タ

熔
重量
実
厳
重

屋島

遊び方

ア
メ
ー
バ
l
活
義
実
厳
重

ロ
ボ
ッ
ト
工
場

第

面

第

一一
面

第

ゲームマシン

ドクター・ミクロ

第232号1984年3月15日(23) 

時空
ー会
"-.y" 

国F晶
" 一一一

面

メソーンド・

-八方レバーで主人公の進行方向を変えると
レーザーボタンを押すと空中の敵を迎撃するレ

射できます。

・ミサイルボタンは一回押すとミサイルを装着し、もう一
地上の敵基地を破旋するミサイルを発射できます。(ボタンを2回
ミサイルカ官射)

・敵基地は中心の要塞からジョイン卜によって、各ブロックのそれ
ながりあい、その機能を維持している。ジョイン卜を破織することにより
ながりを断たれた基地を破捜することができます。

・それぞれの基地のつながり方を見つけ、うまく破慢すると広範囲で破織す
ができ、高得点を得ることができます。

・基地の中心近くにいる要塞掻衛大型機(ゲッ卜=リム)は中心部に三回命中しない
と破織できません。

・各ブロックの基地をすべて破捜し、基地中心にある要塞を破織するとラウンド終
了です。

p、、，

株式
会社、，伊聞面開-'1
ROLLER TRON CORPORATIO憾 LTO.

-東京 干160東京観板宿区西早稲困2T目20・1(早苗ピ1"1F) 宮(03)204・倒的(代表)・TOKYO20・12-CHOME N1SH1WASEDA. SH1N..JUKU-KU. TOKYO. ..JAPAN 
PHONE(03)204・0469

ジャンブして銃を取れば、8soIbとロボットを

倒曹ことができます.但し、ロポットは3発
命申書ぜないと自国れません.

-大阪 干533大阪市直混川区車中島 1T自12-33 n( 06)325・3843(代表)・OSAKA 12・33 l-CHOME H1GASH1NAKAZ1MA. H1GASH1YODOGAWA-KU. OSAKA. ..JAPAN 
PHONE(06)325-3843 

レバーとポ骨ンでジャンブ

して邸品と量産置を灘ける.

ROLLER TRON @ 

/a園田園Eど

，.... 
} 

会従来のジュニア用メタJ
を破る驚異の売り上げ汐

<10円玉メ ダル併用〉

〔楽しさいっぱいアニ切ωr=レツトf】

/ペ~.;*~ー-ー
/ヤ'， 

丘t
Eヨ

なります。つきましでは、これらの行為のないよう充分にご注

意賜わり業界の秩序維持、健全な発展のために皆様のど協力を

お願い申し上げます

画

エスエヌケイエレクト口ニクス

代表取締役川崎 英 吉

~ 
.u:. 

昭和59年 2月

本日
発売元

株式会社新

開発・製造元

株式会社

=11  

言霊
平素は格別の御引立を賜わり摩く御礼申し上げます。

さて、この度、弊社が発表致しましたビデオゲーム機「ヴァンガ

ードllJは弊社が独自に開発製品化したオリジナル製品でゐります。
従って、この機械を無断で模倣またはこれに類似する商品と

して製造、改造、販売、輸出する等の行為をすること及びこれ

らの機械を使用して営業することは著作権法、工業所有権諸法、

不正競争防止法等に抵触し弊社の正当な権利を侵害することに

ブヲクン営側〈

カラフ'"顔面!!
，がま1フ~ ム )
ファンタジFγ
ル戸レヅトグ

〈仕機〉

寸法 1530(H) x 

電源 IOOV 

i南賢官霊力 170W l
 
i
 
l
 

--

• 

当りでTコ/
大当りで2コ/
/ fj]当り1さと3コも

景昂ガ出ます/

仕機
1340(H) X 500(W) X 550(0) 

100V 50/60Hz 

60W、動作時110W

14インチモニアー{吏用 SHIN NIHON KIKAKU CORP. 
SNK CORPORATION 
ト45，H1GASH1 MIKUNI 6-CHOME， YOOα::AWA-KU， OSAKA， JAPAN 

本 位大阪市淀川区東三国6丁目1醤45号〒532n(06)396・1621:，仕

東京支庖 東京都台東区，茎高橋5-4・4ジュエル軟灘原〒111官 (03)866-6175羽t

福間営 割lPli 福岡市1嘩多区博多駅東3丁目3-16川鴻ビル304号〒812宮 (092)471・8612-3

東大阪営幾所 東大飯市奮闘7-2-35ネワイトシャトー1~首〒 578 n (0729) 65・0533

3043 Kash附 Slree1.T開制伺 Califomia90505 Phone.(213)539・2744

まま新日本企
SNK ELECTRONICS CORP_ 

〆'、

、〆

本社千101
TEl : (0剖256・0311-1

TEHKAN LTD. 41.Kanda Hig"hi M剖SU$hita
-cho，Chiyoda.ku， TOkyo 101， Japan 
TEl : (03) 256・0318 T，ElEX: )27174 TE削州

橡式会社壬-1J;;J.li!UiT 
C叩V句ht'@ 1984 TEHKAN LTD， 

， 
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ゲームの

しくみと働き

|連載釦佃I

娘二三伺侮便物認可

• ビデオ

ゲームマシン

@) 出|

第232号あーミ同興ljlH骨;tg"J 

と
い
う
立
叫
怖
を
表
わ
し
た
り

あ
る
い
は

「
ビ
デ
オ
取
り
」

と
か
「
災
ビ
デ
オ
」
な
ど
日

本
品
独
特
の
使
い

H
か
な
さ

れ
て
い
ま
す

.
・
刀
、
モ
ニ
タ
ー
と
い
う

コ
葉
は
、
訓
戒
と
か
作
地
H

な

ど
を
立
味
す
る
ラ
テ
ン

A
の

モ
ニ
シ

ョ
ン
と
い
う
古
楽
か

ら
き
た
も
の
で
、
災
誌
で
は

も
と
も
と
、
学
校
で
光
小
.
の

納
佐
と
し
て
、
生
徒
の
出
欠

を
調
べ
た
り
、
風
紀
を
守

っ

た
り
す
る
ク
ラ
ス
委
員
と
か

風
紀
委
員
な
ど
を
窓
味
す
る

一
言
葉
で
す
。
現
在
、
こ
の
モ

ニ
タ
ー
と
い
う
言
葉
は
、
ゲ

ー
ム
業
界
で
は
、
受
像
管
を

章
味
す
る
部
品
名
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
が
、
.
般
に

は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
使

わ
れ
て
い
ま
す

*
テ
レ
ビ
の
映
像
や
汗
戸
を

送

U
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
状
況
に
必
飲
す
る
-
』
と
、

ま
た
は
、
そ
の
訓
燃
を
す

λ
w
Aハ

牢
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
か
時

間
的
な
ら
び
に
内
的
合
的
に

正
常
な
状
態
で
政
送
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
取
組
・

舷
認
す
る
人

*
放
送
局
や
広
智
代
理
的
の

依
頼
に
よ
り
需
緩
や
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
を
視
聴
し
て
、

そ
の
感
想
を
報
告
す
る
人

牢
企
業
か
ら
の
依
頼
で
、
新

製
品
等
を

一
時
的
に
使
用

し
て
、
そ
の
性
能
や
機
能

等
に
つ
い
て
報
告
す
る
人

一
般
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意

味
で
す
。

こ
こ
で
ま
た
本
題
に
反
り

ま
す
。

ゲームマシン第232号ロH
-

R
U
一

4
.

，. 

同
月
一3
一

党
伶
機
に
は
、
受
仙
団
代
や

年
一

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
動
作
さ
せ

か
一

る
の
に
必
要
な
屯
力
を
供
給

9
一
す
る
た
め
の
屯
減
州
路
が
付

a唱
a

・
い
て
い
ま
す
e

そ
し
て
、
其

t
t
州
日
の
時
代
か
ら
、
ヒ
ー
タ

に
交
流

(
A
C
H
オ
ル
タ
ネ

(3) 

電
源
回
路

(25) 

映

幅
な
ど
の
周
辺
国
路

三・・ー....，......ー帯、おおお品 おお品おZBZ-Z認詰e-.-:.--;.:::.:: .. -::-.. ~..:.:哨おaa品.tZMおおおぶabt“お:""..... μ:.'ムー-46?-14h+4..，FF，，.モモモ宅、ユおおおおZ日記認日ぷ:・z

ては説受
い残明{象こ
さりい作れ
たのた問ま
い回し辺で
と約十ま |川に
思にし路
いったに作
まい 。つ郎
すてノトい分
。み |而ての

)
 
-(
 
映
像
増
幅
回
路

第

1
図
は
、
持
辿
の
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
の
映
像
明
幅
回
路

の
構
成
を
示
す
図
で
す
。
こ

の
図
に
お
い
て
、
第

1
映
像

地
何
で
は
、

搬
送
色
信
号
と

同
期
信
号
を
そ
れ
ぞ
れ
の
回

ド
プ
穆
イ

品
】
-
フ

G
4

1-
ABL 

映像増幅回路の布陣成図 1

ACC回路

路
に
分
配
す
る
と
と
も
に
、

A
G

C
(オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・

ゲ
イ
ン

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

H

自
動
利
伴
制
御
)
岡
山
内
に
も

映
像

U
Uを
分
配
し
て
い
ま

す
。
映
像

M
M
M山町の
日
的

は
、
低
い
入
力
屯
町
を
カ
ラ

ー
受
像
作
の
カ
ソ

l
ド
に
加

え
る
の
に
必
要
な
大
き
さ
に

m附
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ

の
信
号
は
同
期
れ
い
け
が
王
で

郷
皮
信
号
が
れ
側
め
れ
極
性

映
像
信
号
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
映
像

m
.帆回
路
で

市
円
安
な
こ
と
は
、
車
流
分
か

!
テ
ィ
ン
グ

・
カ

l
レ
ン
ト
)

を
供
給
す
る
・
石
川
仰
を

A
屯
似

と
呼
び
、
前
一
流

(
D
C
H
ダ

イ
レ
ク
ト

・
カ
1
レ
ン
ト
)

を
供
給
す
る
泡
似
は

B
U
狐

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

(4) 

電
源
整
流
回
路

柄
引

8
肉
は
、

A
c
mボ
ル

ト
を

4
川
酬
の
ダ
イ
オ
ー
ド
を

使

っ
て
幣
流
し
て
い
る
ブ
リ

ッ
ジ
形
終
流
回
路
の
例
で
す
。

こ
の
場
介
、
交
流
活
肢
の
正

の
半
サ
イ
ク
ル
で
は
ダ
イ
オ

ー
ド
臥
と
臥
が
導
通
し
て
コ

ン
テ
ン
サ

C
を
充
電
し
、
負

の
半
サ
イ
ク
ル
で
は
、
ダ
イ

オ
ー
ド
印
と
仇
が
碍
泊
し
て

図
の
よ
う
な
極
性
(
+
と
ニ

で
コ
ン
デ
ン
サ

C
を
充
・U
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
州
路

で
は
、
屯
源
屯
庄
の
約
一
向
的

の
ド
山
一
流
・
む
圧
が
取
り
山
せ
ま

R 

，ーーーー一・ーー・、 b
-ー -11，ー回目ーー申ーーーー・、、
エヱ二拝ニニ宗、 ~ I1 IC 
'-，.-汁←一一、0. '1 、I1 

、、 IJ

ブ リッジ形聾流回路図8

100V 

す
。第

9
悶
は

2
倍
電

H
P幣
流

回
絡
め
例
で
す
。
こ
の
州場
介
、

交
流
電
圧
の
負
の
半
サ
イ
ク

ル
で
電
流
-
M
が
矢
印
の
万
向

に
流
れ
て
コ
ン
デ
ン

サ

G
を

充
屯
し
、
}
北
の
半
サ
イ
ク
ル

で
は
屯
流
・
M
M

が
矢
印
の
万
向

に
流
れ
て
先
ほ
ど
の
心
光
正2俗電圧盤流回路図9

J

つ
A C 100 V 

ら

4
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
ま
で
の
問

波
数
借
械
を
持
っ
た
鱒
皮

M

U
を
な
る
べ
く
忠
実
に
刷
制

す
る
こ
と
で
、
特
に
向
流
分

ま
で
伝
送
し
て
カ
ラ

l
受
像

管
に
加
え
な
い
と
元
の
映
像

の
色
が
再
現
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
前
固
ま
で
に
説

明
し
た
、
ク
ラ
ン
プ
回
路
(
積

流
分
再
生
回
路
)
や

A
B
L

回
路
(
自
動
輝
度
制
御
回
路
)

が
付
い
て
お
り
、
そ
の
他
に

も
、
回
帰
線
消
去
回
路
や

A
R

C

(オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク

・
リ

ゾ
ル

|
シ
ョ
ン

・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

H
肉
動
解
像
度
制
御
)

な
ど
が
付
属
し
て
い
ま
す
。

映
像
信
号
に
自
流
分
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
第
五

川

U
の
映
倣
什
刷
れ
ツ
の
と
こ
ろ

で
詳
し
く
況
明
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
映
像

M
号

を
第
2
附

ωに
..
 
小
す
白
黒
受

保
管
の

m一仰
向
路
で

m似
し

ま
す
と
、
結
合
コ
ン
デ
ン
サ

の
た
め
に
、
図

ωの
よ
う
に

映
像
信
号
の
阪
流
分
が
失
わ

れ
て
、
自
で
あ
る
べ
き
と
こ

ろ
が
灰
色
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。第

3
闘
は
白
星
…
と
カ
ラ
ー

正直列ピーキングコイル

L. 

Lt 
;l ~I) ピー
l キング

コィ，レ

の
映
像
附
似
岡
山
聞
の
仰
域
特

性
を
示
す
閃
で
す
。

n
m…
受
伶
機
の
映
倣

m
.何

回
路
で
は
、
国

ωの
よ
う
に

4
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
付
近
ま
で
十

分
に
術
械
を
広
げ
て
、
州
像

の
細
か
い
部
分
ま
で
一
科
判
明
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
屯
阪
問
答

ピーキング

で補償

4 

(.)白州受像機僻域特性

3 2 

tl 

最
ゃ
れ
術
低
抗
や
配
線
の
分

布
答
日
な
ど
の
彬
柵
刊
で

m一川

総
の
山
城
特
性
は
、
閃

ωの

破
線
の
よ
う
に
低
下
す
る
の

で
、
共
仮
周
波
数
を

4
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
付
近
に
設
定
し
た
ピ

i
キ
ン
グ

・
コ
イ
ル
(
高
域

補
償
コ
イ
ル
)
を
使
っ
て
、

4
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
付
近
の
口
減

+275V 

ー-~'1\ レベル(一定)

80V 

{・}向型1受像機の映像t官制例J&

〒れ
ド
ル

映i輩出力
30μTr 峡

像
幽
明
制
帽
回
路

、.
川
圧
J
U
加
わ

っ
て
コ
ン
デ
ン

サ

Q
を
約
制
ボ
ル
ト
に
允
屯

し
ま
す
。

(5) 

電
源
安
定
化
回
路

氾
川
州
安
定
化
の
た
め
の
定

屯
庄
同
路
に
は
、
ト
ラ

ン
ジ

ス
タ
パ
の
も
の
と
‘
サ
イ
リ

ス
タ
パ
の
も
の
が
あ
り
ま
す

第
刊
凶

ωは
ト
ラ

ン
ジ
ス{b}サイ '1̂  7一式

J11 
力

人
J) 

(・片手:"/'J...Iー式

タ
式
の
定
屯
庄
向
帥
刊
の

wm成

を
示
す
プ
ロ
ッ
ク

・
ダ
イ
ヤ

グ
ラ
ム
で
す
。
図

ωは
サ
イ

リ
ス
タ
式
の
場
合
を
ポ
し
て

い
ま
す
。

(6) 

誤
差
増
幅
と
保
護
回
路

閉山

U
阿
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
式
の
定
.
定
何
回
路
に
お
け

る
誤
差

m
Mの
例
を
一不
す
回

路
図
で
す
。

こ
の
場
介
、
仏
は
ツ

ぇ
ナ

l
-
ダ
イ
オ
ー
ド
で
ぶ
ぷ
検

山
川
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

h
の

エ
ミ
ッ
タ
を
約

7
ボ
ル
ト
に

附
記
し
て
む
リ
、
ベ
ー
ス
に

山
力
・
小
山
川
を
分
川
し
て
加
え

ま
す
と
、
エ
ミ

ッ
タ

・
ベ
ー

ス
川
の
屯
圧
差
に
応
じ
て
ほ

抗

nm
を
流
れ
る

コ
レ
ク
タ
屯

流
が
変
化
し
て
、
コ
レ
ク
タ

側
に
屯
位
差
が

m一附
さ
れ
て

12V 

定電圧回路の織成図10

出力
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特
性
を
補
償
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
の
幼
A
けは、

3
・

日
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
惚
送
色

M

U
が
党
像
作
の
カ
ソ
ー
ド
に

そ
の
ま
ま
加
わ
り
ま
す
と
、

阿
向
上
に
ド
ッ
ト
状
の
純
度

変
化
が
現
わ
れ
て
見
学
日
し
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
第

3
阿
川
の
よ
う
に

3
・
日
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
付
近
の
利
得
を
下

げ
て
、
そ
の
代
わ
り
人
間
の

日
に
紋
も
感
じ
や
す
い

1
1

2
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
付
近
の
利
得

合場

送
の

敏

合

送

一

犠

放

ラ

の

剛

掃

カ

内
町

白鳳とカラーの映像増幅回路帯主曜特性

4 

(b)カラー受像機I，!'ilt特性(ARC付}

図3

3.58MHz 
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を
上
げ
て
-比
か
け
し
し
鮮
鋭
な

州
像
に
な
る
よ
う
な
帯
域
特

性
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
帯
域
特
性
で
は
当
然
、

内
黒
受
像
機
よ
り
精
細
な
画

像
を
内
閣
叫
す
る
能
力
が
劣
り

ま
す
の
で
、
先
に
も
ち
ょ

う

と
ふ
れ
た

A
R
C
(自
動
解

像
度
制
御
)
と
呼
ば
れ
る
補

-・平品Jレベル

‘ーーー撚レベル

I(r iM.分のめる映像侃り

砲維分のな〈な勺た映像(iJ0¥} 

(b)映像併号の，'UI.分的{J無によるi量い
図2

斗
¥
和

、，

(7) 

高
圧
ト
ラ
ン
ス
回
路

R， 2k 

1'>11":""'.' I 

+~5k V 

受像符

トランジスター式の回路図

R，. 
lk 

5k 

C. T町
20，μ 

s
 
r
 
1
 
・

n. 
150 

入力。C120V 

R， 
3k 

図11

H， 
200k 

Lrピーキング
コイル

事I3映像
υt明紛削除へ

Iu 

C， 

+8 
遅延線路

L， Lo 

二~ ~ 

pfm 

lI¥'娘f骨'福岡路

媛送色信号

映像検滋
よリ

キード

ACC回路

r.J期信号

巨副

助
団
絡
を
使
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

第

4
図
は
第

一
、
第
二
映

像

m何
回
路
の
例
を
示
す
閃

で
す
。
第

一
映
像
地
脳
回
路

は
、
郷
度

M
れ
ツ
と
搬
送
色
U

H

ゲ
と
同
期
い
n
Vを
そ
れ
ぞ
れ

に
分
け
て
次
の
阿
路
に
送
り

込
む
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

第
二
映
像

m側
回
路
に
は
、

輝
度
む
号
の
高
城
補
正
問
路

と
純
度
信
号
を
遅
ら
せ
る
遅

延
線
路
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。第

5
図
は
映
像
櫓
幅
回
路

の
全
体
を
示
す
例
で
、
こ
の

図
で
は
、
鎌
度
は
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ

h
の
ベ

l
ス
電
圧
を
変

え
て
行
な
い
、
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
川
の
エ

ミ
ッ
タ
電
圧
を
変
え
て
行
な

っ
て
い
ま
す
。

第 1、第2映像精鋼回路の例図4

霊像情

KIJゾド

Cカソード
OIJソード

10 
映像111/1羽目3映惜別刷挑2睡1愈用幅!lI'鴫惜刷柑

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

色
長
ド
ラ
イ
ブ
方
式
は
み
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

第

7
聞
は
、
以
色
日

U
山

h
M
向
路
の
例
で
す
。
こ
の
回

路
は
、
ク
ロ
マ

・
ビ
デ
オ

I

C
の
中
の
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
で

原
色
信
号
を
作
っ
て
い
る
受

像
機
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
回
路
で
は
、
バ
イ
ア
ス
の

調
援
に
よ
り
間
耐
を
時
く
し

た
場
合
の
赤

・
線

・
背
の
発

光
バ
ラ
ン

ス
を
と
り、

自
の

部
分
が
き
れ
い
な
自
に
な
る

(2) 

映
像
出
力
回
路

映
像
出
力
回
路
は
、
輝
度

日
サ
を

m制
し
て
受
像
附
U
の

カ
ソ
ー
ド
に
加
え
る
た
め
の

阿
路
で
す
。
受
州
市
桝
u
の
純
矧

や
色
復
調
同
路
に
お
け
る
色

村
川
サ
の
取
り
出
し

H
に
よ

っ

て
、
第

6
闘
の
よ
う
に
、
原

色
ド
ラ
イ
ブ
式
と
色
差
ド
ラ

イ
ブ
式
と
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
現
在
の
カ
ラ

l
受
像
管

は
グ
リ

ッ
ド
電
極
が
一
体
化

次
回
は
散
防
対
策
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
-
}
で
余
白
を
利
川
し
て
、

こ
の
稿
に
ら
た
く
さ
ん

A
い

て
い
る
外
米
諸
の
カ
タ
カ
ナ

ぷ
記
に
つ
い

て
ひ
と
百
述
べ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
求
訴
の
表
記
に

つ
い
て

は
、
附
如
何
-
-
卜
九
年
・

1nの

第
・
.
ト
阿
川
説
得
淡
会
総
会

術
諸
表
記
合
阿
部
会
報
骨
に

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿

'u、
そ
の
部
会
報
比
円
の

刊
の

原
則
に
苓
い
て
浮
い
て
い
る

の
で
す
が
、
た
だ
.
っ

、
本
・

縞
で
は
例
外
的
な
4
4
U

き
刀
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
原
語

の
綴
り
の
終
わ
り
の
長
音
符

口
す
に
つ
い
て
で
す
。
た
と
、
え

ば
、
，
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
u

の

州
場
合
.
先
の
部
会
制
限
止
門
で
は

n
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
。
の
よ

う
に
末
尾
に
長
官
u
符
サ

(l
)

を
川
い
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
か
、

K
午
前
で
は
窓
ぷ
的
に

こ
の

K
行
符
ザ
を
川
い
て
い

ま
せ
ん。

そ
の
即
日
山
は
、
川

い
な
く
て
も
充
分
に
分
か
る

と
忠
わ
れ
る
こ
と
と
、
縦
件

き
で
あ
る
た
め
、
頻
繁
に
山
山

て
く
る
外
米
却
に
い
や
り
い
ち

長
計
符
号
を
付
け
る
と
、
か

え

っ
て
わ
ず
ら
わ
し
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、

色
を
立
味
す
る
州
場
合
な
ど
は

長
青
符
号
を
付
け
て
か
カ
ラ

l
e
と
明
緩
に
し
て
い
ま
す
。

7ノー ド
7tーカス

5-6kV 

水平パルス鐙流による高・低庄司r~車

水'1':11力

図12
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畢ol
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(.)ffl.色ドライブ方式
図6

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム

・
マ
シ
ン
の
山・
で

受
像
機
の
こ
と
を
、

T
V
モ

ニ
タ
ー
ま
た
は
ビ
デ
オ

・
モ

ニ
タ
ー
、
あ
る
い
は
単
に
モ

ニ
タ
ー
と
昨
ん
で
い
ま
す
。

句
}
の
ビ
デ
オ
と
い
う
音
楽

は
、
見
る
と
い
う
意
味
の
ラ

テ
ン
語
の
ヴ
イ
デ

l
レ
と
い

う
言
葉
か
ら
作
ら
れ
た
英
語

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
言
楽

は
「
視
覚
の
」
と
か
「
画
像

の
」
と
い
う
意
味
で
形
容
詞

的
に
使
わ
れ
た
り
、
名
詞
と

し
て
「
テ
レ
ビ
の
録
岡
装
置
」

よ
う
に
調
核
し
、
州
ド
仰
を
明

る
く
し
た
場
A
H
に
ら
、
内
の

部
分
が
き
れ
い
な
内
に
な
る

よ
う
に
、
亦
と
苛
め
ド
ラ
イ

ブ
凋
格
別
の
呼
変
紙
抗
器
を

調
節
し
ま
す
。
出
力
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
の
入
力
向
路
に
入

っ

て
い
る
コ
イ
ル

L
と
コ
ン
デ

ン
サ

C
の
並
列
回
路
は
、
原

色
信
号
の
高
域
補
償
用
ピ
ー

キ
ン
グ
回
路
で
す
。

こ
こ
で
少
々
余
談
に
な
り

ま
す
が
、
ビ
デ
オ

・
モ
ニ
タ

ー
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
述

t
 
p

イ
ア
ス

出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
削
船
さ

れ
て
山
て
く
る
ぷ
だ
川
圧
は
、
惜
別
ロ
同
は
、
水
Jr
パ
ル
ス

屯
川
制
御
ド
ラ
イ
ブ
川
の
卜
戦
流
に
よ
る
い
け
川

・
低
圧
屯
減

ラ
ン
ジ
ス
タ

h
の
ベ

l
ス
に
を
・
4

小
す
凶
て
す
。
水
ヂ
悩
向

加
わ
り
ま
す
。
こ
の

h
は
.

川
怖
で
発
生
す
る
日
・

河
キ

山
力
活
爪
制
御
川
の
ト
ラ
ン
ロ
ヘ
ル
ツ
の
パ
ル
ス
屯
庄
は

ジ
ス
タ
払
と
絞
A
n
般
紙

(ダ

約

制

ポ

ル

ト

で
す
の
で
、
ニ

|
リ
ン
ト
ン

・
コ
ネ
ク
シ

ョ

れ
を

F
B
T
(フ
ラ
イ
・
パ
ッ

ン
)
に
し
て
あ
り
ま
す
め
て
、
ク

・
ト
ラ
ン
ス
フ
寸
|
マ

)

結
局
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

h
の
で
見
付
.
し
て
、
そ
れ
を

3
前

エ
ミ
ッ
タ

・
ベ

l
ス
山
の
屯

M
か

5
倍
以
前
牧
流
し
て
、

加

圧
変
動
に
よ
っ
て
ト
ラ
ン
ジ

1
お
キ
・
ロ
ボ
ル
ト
に
し
て
、

ス
タ
払
の
内
部
抵
抗
を
制
御
受
像
管
の
ア
ノ
ー
ド
用
の
・
尚

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
電
圧
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の

の
よ
う
な
働
き
に
よ
り
、

い

図
で
は
、
フ
ォ
ー
カ
ス
冠
庄

ま
仮
に
出
力
五
圧
が
卜
昇

し

ゃ

映
像
回
路
用
の

唱
電
庄
も

た
と
し
ま
す
と
、
ト
ラ
ン
ジ
こ
の
回
路
で
取
り
出
し
て
い

ス
タ

h
の
エ
ミ
ッ
タ

・
べ
|

ま
す
。

ス
間
の
屯
圧
が
L
L

口

升

し

て

、

)

J

l

ぽ

歪

補
正
ト
ラ
ン
ス
回
路

コ
レ
ク
タ
屯
流
が

m
Mし
ま

す
の
で
、
阪
抗
白山
の

む

圧

降

定

作

が

.

注

時

間

に

行

な

卜
か
大
き
く
な

っ
て
、
ト
ラ
わ
れ
な
い
州
場
介
に
受
像
耐
に

h
u、事
-
h

ン
ジ
ス
夕
日
の
ベ
ー
ス
百
圧
幾
何
午
的
な
盃
が
で
き
る
こ

か
低
ド
し
ま
す
。
そ
の
結
決
、
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
甲
山
の
ベ

ー

ス

川

'川
仇
(
デ
フ
レ
ク
シ

ヨ
ン
-

U
流
が
減
少
し
て
、
そ
の
内
デ
ィ
ス
ト

l
シ
ョ
ン
)
と
コ

郎
紙
抗
か
峨
ト
八
し
ま
す
の
で
い
ま
す
。
そ
の
以
肉
は
、
似

出
力
川
町
を
下
げ
る
よ
う
に

内
向
路
で
党
中
.
さ
れ
る
の
こ

働
き
士
す
。
紙
抗

nm
は
れ
仰

ぎ
り
波
が
.
小
山
別
で
あ
っ
た
り

屯
流
の
バ
イ
パ
ス
川
で
、
卜

川
内

コ
イ
ル
の
設
計
が
思
い

ラ
ン
ジ
ス
タ
市
川
は
災
状
屯
流
た
め
で
す
。

こ
の
よ
う
な
悩

が
流
れ
た
場
人
円
に
抵
抗
ぬ
の

向
ポ
.
を
補
正
す
る
た
め
に
使

定
圧
降
下
に
よ
っ
て
呼
辿
状
わ
れ
る
の
が
延
納
疋
ト
ラ
ン

態
と
な
っ
て
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
ス
回
路
で
す
。

タ
mm
と
m
h
を
一
短
絡
し
、
ニ
の
以

t
で
受
像
管
周
辺
回
路

側
路
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

の
説
明
を
終
わ
り
ま
し
て
、

ド
J

ィ仁

取
色
信
号

奇
跡
を
起
こ
せ
、
リ
プ
ル

ラ
フ
ル
・
魔
滋
使
い
め
Hu

nu
リ
プ
ル・

ラ
フ
ル
で
や
っ

一切
一
つ
け
る・

包
め
y
パ
シ
シ

一ラ
一

司

一レ
一

ム

一司
一

ナ

一よ
一

往

ロ

レ

会

制

|ピット&ラン|

I Jレ4レ
ルポ万 ‘ygタ向ド
ンレカ
箔をパ l

持↓邑
1し:PII
ムてク)
， yコセを
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E
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一

α
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新
鋭
テ
レ
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ゲ
ー
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十

l
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マ
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チ
薗
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新
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岨
慣
/
第
一
一
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テ
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立体効果のある画面で

「ヴァンガードIIJ新日本企画から

3
D効
米
の
あ
る
州
向
で

敵
法
.
地
を
似
城
し
て
い
く
と

司、句、

-
O
B
 

ヴァンガード11

い
う
T

V
乎
術
戦
争
ゲ
ー
ム
ら
始
ま
り
、
敵
機
を
迎
幣
し

機

、ヴ
7

ン
ガ
l
ド

H
L
山川
、
な
が
ら
進
む
と
敵
法
地
が
現

附
新
日
本
合
州

(本
社
大
阪
、

わ
れ
る
(
じ
っ
と
し
て
い
れ

川
崎
北
対
古
村
一
公
)
か
ら
J

け
ば
敵
機
の
攻
附
恨
の
み
で
敵
以

卜
旬
発
光
と
な
る
。

地
は
現
わ
れ
な
い

)。

敵
然

こ
れ
は
戦
闘
機
n

ヴ
7

ン
地
は
安
本
を
中
心
に
無
数
の

ガ
ー
ド
e

を
八
方
向
レ
パ
|

プ
ロ
ッ
ク
が
ジ
ョ
イ
ン
ト
で

で
操
作
し
レ
ー
ザ
ー
砲
で
敵

つ
な
が
れ
て
お
り
、
こ
の
ジ

機
を
幣
破
し
な
が
ら
、
ミ
サ
ヨ
イ
ン
ト
に
照
準
を
合
わ
せ
、

イ
ル
に
よ
り
敵
状
地
を
倣
壊

ミ
サ
イ
ル
ボ
タ
ン
(
度
押

し
て
い
く
も
の
で
、
州
州
は
す
と
ミ
サ
イ
ル
炎
川
、
.
.
 
位

行
日
大
な
敵
林
地
の

.m分
に

い
て
党
射
)
で
般
域
。
つ
な

な

つ

て

い

る

。

か

り

を

絶

た

れ

た

収

地
は
機

ま
ず
下
山
宅
川
の
場
刷
か

能
が
伴
什
す
る
の
で
、
作
法

刷
刷
}
を
打
つ
こ
と
で

X
か

O

の
文
千
を
点
灯
さ
せ

(
.
皮

点
灯
し
た
文
?
で
も
a

ん
止
条

件
で
変
.史
可
能
)
、
タ
テ
、

ヨ
コ

、
ナ
ナ
メ
の
い
ず
れ
か

に
同
一
文
字
が
そ
ろ
う
と
パ

ッ
ク
ガ
ラ
ス
の
文
字
T
I
C

T
A
C
T
O
E
が
点
灯
、
完

成
す
れ
ば

--
Mリ
プ
レ
イ
と

な
る
こ
と
が
特
徴
。
ま
た
ボ

ー
ナ
ス
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ど

も
あ
る
。
ハ
札
価
ド
ボ
山
化
。

パ
リ

l
社
製
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
遊
び
の

エ
ッ
ク
ス
ズ
・
オ
I
ズ

r 

パ
リ
l
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
最
新
フ
リ
ッ
パ

l

目
官
d幻

怯H
・
か
ら
あ
る

ω
チ
ッ
ク
・

沼

タ
ッ
ク

・
ト
l
H
の
ゲ

i
ム

g
一
を
掠
刑
し
た
氷
川
バ
リ
|
-

日一

ミ
ッ
ド
ウ
エ

|
社
製
フ
リ
ッ

5
一
パ

i
「
エ
ッ
ク
ス
ズ

・
ォ

!

1
一
ズ

ザ

、

附

f
j
l
ジ
ャ
パ

月
一3
」

均

体

3
一
ン
(
本
社
東
京
、
マ
l
ロ
ン

・

年
一

パ

l
パ
|
社
長
)
か
ら
近
々

乱

発
売
と
な
る
。

9

こ
れ
は
プ
レ
イ
フ
ィ
|
ル

a
唱，
，

ド
小
山
八
郎
の

3
×
3
の
マ
ス

リ
に
、
こ
れ
と
刈
応
し
た
タ

ー
ゲ
ッ
ト

(k
mと
ぶ
れ
州

ii?な
-、
、

「
ミ

ス

タ

ー

・
バ
イ
キ
ン
グ
」

り
て
か
ら
て
な
い
と
党
射
で

5
な
い
敵
を
辺
め
す
ゐ
ご

と
に
州
州
上
部
の
ピ
ン
ク
色

ゲ
ー
ジ
か
上
U

介
、
全
部
ピ
ン

ク

に

な

る

と

定

凶怖い仰
でん刊に

品
川
ぷ
バ
イ
キ
ン
グ
船
が
現
わ

れ
、
こ
れ
に
釆
る
と
空
の
敵

と
戦
い
な
が
ら
准
む
こ
と
に

な
る
。
最
終
場
ぃ
川
の
大
勝
城

セ
ガ
社
か
ら

空
飛
ぶ
海
賊
船

データからDCシステム か
わ
い
い
バ

イ
キ

ン
グ
が

地
上
と
空
中
の
敵
を
や
っ
つ

け
な
が
ら
大
成
城
へ
と
進
む

コ
ミ
カ
ル
タ
ッ
チ
の
T

V
ゲ

ー
ム
機
「
ミ
ス
タ
ー

-
バ
イ

キ
ン
グ
」
が
、
側
セ
ガ
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社

点
京
、
小
山
中
級
社
・
ト
と
か

ら
J

，M
L
L
旬
発
行
川
と
な
る
。

こ
れ
は
空
飛
ぶ
バ
イ
キ
ン

グ
船
か
ら
敵
地
に
降
り
た
バ

イ
キ
ン
グ
を
レ
パ

l
で
傑
作

し
、
賞
ボ
タ
ン
で
矢
を
射
る

と
と
も
に
赤
ボ
タ
ン
で
爆
弾

と
ミ
サ
イ
ル
を
淀
川
別
し
な
が

ゐs_:線香E便物認可ゲームマシン第232号1984年3月15日(27) 

も「ジェネシス」

ス
基板で

ら
敵
を
倒
し
て
い

く
も
の
。

果
物
や
野
菜
の
形
を
し
た
小

限
、
原
始
的
な
戦
中
や
動
物

i

'

t

‘

l
l
'
'
t
 

た

れ

掬

カ

ら

以
上
れ
る
忽

竜
、
コ
ミ
カ
ル
な
動
さ
の
敵

な
と
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
牧

場
し
‘
フ
T

ン
タ
ス
テ
イ

y

ク
な
州
場
日
向
山
川
ス
ク
ロ

ー
ル
式

に
民
聞
し
て
い
く
。

・
米
は
い
つ
で
も
使
用
で
き

る
が
、
爆
弾
と
ミ
サ
イ
ル
は

小
屋
に
タ
ッ
チ
す
る
と
収
わ

れ
、
あ
る
い
は
時
々
飛
ん
で

く
る
バ
イ
キ
ン
グ
船
が
投
下

し
て
い
く
の
で
、
こ
れ
を
れ

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附
F

本

的

な
ぬ
て
ぬ
船
人
や
動
物
と

社
市
氷
点
、
制
川
利
犬
判
長
)

戦
い
な
が
ら
山
氏
物
を
傑
し
山

か
ら
宝
探
し
が
テ
!
?
の

T

す
ゲ

l
ム
で
、
松
初
に
品
全

V
ゲ
|
ム
機
「
ジ
ェ
ネ
シ
ス
」
体
図
と
宝
物
の
位
択
が
示
さ

が
一
月
卜
六
日
発
売
と
な
り
、
れ
た
後
、
プ
レ
イ
画
面
は
'
局

ま
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り

を
テ
ー
マ
と
し
た

D

C
シ
ス

テ
ム
の

T

V
ゲ
ー
ム
カ
セ
ッ

ト
「
ピ
|
夕
|
ペ
ッ
パ

|
ズ
・

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
が
.
川

ト
州
日
発
光
と
な

っ
た
。

「
ジ
子
不
シ
ス
。
は
似
始

.~ 1fl.lSa・

EZ主宰司
・('~.JI・

臨主唱

右
は
D
C
『ピ
l
タ
1
ベ
ッ
パ

l
ズ

・
ア
イ
ス
?
リ

l
ム』

-
O
白

、、
地
の
つ
な
が
り
方
を
見
つ
け

う
ま
く
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
破
壊

す
れ
ば
広
範
聞
の
族
地
を
.

皮
に
峨
峨
て

5
る

終

決
地

を
令
部
破
岐
し
、
以
後
に
山
e

心
部
の
削
宮
本
を
敏
壊
す
れ
ば

.
パ
タ
ー
ン
終

f
。
な
お
.
曲
古

川
ハ
川
辺
に
い
る
ト
〈
制
定
局
品
川
機

{

0

・・
川
命
中
さ
せ
な
い
と
破

収
で

5
な
い

}
に
仲
代
立
ヴ

ア
ン

グ
|
ド
が
e

・
機
や
ら
れ

る
と
ゲ
ー
ム
終

f
だ
が
、

山
必
何
点
以
|
で
.
機
追
加
さ

れ
る
。
テ
ー
ブ
ル
同
川
烈
で

2
・
川川
・
ー
い
l
H
M
I
l
-
-
。

'
U刈
心
肺

J
J
l
l
"
V
1
J
H
『

T

V
ア
メ
フ
ト
ゲ

i
ム

す
る
。
ま
た
レ
バ
ー
と
ジ
ャ

ン
プ
ボ
タ
ン
で
ジ
ャ
ン
プ
タ

ッ
ク
ル
も
可
能
。
ゲ
ー
ム
は

タ
イ
マ
ー
制
だ
が
、
硬
貨
の

追
加
殺
人
で
試
人
刊
は
絞
行
で

き
る
。

以
ハ
似
販
化
の
み
で

O

P
制
約
|
州
万
八
「
川
。

2
人
同
時
プ
レ
イ
も

ア
イ
レ
ム
か
ら

「
v
s
mヤ
l
ド
フ
ァ
イ
ト
」

選
予
に
近
づ
く
と
タ
ッ
ク
ル

エックスズ ・オーズ

ア
イ
レ
ム
側
(
本
社
大
阪

£
3
1日・
1

、.1
‘
ピ
リ
h

‘ep
s
L
L
ES〈
d

げ
昨

U
N
N川
J
H
t
i
H
酌
w一
羽
l

‘T
Iレ
』

か
ら
、
川
社
T

V
ゲ

i
ム出問

。
叩
ヤ
ー
ド
フ
T

イ
ト
t

を

-
-
人
同
時
プ
レ
イ
か
で
き
る

よ
う
に
し
た

「

v
s
mヤ
ー

ド
フ
7

イ
ト
」
が
、
一七
月

l

H
発
売
と
な
る
。

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
ゲ

i
ム
内
符
と

し
た
ら
の
で
、
.
人
間
の
州場

A
H
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
州
予

ド
オ
フ
ェ
ン
ス
側
を
で
き
る

た
け
的

へ
近
め
る
ゲ

l
ム
で

従
米
の

「
刊
ヤ
ー
ド
フ
ァ
イ

ト」

(本
紙
第
却
号
本
側
参

照
)
と
同
じ
内
容
だ
が
‘
e

-

入
用
の
州
場
合
は
同
時
対
戦
が

で
き
、
オ
フ
ェ
ン
ス
と
テ
ィ

フ
ェ
ン
ス
に
分
か
れ
て
の
攻
ボ
デ
ィ
ー
が
テ
ン
ト
桜
り

防
戦
と
な
る
e

デ
ィ
フ
ェ
ン

の
バ

ッ
テ
リ
ー
ヵ

l
「
キ
ヤ

ス
側
は
タ
ッ
ク
ル
す
る
た
め
、
ン
パ
ス
カ
|
」
が
、
附
ホ
l

オ
フ
£
ン
ス
側
は
そ
れ
を
桜
プ
(
本
社
仁
川
場
川
崎
市
、
小

り
切
る
た
め
任
い
に
レ
パ

l
w定
政
社
以
】
か
ら
・
・
H

川
下

を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
動
か
す
と

旬
発
必
と
な

い
う
レ
バ

l
合
戦
が
耐
白
い

。
っ

た
。

オ
フ
ェ
ン
ス
側
が
問
問
攻
こ
れ
は
し
し

黙
で
十
ヤ
ー
ド
進
め
な
い
時
、
部
の
パ
イ
プ

バ
ス
ポ

l
ル
を
取
ら
れ
た
時
、
式
日
一
円
相
制
み
に
、

タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
し
た
時
に
、
か
わ
い
い
品
川

攻
守
交
符
と
な
リ
州
耐
が
反
物
や
虫
の
絵

似
す
る
J

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
側

を

プ

リ

ン

ト

は
桁
定
さ
れ
た
選
手
を
操
作
し
た
テ
ン
ト

し、

利
子
の
ポ

l
ル
を
持
つ
を
か
ぶ
せ
た

申
打
。

ホ
ー
プ
か
ら

「
キ
ャ
ン
パ

ス
カ

i
」

プ
リ
ン
ト
図
案
で

新
感
覚
の
も
の
で
、

は
怖
川
市
に
取
伴
え
ら
れ
る
。

作
動
時
間
九
十
秒
、
メ
ロ
デ

ィ
ー
と
ぷ
|
ン
っ
さ
。
定
日
以

日』
t
m川

:.lド
L
i九
1

戸
川
制

I
l
l
l
-

テ
ン
ト

~‘ 

、.

は
そ
の
入
刊
か
聞
い
た
叫
に

似
怖
か
ミ
サ
イ
ル
を
幣
ち
込

む
と
峨
峨
で
き
.
ハ
タ
|
ン

終

f
。
バ
イ
キ
ン
グ
が
:
パ
川

ア
ウ
ト
で
ゲ

l
ム
終
了
だ
が
、

一
定
得
点
で
現
わ
れ
る
カ
ブ

ト
を
取
れ
ば
a

人
追
加
さ
れ

る
。
法
板
販
先
の
み
で
定
価

卜
問
万
八
下
川
。

イ
ス
・
『
れ
を
A
L
m
の
せ
終
わ
る

と
.
パ
タ
ー
ン
ク
リ
ア
と
な

る
。
ア
イ
ス
・
ト
は
レ
バ
ー
で

川押
し
た
り
、
ボ
タ
ン
て
け
り

孫
と
し
た
り
持
ち
上
げ
た
り

し
て
運
ぶ
。
コ
ー
ン
に
ア
イ

ス
ヱ
いる
」-
-
例
弔
一
ね
て
の
せ
る

と
巨
大
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

が
で
き
向
得
点
。
敵
に
触
れ

る
と
ア
ウ
ト
だ
が
、
ア
イ
ス

-h
で
敵
を
仰
し
つ
ふ
す
こ
と

が
で
き
、
ま
た
ボ
ー
ナ
ス
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
取
る
と
敵
は

し
ば
ら
く
品
川
け
な
く
な
る
。

.回
ア
ウ
ト
で
ゲ
|
ム
終
了

だ
が
、

一
定
得
点
以
上
で
.

人
追
加
さ
れ
る
。
テ
ー
プ
単

価
六
万
八
千
川
。

， 

ミスター ・バイキング

定
置
型

「な
か
よ
し
コ
ア
ラ
」

東
娯
か
ら
英
国
製
ラ
ジ
コ
ン
ポ
ー
ト

マ
リ
l
ナ

、、、
-・圃.

-・・圃圃

「週」

rョ

英
同
ト
ル
ネ

l
ド
社
製
ラ

ジ
コ
ン
ポ
ー
ト

「
ミ
ニ

7

リ

|
ナ
」
と
定
置
阿
転
式
来
物

機

「
な
か
よ
し

コ
ア
ラ
」
が

h
p

・

以
印
刷
似
栄
機
附

，

、M
F

{
本
社
点
以
、
山
ソ
4

・wa

，

川
俊
夫
社
長
)

--

‘

か
ら
い
ず
れ
も

手

前

二
月
十
阿

H
発

盛
岡
、
居

先
と
な

っ
た
。

F

}

，

h
一

「
ミ
ニ
マ
リ

J'民
陶
，

l
ナ
」
は
舵
を

F
H
a副副

川
し
水
上
の
ポ

'

グ

費

l
ト
を
定
、
り
せ

盟
国
吹

S
i

る
叫
代
作
動
式
リ
モ
コ
ン
逃

戯
機
で
、
保
品
川
効
訓
干
の
よ
さ
、

欣
附
が
ほ
と
ん
と
な
い
こ
と

な
ど
か
特
徴
。
タ
イ
マ
ー
制

で
.
同
行
秒

(凋
懲
り
)。

ボ
!
ト
卜
台
、
操
作
ボ

ッ
ク
ス
九
ム
H

(
-

ムn
-
e

人
川
)
、パ

ッ

ー

テ
リ

I
Z
-
-

セ
ッ
ト
む
パ
)

F
tm

な
ど
の
枕
泳

a司

七
ッ
ト
定
側

「な
か
よ
し
コ
ア

ラ
」
は

コ
ア
ラ
の
親

¥j
w
 

V S 10ヤードファイトキャンパスカー

も

車F

了
を
配
し
た
采
物
機
で
、
闘

す
と
脊
の
出
る
玩
具
が
a

一
カ

所
に
付
い

て
い
る
の
が
特
徴
。

Te厳目
開

冨蝿

• 
閉

ジヱネシス

の
，
部
と
な
る
。
八
万
向
レ

パ
!
と
ボ
タ
ン
・
・
つ
を
州
制
作
。

敵
に
対
し
プ

i
メ
ラ
ン
攻

撃
を
行
な
う
が
、
恐
竜
に
ジ

ャ
ン
プ
(
ボ
タ
ン
)
し
て
乗

る
と
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
、

恐
屯
が
倒
さ
れ
な
い
限
り
無

敵
と
な
っ
て
火
炎
攻
般
市
が
で

き
る
(
尚
得
点
)
。
数
カ
所

に
隠
れ
ボ
ー
ナ
ス
も
あ
る
。

八
ヵ
所
に
あ
る
ん
氏
物
を
A
h
m

取
る
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
人
川

(
:
・
回
ア
ウ
ト
で
ゲ

1
ム
終

了
だ
が
)
が

一
人
追
加
と
な

り

パ

タ

ー
ン
ク
リ
ア
。

収

板
販
売
の
み
で
定
価
卜
判
万

八
千
円
。

「ピ
|
夕
|
ベ
ッ
パ
|
ズ

・

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
は
レ
ン

ガ
と
ハ
シ
ゴ
で
机
成
さ
れ
た

州
州
で
、
ド
ー
ナ
ツ
や
ミ
ル

ク
ポ
ッ
ト
の
製
靴
下
を
泣
け
、

ア
イ
ス
瓦
を
運
ん
で
コ

l
ン

に
の
せ
て
い
く
i
u
の
で
、

園 田

L1 

ア

句、.司、
句、
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*前面の出っ猿る面が

I 5 """少ない

*基板取り付けによ っ

てボタンが回ること

はありません

*ジョイスティ ックの

マイ クロ部介は差込

み方法採用

Z 5 I1， N， CT・9，

，，・
一
L
7

〆

ア
一ア
リ
一卜
n'v一

【スーパースナイパー〕
完全シャツ

イタズラされると
子ライター・ハリガネ

なかよしコアラ

干540
大阪市東区内本町 1丁目48番地

TELEX 5297019 MAX SCJ 

TEL(06)946・0181

マックスサービス【練】

e 

作
品
川
時
間
は
九
ト
秒
(
判
州
戦

吋
)
、
.
.
州
の

B
G
M
r-n

動
切
杯
、
ぇ
)
が
作
動
小
に
流

れ
る
。
ん
札
口
以
判
名
。
定
価
七

l
f有
万
円
。

'1電子ライター防止機能 r

画面をクリア L、クレジットー 0"と

な町、ブザー@断続渚T知らせます。

②糸釣・ 針金防止機能 〆

画面をクりアし、クレジント o..と
な町、ブザー@ 統務で知らせます。

①スピーカー苛でガンガンw報/
0・A;晶子。をスピーカー(_接続する

と、ブザー音の代り にスピーカーよ

η “ファンファン音"を出せます.

'4i1:邑源 "ON..時のクレジット上町等

のトラブルは皆無てす

6コイン彼数の切換え可能
1 -3枚の硬貨・ 1プレイの切倹えか¥

デイップスイッチで簡単にでき孟す。

~ 
f寸

CT-9、LS-9

実用新実出願中*CT-9専用僅体ハーネス有り

ぷ信ミ.
(司UWZグ

ミツセイ株式会社号待大阪市東淀川区よ新圧3・14・I1 信頼の妓術と アフターサ ービスが自慢の会社ですY ，. 

} 

i命hJ，t戸悶ri5美女木5-20-20 〒335TEし 0484(21) 520附切
線込銀行 三和銀行高島平支后館通門陀130547
秋"原 東京都千代田区外初旬2・1・6山東tイルタト槻田会館203号干101ft03(255)5491刊
新 宿 突京都新宿区西新宿5・1・18西新l?iパレスビル1F 〒160tt03(373)?021附

事，_.， ~~ .. ~ 

1-ヨ幅由咽....... 

まず、お電話して下さい

06 (326)6700 
〈紘込先〉住友銀行庄内支底側ヱム・アイ・ピ-8212524鵬菌相互銀行上新庄支広仰ヱム・アイ・ピ-8216232

M.I.P 
株式会社

価P



ゲームマシンゲームマシン (28) 第三極郵便物u、可第232号19841手3月15日第三舷郵便物~可第232号1984年3月15日(29) 

時
代
に
つ
い

そ
う
い
、
え
ば
高
校
生
の
一
則

友
だ
ち
か
ら
は
変
っ
て
い
る

と
か
い
ま
ど
き
そ
ん
な
の

は
遅
れ
て
い
る
わ
と
か
言
わ

れ
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
、
エ

ン
ゲ
ル
ス
著
の
吋
共
立
町
北
4
R

-一
一
一口
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ

た
っ
け
。

あ
れ
は
父
の
本
だ
っ
た
の

か
な
。
抑
入
れ
の
隅
に
放
っ

て
あ
'っ
た
も
の
だ
が
文
庫
本

で
頁
数
も
そ
う
多
く
は
な
く

て
持
っ
て
歩
く
の
に
手
頃
な

感
じ
だ

っ
た
か
ら
何
と
な
く
、

そ
う
た
だ
何
と
な
く
こ
れ
と

い
っ
た
目
的
も
な
く
暇
っ
、
山

し
に
日
ト
叫
ん
だ
の
だ

っ
た
。

あ
の
則
は
今
と
違
っ
て
ど

の
文
庫
も
カ
バ
ー
な
ん
か
か

f
L
.弘
、
っ
こ
ふ
l
v
-

『止
「

l
司
式
?
カ

，

f

l
，ζ
f

訓
〆

産
党
bn
言
』
が
岩
波
文
庫
で

そ
れ
で
も
角
川
や
新
潮
や
河

出
や
創
元
の
よ
う
な
他
の
文

庫
と
較
べ
る
と
岩
波
文
庫
は

よ
く
一
言
、
え
ば
風
絡
が
あ
る
悪

〈
一一一首
、え
ば
古
風
な
感
じ
が
し

て
い
た
。

当
今
は
流
石
に
箱
だ
け
は

つ
い
て
い
な
い
が
、
ど
う
し

て
た
か
だ
か
文
旅
本
で
し
か

な
い
の
に
あ
ん
な
本
に
ま
で

カ
バ

ー
を
つ
け
た
り
、
時
を

か
け
た
り
ま
で
す
る
の
か
し

'り
。絡
は
つ
い
て
い
な
い
と
い

う
の
も
正
路
に
い
、
え
ば
間
違

い
な
の
か
な
。
文
庫
で
も
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
も
の
に

は
箱
が
つ
い
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
だ
か
ら
。

『
共
産
党
内
田
.言
』
を
み
て

後
半
に
出
て
く
る

「
家
族
」

の
と
こ
ろ
で
は
大
き
な
衝
撃

を
受
け
た
。
勿
論
あ
の
場
合

も
愛
が
契
機
に
は
な
る
の
だ

け
れ
ど
、
そ
う
い
う
社
会
に

住
ん
だ
こ
と
が
な
い
私
か
ら

見
る
と
、
何
だ
か
純
一
料
で
娼

婦
に
な
っ
た
り
、
無
料
で
娼

婦
を
買
っ
た
り
す
る
よ
う
な

-
d 

I 
τM 

て

(
l
)
 

具
合
に
ま
ず
解
釈
し
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
し
ら
。

今
か
ら
お
も
え
ば
随
分
色

色
と
心
配
し
な
が
ら

『共
和
町

党
合
一
言
』
を
読
ん
だ
ん
だ
っ

た
っ
け
。

子
供
が
出
来
た
場
A
H
は
例

人
の
子
と
し
て
で
は
な
く
て

村
会
全
体
の
子
供
と
し
て
し

か
る
べ
き
地
設
で
集
団
で
育

て
る
と
し
で
あ
っ
た
の
だ
け

ど
、
ま
あ
子
供
が
次
次
と
生

連載小説(35)

~ 巴
巴

れ
た
ら
問
題
は
な
い
け
れ
ど

誰
も
が
山山
路
の
苦
痛
を
避
け

る
た
め
に
避
妊
を
し
だ
し
た

ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と

も
心
配
し
た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
そ
う
そ
う
、

私
が
い
ち
ば
ん
は
じ
め
に
心

配
し
た
こ
と
は
、
愛
情
を
も

て
な
い
男
性
か
ら
誘
わ
れ
た

場
介
に
ど
う
な
る
か
が
れ
A
批

り
で
仕
様
が
な
か
っ
た
。

資
本
主
義
社
会
で
は
女
性

の
件
は
令
と
い
う
棚
で
守
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
愛
情
が
な

-パワー、スピード、テクニック./

チャンピオンをマットに沈めるのは詮だグ

・ビ、ソグなキャラクターを採用。

ダイナミックな映像がツイン・ モニターで迫るスリリングな

ボクシング・ゲーム登場。

・今夜のメイン・イベントは世界中が

注目のピ、ソグ・ファイトゲ

い
の
に
情
交
を
せ
ま
ら
れ
れ

ば
レ
イ
プ
に
な
る
の
だ
が
、

性
に
つ
い
て
金
と
か
法
と
か

と
い
う
鮒
が
一
切
取
り
は
ら

わ
れ
た
社
会
て
は
レ
イ
プ
も

レ
イ
プ
で
は
な
く
な
る
の

で

は
る
い
か
と
か
、
近
税
制
官
械

な
ど
に
つ
い
て
も
『
共
産
党

宣
言
』
で
は
す
こ
し
楽
観
的

過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
し
ら

と
あ
の
本
で
は
少
か
ら
ぬ
暇

を
つ
ぶ
し
た
も
の
だ
わ
。

結
論
と
し
て
は
何
だ
か
件

が
タ
ク
シ
ー
と
タ
ク
シ
ー
の

来
容
の
よ
う
な
間
柄
で
し
か

〈
拡
げ
ら
れ
た
下
肢
の
亀
裂

を
灯
時
る
手
つ
き
で
な
ぞ
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
る
が

も
う

↑
切
の
結
時
を
決
然
と

ふ
り
き
っ
て
雌
か
な
手
つ
き

で
テ
キ
は
婦
を
腿
口
に
入
れ

て
き
た
。
心
な
ら
ず
も
惨
み

山
し
た
体
液
が
充
分
に
あ
る

の
で
指
は
ご
く
容
易
に
腺
口

に
間
入
し
て
く
る
。

人
羨
桁
に
続
い
て
中
指
も

そ
れ
に
そ
え
ら
れ
・
.
本
の
指

の
腹
が
腕
口
の
卜
部
を
流
浪

し
て
い
る
。

-・ー

な
い
よ
う
な
感
じ
で
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
も
う

ひ
と
つ
脱
い
て
行
け
な
い
よ

、
つ
だ

っ
た
。

ま
あ
、
現
に
、
ソ
述
で
も

家
族
は
厳
と
し
て
存
在
し
て

い
る
の
だ
し
、
あ
れ
は
ス
タ

ー
リ
ニ

ズ
ム
の
ひ
と
つ
の
遺

跡
桝
で
あ
る
と
し
て
採
惑
枕
す

る
マ
ル
ク
ス
、
主
義
者
も
い
る

け
ど
、

一
挙
に
解
決
は
出
来

な
い
難
か
し
い
問
題
な
ん
だ

h
u
、
長
ぜ
っ
L
」。

テ
キ
は
依
然
と
し
て
大
き

と
こ
う
す
る
、
7
ち
に
頭
の

芯
で
白
い
衝
般
市
が
は
じ
け
た

よ
う
な
感
じ
で
自
制
す
る
た

め
の
ブ
レ

ー
キ
が
完
全
に
破

壊
さ
れ
た
よ
う
る
は
や
じ
が
つ

ト
品
/
、
ー
し
わ
~
。

「
う
ん
、
こ
の
火
っ
コ
の

・
叩
の
上
の
↑
々
が
ざ
ら
ざ
ら
し

て
る
と
お
も

っ
て
た
べ
え
が
、

こ
の
さ
ら
さ
ら
し
て
い
る
の

が
数
の
子
天
井
ッ
コ
さ
と
お

も
っ
て
た
べ
え
が
、
こ
の
数

の
子
の
小
に

G
ス
ポ
ッ

ト
が

あ
っ
た
ん
だ
べ
」

95-1744 
630(舗)x 900(奥行}
x 1.891(高さ)%，
123k9 

• VS.システムはソフトウェアROMを焚換するだけで、次々に新しいゲ
ームを楽しむことができます。

・第1弾は、VS.テニスとvs麻雀を同時発売。
.3月下旬にvsシステム用ベースボールのソフトウエアROMを発売。
・6月初旬に第3弾VS.システム用ソフトウエアROMを発売予定。

。

ζ〉

'‘ 、，

マ95-2628
690(煽)x 965(奥行)x 880-1. 060(高さ)%，
93119 

テ
キ
は
ぶ
つ
ぶ
つ
低
戸
で

独
言
じ
み
た
こ
と
を
い
い
な

が
ら
無
邪
気
な
幼
児
が
気
に

入
っ
た
玩
具
で
遊
ん
で
い
る

よ
う
志
風
伯
で

G
ス
ポ
ッ
ト

を
押
し
た
り
雌
附
し
た
り
し
て

ご
く
楽
し
げ
で
あ
る
の
だ
が

押
さ
れ
る
身
に
も
な
っ
て
欲

し
い

も
の
だ
。

G
ス
ポ
ッ
ト
を
押
さ
れ
る

た
び
に
成
る
し
の
奈
洛
へ
突

き
市
附
さ
れ
る
山
叫
ん
じ
が
加
述
さ

れ
る
。
あ
る
い
は
枠
連
を
越

え
光
速
に
近
づ
く
感
じ
で
加

述
を
ぐ
ん
ぐ
ん
と

つ
け
て
ゆ

健吉和佐

く
ロ
ケ
ッ
ト
に
く
く
り
つ
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
と

言
え
ば
い
い
の
か
し
ら
。

テ
キ
が

G
ス
ポ
ッ
ト
を
抑

す
毎
に
深
〈
折
り
曲
げ
ら
れ

て
い
る
膝
を
勢
い
よ
く
伸
ば

し
て
背
筋
に
鋭
〈
走
る
快
感

に
同
調
し
た
い
の
に
膝
は
動

く
縛
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
全

然
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
痛
烈
な
痛
み
が
生
じ
て

実
際
に
は
背
筋
に
快
感
と
同

時
に
そ
の
跳
ね
上
が
る
よ
う

な
痛
さ
が
走
る
か
ら
芦
を
あ

干101東京都千代田区神田須田町1-22TEL03(254)1781 
干542大阪市南区長編矯筋1T1332 TEL06(245)4155 佳夫望株式省社

Jぜンチ?ウト w

V$システム

'‘ 、01

げ
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

テ
キ
は
而
白
が

っ
て
執
糊

に
数
の
子
天
井
を
撫
で
摩
り

G
ス
ポ

ッ
ト
を
中
指
の
腹
で

押
し
て
く
る
。

も
う
下
の
山
八
か
ら
山
山
て
く

る
体
液
だ
け
で
は
な
く
て
上

部
の
ん
八
も
み
な
聞
き
き
っ
て

し
ま
う
。
涙
も
と
め
ど
な
く

出
て
く
る
し
唇
を
閉
じ
る
カ

も
失
せ
て
だ
ら
だ
ら
と
挺
が

流
れ
て
い
る
。

漸
く
膝
を
粘

一
杯
伸
ば
す

こ
と
が
出
来
て
白す
う
っ
と
し

た
と
お
も
っ
た
ら
目
が
覚
め

.。
，
人

何
の
こ
と
は
な
い

、
ど
う

や
ら
自
分
で
膝
を
胸
げ
て
太

腿
を
き
っ
く
締
め
そ
の
問
に

指
を
侠
み
こ
ん
で

い
た
だ
け

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
ら
さ

っ
ば
り
し
た
。

疲
れ
き
っ
て

泥
の
よ
う
に
眠
っ
た
後
の
目

覚
め
は
い
つ
も
爽
や
か
で
あ

っ
た
。ま
だ
早

い
朝
だ
。
時
聞
は

充
分
に
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
と

食
事
を
た
の
し
む
こ
と
に
し

よ
う
。
カ
セ
ッ

ト
で
テ
レ

マ
ン
の

タ
|
フ

ェ
ル

ム
ジ
|
ク
を
か

け
る
。
ス
ー
プ
を
泊
め
る
。

ハ
ム

サ
ラ
ダ
を
つ
く
る
。
卵
は
ス

ク
ラ

ン
ブ
ル
が
好
き
だ
。
ソ

フ
ト
サ
ー
モ
ン
の
残
り
も
片

づ
け
て
し
ま
お
う
。

ト
ー
ス

ト
の
匂
い
に

バ
タ
ー
が
溶
け

て
ゆ
く
匂
い
が
浪
っ
て
ゆ
く

の
も
良
い
。
オ
レ
ン
ジ
も
三

倒
ぐ
ら
い
は
食
べ
て
お
か
な

く
っ
ち
ゃ
ビ
タ
ミ
ン

C
信
仰

は
別
に
し
て
水
気
が
多
い
の

は
い
い
こ
と
だ
。

新
聞
を
み
る
と
指
が
単
一…く

な
っ
て
嫌
い
な
の
だ
州
十
に

れ
は

一
日
の
は
じ
め
の
儀
式

の
ひ
と
つ
な
の
だ
か
ら
と
っ

て
こ
よ
う
っ
と
。
あ
ら
、
何

で
す
っ
て
原
子
力
発
電
所
ジ

ヤ
ツ
ク
っ
て
。

A.， 
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• 
最新鋭テレビゲーム機VS.システム、

マルチ画面を揺載して新登場。
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Y司もも

rコレしかない!!J

①左右に3つのミニハ
ンドルガついています。
②コインを入れると玉
111コ出てくるので、
それをうまくミニハン
ドルで頂よこまで持ちあ
げるゲームです。
③当たりのポケットlこ
入ると楽しいカードガ
払出口からでます。

JUMF LIFT 

器(J-ν商会

⑥画b
(jjjjjJ 
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ト2・2前回ビ J~n(091)474-0110 
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MARCH 15 
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テーブル型TVゲーム機 (TABLEVI DEOS) アップライト、コックピット型TVゲーム機

前 機種名(メーカー名)
Inl MODEL (MANUFACTURER) 

評価
(RATING) 

。
。

。。
5

6 

7 

8 

9 

10 

日

@

MM
14 12 

@ 

山川
田

(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 
機種名
MODEL (MANUFACTURER) 評価(RATING)

、'" ，.‘ 

ズーム 909(セガ社 )
11 10 zoom909(Se98) ………………………………… ... 4.00 

モナコグランプリ(セyゲ社)
11 11 Monaco G. P (Sega) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . 4 . 00 

幻魔大戦(データイ ー ス 卜)
12 Bega's Battle (Data East) ・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 00 

ターボ (セ ガ社 )
Turbo (Sega) ・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3 75 

頒 の体操ペー トII(ユニエンター)
15 14 ;~;:n;" ~~ Taiso~ (~n i~;;) ー・・・ ・…・・ …一 一 . 3.00 

2 
10ヤードファイト (ア イ レム)
10-Yard Fight (Irem) .......................・・・・ー . . . . . . . . . . . . .7 . 00 

タ ツノぞー (セガ社)

Tapper (Sega) ................................................... 7.00 

vsシステム テ ニ ス (任天主)
VS. System Tennis (Ntntendo) ・・・ ・・・・・・・・・・・・ー・・・ 一.. . . 7 . 00 

ミスター ・バイキ ン グ (セガ社)

Mister Viking (Sega) ..........................................6.75 

ピ y ト & ラ ン (タイ トー )

Pit & Run (Taito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6.27 

ジェ ネシス (デー タイ ー スト )

Genesis (Da¥a East)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・. . . . . . . . . . . . . . ・・・ ・6.50 

4

@

6
 

エキサイテイングサッカー (アルファ屯子)

Exciting Soccer (Alpha) ・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 13 

ギャラガ (ナムコ )
13 Galaga (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 94 

リプル ・ラブル (ナムコ)
Libble Rabble (Namco) ....................................... 4 . 92 

マリオブラザーズ (任天堂)
Mario Bros. (N intendo) ....................................... 4.80 

ー

@

3

4 

5 ジャ ン ブウナイ ト (日本物産)
Jangou Night持 (Nichlbutsu) .... .............................6.43 7 

3 
ザ ・ビ γ グ ・プ ロ レ ス リング (データイ ー スト )

The Big Pro帆Irestling(Da¥a East) ・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 67 

ノ〈ー デ ィーキング2 (タイ トー)
Birdie Klng 2 (Taito) .................................. ........ 5.38 

エクセリオン (ジ ャ レコ )
Exerion (Jaleco) ................................................5.30 10 

8 

6 9 

7 

8 

9 ⑪ 

14 13 

ジャン トツ (サ ン リツ )
16 Jantotsu静 (Sanritsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'4.80 

16 10 
セ、、ビウス(ナムコ)

Xevious (Namco)........................ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.77

1 
TXー 1 (辰巳屯ー子)
TX 1 (Tazmi) ...................................................7.81 

マ yハスリー (;タイ トー )

M A.C. H. 3 (Taito) .............................................7.50 

スターウォーズ (アタリ )
Star Wars (Atari) ................................ ... ..... ........6.50 

ポールポジシ ョンII (ナムコ )
Pole Position II (Namco) ・・・・・・・・・ ・・・・. . . .・.. . . . . . . . . . . . . . 6 . 41 

ウル トラク イ ズ (タイト ー)
U Itla Ouiz (Taito) .......................・.• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 5 . 40 

レー ザ ー グランプリ (タイ トー)

Laser Grand Prix (Taito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... . 4. 95 

ス タープレ イザー (セカザ社)
Starblazer (Sega).......... ................................・.• • • • 4 . 92 

イ ン ターステラー (フナイ)

Inter Stellar (Funai)・・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . .・.. . . . . . . 4 . 80 

3 

2 

8 

4 

6 

5 

9 アストロンベルト(セガ社)
Astron Belt (Sega) ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 67 

ポー ルポジシ ョン(ナムコ )

Pole Position (Namco) ・・ ・・ ・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...4.20 

、，
'‘ 

7 

フリ ツノ〈ー (FLlPPERS)
@ 雀豪(日本物 産 )
20 
Jangou* (Nichibutsu)・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.53

ベーターア クション(タイ トー)

18 14 Elevator ACtion lTaltol- -- ・ ・・……ー… '4.50 

イパーオ リンピッ ク (コナ ミ)

1911Track &FIeld(Konaml) ・・ ー …………  ・'4.27

血 麻雀教本(新 日本企画)。21
も:1 ... ~ Mahjong Kyositsu* (SNK) .............................・.• • • • • 4 . 20 

ー

@

@

4

@

将棋 (アルファ屯 子)
21 19 Shougl‘(Alpha) ........................・.• • • • • • • • . • • • • • • • • • • • • • 4 . 17 

ノパ2001(ユーピーエル)
Nova 2001 (UPL) ・-一・….. .…・・….. . .一.. .一….. . . . . . . . 4 . 09 22 17 

@

@

@

 

バトル ・クルーザ-M-12 (シグマ)
42 Battle Cruiser M-l 2 (Sigma) .................................4.00 

バチフィ ーパー (三機電子)
47 Pachi Fever (Sanki) ...........................................・・4.00

プロゴルフ(データイースト)
56 Pro Golf (Data East)....... ...... ...... ...... ...... ..... ..... ....4.00 

調査ご協力庖(順不同)

ルナ，{ーク (東京 ・新街)、ロサ ・ゲームラン下(W:京 ・池袋)、ジョイプラザ21();(稲I.新京極)、タ

イトースペシャル (大阪 ・傍聞)=紛タイトー ; J & B (東京 ・神間)、UFO <東京.n谷)、セカ'
センター ・ニュー光 (大阪 心斎橋)、モンテカルロ立命(京都 ・北区)={附セグ・エンタープライ

セス ; ゲームスペース・ミライヤ (東京・部閉)、プレイシティキャロット新宿1古(東都 新f首)、ビ
ッグキャロット新橋I;!j(東京 ・新4旬 、なんIi'シティビ yグキャロット(大阪・鍛波)=1仰ナムコ ， ゲ
ームファンタジア ・シグマ(東京 ・渋谷)、ゲームファンタジア ・イズミ(東京・新宿)、ゲ}ムファン
タジア ・スーパーII<東京 ・池袋)=紛シグ-..， ゲームスポ yト・チェスター (大阪 ・悔I:H)、アメニ
ティ パ-1・リ/千日前J苫(大阪 ・千日，iij)=(附アポロ ; カーニパノレプラザ (東京 ・新術)=側エスコ
n易， ワールドゲーム ・ミヤコ(東京・ifJi街)=跡i:>>東京キャピオートi ゲームプラザ ・シルピア <!U
京・新街)=総点京マノレサン ; 名鉄レジャック (名占底 ・駅前)=(防水野商会 ， ビデオイン ・キャッ

スル (小倉・駅，iij)=(附問問尚会 ; Jii立ゲームセンター (大阪 玉造)=議興業X-I，).

• The Tradlllonal Japanese Games 

評価

(RATlNG) 

調査ロヶーンヨンの設1li俄機を売よげと人気frから見1こうン7付(1で、 各オヘレ-7ーの判断
によるテータを集計、 その平均値を示したもの 数字の意味は10 これ以上ない爆発的な人気
と売よけ、9 すぱ勺しい人気と売上(1.8 大変いい人気と売上げ、7 いい人気と売上付、
6 :まあいい人気と売より、5 平均約なもの、 4 平均以下(以下省略)

ファ イア ーパワー II (ウィリアムズ)
Fire Power II (Williams)....................................... 7.00 

4 アマゾンハント(ゴット リーブ)
Amazon Hunt (Gonlieb) ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.25

ワーロ ッ ク (ウィリアムズ)
13 Warlok (Williams) ・・…・.. . . 一・・・・・・・…・・・…・・・・…・・ ・・…・ 5.50 

ローヤルフ ラ yシ ュoX (コヘy トリーブ )
Royal Flash DX (Go口lieb) ・・・・・ー・・・…・・・…ー・・…….......5.00

8 エ ッ クス ズ ・オーズ (パリ ー )
X's & O's (Bally) ................................................5.00 

1 、，
'‘ 

3 

d 
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水中スクーターを敵の魚雷や機雷、 岩主主どに当らないよう

lこ上手にコントロールし怠ガら、カプセル!こ閉じ込められ

だ昧万のタイパーを叙出するゲームです。

燃料ガ怠くなつだら脱出し、 敵ダイパーのスクーターを奪

うことが出来る怠ど、水中戦のダイゴミガ昧わえます。
， 

... 風岡

間 存r 司・・ ー“E
~ そv"'1¥-，;. 

ミ瓜ザ

T T  

赤い稲獲肯F1 F.t RACE 
ν嘩.. 砂

羽田・

-4l'1:f:竜~J
レッドカー(自重)を4方向l//'iーと、フコクセルボタンを」二

手に操作してゴールを包提言す、スピード慰あふれるゲーム

です。-

相手のFIを追い銭くと黄色から青い車体!こ変り、第2・第

3トライ戸ルから相手の患を金制1追い銭くと、ピットイン

してターボに変身スピード戸ツブ。ガソリンガOl~lðるか

1間違れるとゲームオーnーです。
-~WI):V8 • 
レーザーディスクを採用しだこの迫力あるゲームは、戦斗

機ゲームと、爆撃機ゲームのどちらかを選んで楽しむこと

ガ出来ます。

・戦斗機ゲームは、ジョイステツクの」二部にある引き金と、

機関銃ボタン、ミサイルボタンを操作して、地上のター

ゲツトや攻撃ヘリコプターを怒ち落すゲームで、 上下、

左右に移動する地上画面は、迫力ある空中戦ガ瞭わえま

す。

・爆撃機ゲームは、爆弾役下ボタンを使って、地上墓地を

爆破して行くゲームで、地」こからの高射砲や、ミサイル

を避け怠ガら、敵の戦斗機を破策して行くダイゴミは、

臨場感を盛り上げます。

株式会社9"ト-P
戦闘般をモチーフ|こしだフリツパーゲームで、 F-I -R 

帽 E-P-O・W-E-Rを完成するたびにボーナス得点、ガ得

られます。また右側」こ郡のホールにボールガ入ると2個
自のボールガ出て来て、2ボールゲームとなり、ゲーム

中の得点はすべて倍に怠ります。

本社 東京都千代図区平河町 2T~5 書 3 号
タイトービル n03(264)8611 (大代理賢)〒102
TAITO CORPORAT80N 

戸ミューズメント・マシンの製造・販売・賃貸・輸出入/屋内外レジャー施設の企画・設計・施工・運営サービス/ボウリング関連機器の販売・サービス
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Michael Kogan， F rAnd 

President Of Taito， Passed Away 

'‘ 

At 11 :30 a.m.， Febrllary 6 (6:30 
p.ll1.， February 5 at Los Angeles till1e)， 
Mr. Michael “Mike" Kogan， president 
of Taito Corporation， passed away dlle 
to the heart discases at the hospital 
attached to the University of Califor-
nia at Los Angeles (UCLA)， U.S.A. 
He died at the ab>e of 64. He was born 
in Odessa， U.S.S.R.， blll his nalionality 
was Israel. He was living in Tokyo. 
His funeral was performed according 
to the Judaism， and his body was 
buried in a newly erected tomb in 1ρS 
Angeles in the presence of his family 
members. 
Michael Kogan was born on Janu-
ary 1， J 920 in Odessa， U.S.S.R.， after 
the revollltion. After gradua ting from 
a commercial school in Harbin in the 
northeastern region of China， he visit-
ed Japan in 1939 for the first time in 
his life. After gradllating from Waseda 
School of Economics， he went over 
to China in 1944， and after visiting 
Shanghai， he wenl to Tientsin where 
he acqllired how to manage interna-
tional lrade bllsiness. 1 n 1946， he 
set abollt managemenl of a lrade 
house independently， dealing in wool-
cn goods， carpets， condensed milk， etc. 
After the Second World War， affect-
ed by the Chinese Communist Parly 
has expanded its leadcrship， he cleared 
his business in Ch ina、and visiled 
Japan once again in 1948. In 1950， 
hc set up a trading company named 
“Taito Yoko" setting about export-
ing/importing of miscellaneolls goods. 
Thereafter， however. he closed this 
company. In 1952， he launched 
Japan's first vodka dislillation project， 
and in actuality， lhe reslIlting product 
was shipped as the highest gradc pro-
dllct and highly replltated. Vodka 
was supplied to ca ba rets， restau・
rants， etじ.ln view of this facl， he hit 
upon lItilization of peanllts vendors 
(vendi略 machines)， COll1附 ncing
manufacture， sale and lease of lhem. 
ln the next year， he launched juke box 
operalions， establishing the fOllndation 
of amusement machine (AM) bllsiness 
that continlled to expand thereafter 
ln AlIgust 1953， hc established 
Taito Trading Co.， Lld. in Tokyo， 
assuming offjce as president. This 
company served as the basis for the 
subsequent expan針。ninto a variety of 
areas， including jukebox and other 
all types of AM operations， importing， 
manufacture and sale thereof. ln 1961， 
Taito Trading opened offices across 
Japan， while establishing servicing 

、
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shops in Akabane， TSllnashima and 
Osaka. Tn 1963， Pacific lndustry Co.， 
Ltd.， a subsidiary company engaged in 
research & developll1ent and manllfac・
ture， was set up in Yokohama， secur-
ing Taito's footing in this field 

Taito's Growth 

In 1972， Taito Trading was re-
named Taito Corporation， and in the 
next year moved the head office to lhe 
present building at Hirakawa-cho， 
Chiyoda-ku. Since that time， Taito has 
continued to acquire its own buildings 
across Ja pan. At the present， thcre are 
100 odd offices. Concerning flippers， 
Taito assumed sole agency in Japan on 
behalf of D. Gottlieb & Co. (now 
Mylstar， lnc.) and Bally Mfg. Corp. of 
the U.S.A. Concerning jllkeboxes， 
Taito also assumed sole agency of 
Seebllrg Inc. (now Jukebox Division 
of Stern Electronics 1nc.). From lhe 
very beginning， Taito has been very 
wiJ1ing to import foreign AMs， and has 
dealt in prodllcts of many other com-
panies. A10ng with the steady expan-
sion of its business， Taito has also 
expanded its over ten overseas sub-
sidiaries and offices， including Taito 
America Corp. in the U.S.， Taito do 
Brasil lndllstria e Commercio Ltd.， 
and Taito Australia Pty. Ltd. The 
steady overseas advances have been 
the one most desired by M. Kogan. 
The name“Taito" leaped into fame 
with the development of the video 
game“Space lnvaders" that made an 
unprecedented hit (1978-79)， being 
known even outside the AM business. 
More recently， in December 1982， al 
the case concerning the copies of ilS 
“Space lnvaders". Taito won it upon 
Japan's first judgment thal programs 
in video games should be regarded as 
literary work to be protecled by the 
Copyright Law. This judgment began 
exerting infJuence over the computer 
indllstry as a w hole. 
For many years Tailo has guarded 
its top management with Michael 
Kogan as representative director， 
Akio Nakanishi as managing direc-
tor， Tokiharu Takami as direclor and 
Asya Kogan also as director. M. Kogan 
has consistently pursued his business， 
aiming to grow his company into 
world's No. I in the AM business. In 
fact， it is said that his aim has already 
been achieved. Such a powerful lcadcr-
ship has M. Kogan continued to take. 
With her wife， Mrs. Asya， M. Kogan 
had Miss Rita Kogan， the daughter， 
and Mr. Abraham Kogan， the son. 
At present， Miss Rita Kogan is Iiving 
in California， while Mr. Abraham 
Kogan (35 years old， nicknamed Aba) 
is managing Taito do Brasil as presi-
dent. Michael Kogan has been known 
for his strict observance of privacy， 
and has never brought private affairs 
into business. This has been one of 

conspicuous characteristics of his atti-
lllde lowards life. Natllrally， his family 
was sornewhal lInknown to third 
pcrsons. After his death， Taito's man-
agemenl is expected to be taken 
over by Aba Kogan， Nakanishi， and 
Takami. 
Side by side with David Rosen， 
founder of Sega Enterprises， Michael 
Kogan literally has been a pioneer in 
lhe postwar AM business in Japan in 
that he already had fixed his eyes 
upon the promising future of the AM 
industry in the days of ecοnomlc 
confusion when TailO was founded. 
1 n those days， he judged that juke・
boxes used by the U.S. forces in Japan 
ωn bc commercially utilized， adding 
lhem to his liSI of major items. Thus， 
he has exhibiled his outstanding 
abilily to foresee business possibilities， 
3nd pul his heart into expansion of 
business. About ten years ago， when 
he was asked about his hobby， he 
replied that， apart from ping-pong， his 
largest hobby was to expand his busi-
ness. 

Enthusiasm for Business 

トlisattitude towards management 
was sllch that， never being content 
with the present status， he has given 
top priority to development of excel-
lent products by positively investing 
much ll10ney in R & D. while nurtur-
ing these staffs and introducing in. 
novative devices from the oulside. 
八tthe same time， he has endeavored 
to strengthen its marketing from the 
poinl of view of world market. He 
ιont inued to assume the highest 
responsibilily for international trade 
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Michael Kogan 

ln the meanwhile， he has continued 
to establish and open many overseas 
subsidiaries and offjces. Na turally， 
he has been widcly associated with 
principal foreign businessmen， exerting 
extensive influence upon lhose in bOlh 
Japan and abroad. 
Additionally， throllgh close com・
munications wilh Japancse and foreign 
businessl1len， he has ιonsistenlly con・
tinued to sludy and learn about desir-
able ways of ll1anagernenl and policy. 
It is said that， in this enthllsiasl11， he 
was far beyond the ordinary managers. 
Thus， the clIrrenl news of his death 
has pUl ll1any influential businessmen 
in both Japan and abroad in deep 
sorrow. 
The results of R & 0 cfforts made 
by Taito lInder Michacl Kogan's man-
agemenl are 100 mllch 10 mention， 
including a series of video games， such 
as .. Space Invaders" and innova tive 
ideas， slIch as lhe table lype game con-
cept， for prOfilable locational opera-
tions. Thus， as a fOllnding leader of 
Taito group， Michael Kogan has con・
tinlled to grow his company for more 
lhan 30 years， unlil it bccomes a trade 
leader. Moreover， as a leadcr of lhe 
¥Vorld AM business， he has always 
pursued his ideals. Thus， many people 
are lamenting over his death. 
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ユニバーサル販売株式会社

株式会社ユニバーサル

ゲームマシン 主1ニミ僧fiII便物認可

Mr.DolコールをめさせH
スリルいっぱいのハラハラドキドキゲームH

本 社 〒同3東京総中央区日本橋健留11]'1・7-7 

エ 噂 〒323.院本県小山市来弁56パ第3ヱ業団地}

札幌密集新 倉山ト221・n98(ft) 山口営集 所

仙台営集 局時 官官222-99ーは刷(ft) 九州言官接 所

新渇営蟻所 宮0252・71-6oo6(代) .~旦島曾療所

長野倉健所 D0262・28-4834(代) 東京営集所

東京曾雛所 D 03-453-95円(代) 北関東営集所

静岡曾機所 D0542・83-6781(代) 大宮営機所

名古屋営機所 D052・582・2951(代) ."車営検踊

大阪営機所 D 06-304-3955(代) 松阪営練所

広島営練所 D082・228・1005(代} 沖縄営集局時

雪量(03)661・0330(代}

U0834・32-0011(代}

D092-471-6188(代}

D0992・E・-3651(代)
D 03-844・2581(代)

D0285・23・3551(代)

宮0486・M・0946(代)

D0532・46・6103(代)

合0598・m・3431(代〉

D09889-7・6655(代}

"~ 

EXPORT DIVISION 

UNIVERSAL SALES CO.， L TD. 
1-7・7.Nihonbashl Horidome-<:ho. Chuo・ku，Tokyo 103， Japan 
Phone: 03-661.1447，6004 Cable: UNIMANIFACT 
Telex : J27348 (UNICO) 

UNIVERSAL U.S.A. INC. 
3250， Victor Slreel， Sanla Clara， California 95050， U.S.A. 
Phone: 408・727・4591・5 Telex: 172247 (UNI USA SNTA) 

Eυropean Office 
81， TOllenham Court Road， London Wl A 1 EY 

Phone : 01-631・1713 Telex: 892989 ELCOIN 
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